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は じめに

1980年 代 には 自動車産業 や電気 ・電子機械産業が、 わが国経済の牽 引役 を果 た して きたが、

これか らの次 の牽引役 を果 たす産業が求め られてい る。他方、今後 さらに進展す ると考 え られ

る情報化社会 の中では、産業経済面 において も情報関連産業が牽引役 を果たす ことを期待 され

てお り、情報 関連 のハ ー ドとの補完的 な相互 関連 を もって、今 まで以上 にソフ トの果たす役割

が大 きなもの となる とみ られる。

一方、現在 の曲が り角 にあるわが国産業経済 のなかで、社会のニーズ も大 き く変わ りつつあ

る。わが国産業 はこの ようなニ ーズの変化 に対応 して、新 しい市場分野 に取 り組んでい く必要

がある。その指針 として、経済審議会や産業構造審議会な どで検討 された ビジ ョン等 が まとめ

られてい る。

そこで、本調査研究 においては、社会のニーズ変化への対応 を織 り込 んだ国の施策、戦略 の

中にお けるソフ トの位置づ け を明確化す るために、そ の施策お よびそれに従 って行われ る公 的

な開発投資がソ フ ト産業 お よびその他の産業へ与 える効果 を計測する ことに より、 ソフ ト産業

の発展 に果たす役割 を明 らかに した。 また、 このよ うな情報 関連の公 的な投資 をソフ ト産業へ

振 り向けた場合 と、他 の産業分野 に振 り向けた場合 とを比較す ることによって、情報化社会 に

おいて重要な役割 を果 たす と考 えられるソフ ト産業関連の公 的開発投資 が持 つ、ソフ ト産業お

よびわが国 にとっての意義 を明 らかに した。
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第1部

情報関連産業への国の投資による経済効果予測





総論

本調査研究 においては、公的 な開発投資が ソフ ト産業お よびその他 の産業へ与 える効 果 を計

測 して、 ソフ ト産業の発展 に果たす役割 を明 らかにす ることとす る。 ここでは、情報関連の公

的な投資 をソフ ト産業へ振 り向けた場合 と、他 の産業分野 に振 り向 けた場合 と、比較す ること

によって、情報化社会 にお いて重要 な役 割 を果 たす と考 えられる ソフ ト産業 に関連す る公的な

開発投 資のソフ ト産業お よびわが国 にとっての意義 を明 らか にする。

なお、 この投資額 を他 の産業分野へ振 り向けた とした場合 との比較分析 を行 うことに より、

その支 出分野毎の効果 を見 ることを考 えてい る。その比較対象 産業 と しては、農林水 産、化学、

金属一次、電気機械 、輸送機 械、建設 な どと した。以下、この比較対象 との間で、投資 の効果

につ き検討する。

1.調 査 の 考 え方

政府 の投資支 出の効果 を把握す るため に、次の図に示す ような流れで分析 を行 った。

は じめに前提 とす る政府 の支 出額 を設定 した。 これについては次 に示す通 り、3つ のケ ース

を設定 した(図 中の①)。 政府 の支出 に伴 って、それを受け止 めた業種 において民 間のR&D

も行 われる。その民 間を含 むR&D投 資 を推計 した(図 中の②)。

このR&D投 資は、毎年、R&Dス トックとして積 み上が ってい く。そ してその積 み上が っ

たR&Dス トックが総要素生産性 の向上 を もた らす ことは、従 来の研究 開発 投資の効 果 に関す

る研 究で検証 されている。 ここで もその考 え方 を踏襲 して、R&Dス トックの増加が総要 素生

産性の向上 をもたらす と考 え、その関係 を把握 してお き、その関係 の下でR&Dス トックの増

加(図 中の③)に 伴 う総要素生産性 の向上 を把握 した(図 中の④)。

次 に、 この総要素生産性 の向上は、対応す る財 ・サ ービスの価格 を低下 させ る効果が ある。

それを、産業連 関価格分析 に よって計測 した(図 中の⑤)。

この ような価格低 下がある と、それは、価格低下 した財 ・サービス に対 して企 業の原材料 ・

部 品等 の中間需要 を相対 的に増加 させ、 また、国内の消費や投資 な ど最終需要 を増加 させ る効

果がある。その関係 を、価格弾性値 として統計 的に計測 して把握 し、それ を用 いて価格低下 に

伴 う需要 の増加 を計測 した(図 中の⑥)。

なお、ここで計測 され る価格変化 と、それに伴 う需要 の増加 は、比較 の対象 と して取 り上 げ

るそれぞれの情報サ ービス、農林水産、化学、金属一次、電気機械 、輸送機械、建設 など以外

の産業部 門に も影響 を及ぼ し、すべ ての産業の価格変化 と需要量の変化が引 き起 こされ る(図

中の②'～ ⑥')。

以上の ように して計測 したそれぞれの比較対象 の産業毎 のR&D投 資 の効果 を計測 し、比較

す ることに よってその効果 を評価 する こととした(図 中の⑦)。
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情報関連公的開発投資の影響

情報関連 ①

公的開発投資

民間を含む ②

情報関連R&D投 資

投資額 の ②'

他 産業へ振 り向け

R&Dス トックの推 計

R&D③

ス トック増加

他産業の ③'

R&Dス トック増加

R&Dス トック増 に よる

総要素生産性 向上 の推計

総要素生産性

向上など ④

他産業の総要素

生産性向上 など ④'

1/O価 格波及分析
"」

価格低下 ⑤ 他産業財の

価格低下 ⑤'

1/O生 産波及分析
"」

τ …

需要増加

国全体の需

要増加 ⑥

他産業の需要増加

国の全体の需要増加

⑥'
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2.国 の情報通信の高度化 予算

前提 とすべ き国の情報関連産業への投 資額 を検討する元の資料 としては、2種 類 のデータが

存在す る。一つ は内閣が と りまとめた 「情報通信の高度化に資す る施策」 に関す る平成9年 度

の予算 である。 もう一つ は科学技術庁が と りまとめた 「科学技術 関係経費」 のうち情報 ・電子

分野 とソフ ト分野 を対象 とす るものであ り、 これについては平成8年 度 のデータが得 られてい

る。

ここで、前者 の内閣と りまとめのデータは研 究開発投資(R&D投 資)の みな らず、それ以

外の支出が含 まれてい るのに対 して、後者 の科学技術庁 とりまとめのデー タはR&D投 資のみ

をその内容 と しているど考 えられる。

そ して、その対象 とする分野は、いず れ も情報通信分野 とい うことであ り、今 回の分析対象

と考 えてい る情報 サービス業分野(ソ フ ト産業分野)よ りは広 く、具体 的 には情報 ・電子 とソ

フ トを対象 と している。

そこで、今 回対象 とする国の情報関連R&D投 資額 の前提 条件 を設定す るにあたって、その

投資額 の規模 の大小 による市場拡大効果 の逓増 または逓減す るよ うな関係 が見 られるか否か も

含 めて検討す るために、以下 に示す ように最大、最小 、その中間 とい うような3通 りの ケース

を設定す ることと した。

具体 的には、情報通信 に向け られる公 的 な国の資金の設定 を以下 の ように3ケ ース設定 した。

① 内閣公表資料 の 「情報通信 の高度化 に資する施策」予算 の全体数値

14,822.54億 円(ケ ース1)

② ① の うち 、 ソ フ ト情 報 分 野 へ のR&D投 資 と関連 の薄 い 建 物 な どを除 い た数 値

12,871.26億 円(ケ ー ス2)

③科 学技術庁 の とりまとめた科学技術 関係経費(電 子関連 とソフ ト関連の合計)

166.34億 円(平 成8年 度145億 円)(ケ ース3)

この ような、前提 とすべ き国の情報 関連 産業への投資額が設定 された ら、以下の分析 にそれ

をインプッ トすることになるが、 この投資額 は、国が支出す る ものであ り、これ以外 に民 間が

支出す るR&D投 資がある。
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3.情 報関連産業への公 的なR&D投 資 と民間のR&D投 資

1994年 時点の民 間のR&D投 資額 を推i計し、設定 した3つ の公 的 なR&D投 資額 の設定値

を上乗せす るこ とに よ り各産業分野 別 のR&D投 資 額 を設定 した。 この数値 が1995年 か ら

2010年 まで毎年支 出 される としてシ ミュレーシ ョンを行 った。そ して、1994年 の値 で一定の

場合 をベースケース として設定 し、各1～3と ベースケ ース との差 で国のR&D投 資の効果 を

見 る こととした。

R&D投 資額 ケース設定値

(単位 百万 円)

94年 実績 ケ ース1 ケー ス2 ケ ース3

国の資金によるR&D投 資増加額 一 1,482,254 1,287,126 16,634

情報サー ビス 432,319 1,914,573 1,719,445 448,953

農林水産 21,505 1,503,759 1,308,631 38,139

化学 1,667,864 3,150,118 2,954,990 1,684,498

金属一次 231,504 1,713,758 1,518,630 248,138

電気機械 3,387,646 4,869,900 4,674,772 3,404,280

輸送機械 1,235,407 2,717,661 2,522,533 1,252,041

建設 243,529 1,725,783 1,530,655 260,163
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4.R&D投 資およびR&Dス トックの増加 と総要素生産性の向上

R&D投 資が行 われるに伴 って、それが累積 してR&Dス トックになってい く。情報サ ービ

ス分野 につい て、R&D投 資が累積 したことによるス トックを推計する。その際 に、R&Dス

トックの陳腐 化率 を設定 して、現在 まで に実際 に有効 なR&Dス トックが どの程度のス トック

水準 にあるか を推計 した。比較対象 の産業 について も、 同様 の方法 によってR&Dス トック を

推計 した。

R&Dス トックが積み上がってい くに従 って、ある時 間的なラグを伴 って、その産業の総要

素生産性(TFP)が 向上する。 ここでは、過去のR&Dス トック と総要素生産性 との間で、

統計的 にそのラグ構造 を含 んだ両者の関係 を推定 した。

この関数 を具体 的には以下の ような式 で推定 し、そのパ ラメー タを0.35と い う値 を用い て

総要素生産性 の向上 を もとめた。

・旦

Q
β十α=

・工

T

T総 要 素生産性(TFP)

Q粗 付加価値額

α 定数

RR&Dス トック

β 回帰係数

この推定 された関係 を用 いて、情報処理の投資 の累積額 を設定 して、 これに よる総要素生産

性(TFP)の 向上 を計算 した。 この結果は次 の表 の とお りである。
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R&Dス トックめ増加 と総要素生産性 の向上(ケ ース1)

情 報 サ ー ビス 農林水産 化学 金属 一次 電気機械 輸送機械 建設
1994 1573336 111533 9246941 2422419 17221220 8699956 1309464
1995 1646358 117659 9971798 2499263 18468340 9276179 1415607

1996 1676045 118612 10720728 2551594 19365204 9645625 1511361
1997 1695545 118937 11504989 2585458 20086406 9843890 1584307

1998 1710242 1ユ9203 12251126 2611277 20711136 9992775 1649021

1999 3055348 1453450 12880842 2635042 21249932 ユ0125227 1839833
2000 4217372 2697665 13410822 3620382 22722550 11369572 3357960

R&Dス トック増 加 率

(2000/94) 168.05285 2318.7146 45.029821 49.453171 31.945065 30.685397 156.43775
R&Dス ト ッ ク増

加(ペ ースケース 9.9363391 7.2337335 45.029821 9.6803237 26.092205 17.736906 34.204529

国の投 資 に よるR
&Dス トッ ク 変 イヒ 158.11651 2311.4809 0 39.772847 5.8528606 12.948491 122.23322
生産性 パ ラメー タ 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35

総要素生産性向上率 55.340779 809.01832 0 13.920496 2.0485012 4.5319718 42.781627

R&Dス トックの増加 と総要素生産性の向上(ケ ース2)

情報 サ ー ビス 農林水産 化学 金 属一 次 電気機械 輸送機械 建設
1994 1573336 ユ11533 9246941 2422419 17221220 8699956 1309464

1995 1646358 117659 9971798 2499263 18468340 9276179 1415607

1996 1676045 118612 10720728 2551594 19365204 9645625 1511361

1997 1695545 118937 11504989 2585458 20086406 9843890 1584307

1998 1710242 119203 12251126 2611277 20711136 9992775 1649021

1999 2879733 1277835 12880842 2635042 21249932 10125227 1822271

2000 3889884 2358281 13410822 3493549 22589862 11221275 3147252
R&Dス トック増 加 率

(2000/94) 147.23797 2014.4244 45.029821 44.217371 31.174574 28.980825 140.34658

R&Dス ト ック 増

加(ペ ースケース 9.9363391 7.2337335 45.029821 9.6803237 26.092205 17.736906 34.204529

国の投資 に よるR

&Dス ト ッ ク 変 イヒ 137.30163 2007.1907 0 34.537047 5.0823693 11.243919 106.14206

生 産性パ ラ メー タ 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35

総要素生産性向上率 48.055571 702.51674 0 12.087967 1.7788293 3.9353716 37.149719

R&Dス トックの増加 と総要素生産性の向上(ケ ース3)

情 報 サ ー ビス 農林水産 化学 金属 一 次 電気機械 輸送機械 建設
1994 1573336 111533 9246941 2422419 17221220 8699956 1309464

1995 1646358 117659 9971798 2499263 18468340 9276179 1415607

1996 1676045 118612 10720728 2551594 19365204 9645625 1511361

1997 1695545 118937 11504989 2585458 20086406 9843890 1584307

1998 1710242 119203 12251126 2611277 20711136 9992775 1649021

1999 1736290 134392 12880842 2635042 21249932 10125227 1707927
2000 1757585 148533 13410822 2667729 21725928 10255701 1775322

R&Dス トック増 加 率

(2000/94) 11.710722 33.174038 45.029821 10.126654 26.157891 17.882217 35.576236

R&Dス トッ ク 増

加(へ ㌧ スケース 9.9363391 7.2337335 45.029821 9.6803237 26.092205 17.736906 34.204529

国の投資 に よるR

&Dス ト ッ ク 変 化 1.7743826 25.940305 0 0.4463307 0.0656864 0.1453111 1.3717063
生 産性パ ラ メー タ 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35 0.35

総要素生産性向上率 0.6210339 9.0791066 0 0.1562157 0.0229902 0.0508589 0.4800972
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5.資 本および労働 の変化 と総要素生産性の向上による価格低下 と市場 の拡大

総要素生産性 の向上は、ある集計 された経済的 なデータで観測 される レベ ルで は、価格 の低

下 と、それ に伴 う需要 の拡大 につ ながる。例 えて言 えば、集積 回路がその生産性 の向上のため

に価格 が低下 して、あ らゆる機器 に組み込 まれてい った ように、需要の拡大 が起 こる。今回の

情報 サー ビス に対 す る公的 なR&D投 資 に関 して も、 また、他 の産業分 野 に対す るR&D投 資

に関 して も今 まで見て きたように総要素生産性 の向上が見込 まれてお り、その結 果、価格低下

と需要の拡大が起 こると考 えられる。

まずは じめ に総要素生産性 の向上 に よって、その率 だけ名 目の付加価値率が小 さ くなる と考

え られ るので、生産性の向上 についての計算 結果 を用 いて、産業連 関分析の価格 分析 によって

生産性向上 に伴 う価格変化 を計算 した。

以上の ような価格変化 があるので、その価格低下 に よる中間需要(原 材料 、部品 と しての使

用)と 最終需要 の増加 を、1980年 か ら1990年 のデー タによって推計 した価格 の弾性値 によっ

て求め た。

価格弾性値パ ラメータ
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析 の枠組み を用 いて求めた。

価格体系が変化 した結果 を受 けて、国内最終需要の構成 が、価格の下が った財 の方 にシフ ト

し、また、投入係数 も価格 の下が った財 の方 にシフ トする ことにな り、その結果、各産業 の需

要 が増加する ことになる。 この ように して求め られた数値 が以下 にまとめ られている。

6.ま とめ一一ソフ ト産業 の発展 と国全体への影響

以上の分析 を通 じて、定量的 には国の重点領 域R&Dに 伴 う情報関連R&D投 資 、そ してそ

のス トック増加、 さらに情報サ ービス産業 を中心 に、各産業 の生産額増加が計測 され、R&D

投資 に伴 う情報サ ービス産業 の発展 と国全体の影響 が計測 されたことになる。

同 じ金額 を他 の産業分野 に投下 した場合 についての効果 についても計測 した。 これ らの比較

か ら、以下、情報サ ービス産業への国の投資の意義 を明 らかに してい く。

まず始めに、設定 した国の資金 によるR&D投 資額 の評価 を した上で、結果の数値 を見 るこ

ととす る。

6.1与 えた国の資金 によるR&D投 資額の特徴

R&D投 資 は、 表 に ま とめ た よ うに各 産 業 の 実績 投 資 額 に 、 それ ぞ れ最初 に設 定 した国 の資

金 に よるR&D投 資額 を上 乗 せ した こ とに な って い る。 ケ ース1で は1兆4822億 円 、 ケ ース

2で は1兆2871億 円、 ケ ー ス3で は166億 円 で あ った。 その1994年 の実 績 に対 す る上 乗 せ 後

のR&D投 資 額 の増 加 の特徴 は次 の通 りで あ る 。

・増 加 率 は産 業分 野 で み る と
、当 然 の こ とな が ら元 々のR&D投 資 額(含 む民 間)が 小 さい

農林 水 産 、 金属 一 次 、 情報 サ ー ビス で大 き く、 も と も とR&D投 資 額 が大 きい化 学 と電気

機械 で は小 さい。

・ケース1で は情報 サ ー ビス分 野 に お い て は342 .9%増 、金 属 一 次 で は約640%増 、 建 設 に

お い て も約600%増 とな って お り、 こ れ に対 して 電気 機 械 で は43.8%増 、化 学 で は88.9%

増 で あ る。

・ケース2と ケース3に お い て も同様 の 関係 にな っ てお り、 ケース2は ケ ース1よ りそ れ ぞ

れ やや 小 さ な増 加 率 、 ケ ー ス3は ケ ース1よ りか な り小 さ な増 加 率 とな って い る。

・ケ ース1と2は か な りの大 きな投 資 額 の積 み増 しに な っ てお り
、 ケ ース3は 農 林水 産 を除

くとノ』、さいo
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R&D投 資

(単 位:百 万
94年 実績 ケ ー ス1 ケ ー ス2 ケ ース3

情 報 サ ー ビ ス 432319 1914573 1719445 448953

農林水産 21505 1503759 1308631 38139

化学 1667864 3150118 2954990 1684498

金属一次 231504 1713758 1518630 248138

電気機械 3387646 4869900 4674772 3404280

輸送機械 1235407 2717661 2522533 1252041

建設 243529 1725783 1530655 260163

94年 実績 に対す る増加率

(単 位:%)
94年 実績 ケ ー ス1 ケ ー ス2 ケ ース3

情報サ ービス 一 342.9 297.7 3.8

農林水産 一 6892.6 5985.2 77.3

化学 一 88.9 77.2 1.0

金属一次 一 640.3 556.0 7.2

電気機械 一 43.8 38.0 0.5

輸送機械 一 120.0 104.2 L3

建設 一 608.7 528.5 6.8

6.2国 のR&D投 資による各 当該産業分野生産額増加率

この ようなR&D投 資額 を積 み増 したこ とによって、各産業分野 のR&Dス トックが増加 し、

総要素生産性が上昇 し、価格低 下が起 こ り、市場が拡大す る。市場 の拡大 は自産業分野のみな

らず、産業連 関の生産波及 のプロセス によって、他 のすべ ての産業 の需要増加 につ なが る。こ

こでは この 自産業部門 と全産業の2通 りの生産額 の増加 を見 ることとす る。

始めに 自産業分野への需要の増加 を見 ると、以下 のような特徴 が見 られる。

・ケース1か らケース3を 通 して、 いずれ も情報サー ビス分野へR&D投 資 を配分 した方が、

他 の産業分野へのR&D投 資 よ りも効果の率(対1990年 実績生産額)は 大 きい。ついで、

輸送機械、農林水産、建設、金属一次 、電気機械、化学 とい う順 になってい る。

6.3国 のR&D投 資 による全産業生産額増加率

次 に全産業の生産額 に波及す る需要 をすべ て含 んだ ものを見 る と、以下の ような特徴 が見 ら

れる。

・情 報 サ ー ビス へ のR&D投 資 は全 産 業 の生 産 額 をケ ー ス1の 場 合3 .2%増 加 させ 、 ケ ース
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2の 場 合 に は2.9%、 ケー ス3の 場 合 に は0.1%増 加 させ る。 そ して、 そ の効 果 は他 の 産業

分 野 に投 資 す る よ りも大 きい 。

・ケー ス1で は、 情 報 サ ー ビス に次 い で輸 送 機 械 が0.9%、 農 林 水 産 が0.7%、 金 属 一 次 と

建 設 で0.4%、 電 気 機械 で0.1%と な っ てい る。 ケ ー ス2も ほ ぼ ケ ース1と 同様 で あ り、全

般 的 に効 果 が や や小 さ くな ってい る。 ケー ス3で は効 果 は わず か な もの とな って い る 。

6.4国 のR&D投 資による各当該産 業分野生産額 の増加規模

次 にR&D投 資 による効果の額 を自産業分野 の生産(市 場)の 拡大の規模 につい て見 てみ よ

う。

・ケース1の 場合、情報サ ービスにおい ては16兆2090億 円 と対象分野の中で一番大 きな市

場拡大 が見 られ る。輸送機械では4兆8730億 円、建設で7660億 円、電気機械 では3180

億円、金属一次では3160億 円、農林水産 では3180億 円 となっている。ケース2の 場合 も

同様 である。 ケース3の 場合はR&D投 資額が小 さいため に全般的 に効 果が小 さい。

6.5国 のR&D投 資による全産業生産額の増加規模

次 にR&D投 資 による効果の額 を全産業の生産(市 場)の 拡大の規模 について見 てみ よう。

・ケース1の 場合、情報 サービスにおい ては27兆3350億 円の市場拡大がみ られる。輸 送機

械では7兆8730億 円、建設 で3兆980億 円、電気機械 では5610億 円、金属一次 では3兆

1910億 円、農林水産では6兆720億 円 とな っている。 ケース2の 場合 も同様 である。

・ケース3の 場合 はR&D投 資額が小 さいため に全 般的 に効果が小 さ く、情報サー ビスにお

いては4520億 円の市場拡大がみ られる。輸送機械 では890億 円、建 設で490億 円、電気

機械では60億 円、金属一次 で も400億 円、であ り農林水産では相対 的に大 きな効果額 と

なって5630億 円 となっている。 これ は、農林水 産のR&D投 資が他 の産業分野 におい て

のR&D投 資 と比べ ると、1994年 比77.3%増 と相対 的にかな り大 きくなっているこ とに

よってい る。従 って、他 の産業分野 に投資 した場合 に比べて、価格低 下の効果 は相対 的 に

大 きく、需要 の価格弾力性が小 さ くて も、効果が大 きくなっている。

6.6国 のR&D投 資に対する増加 した各産業分野生産額の比率

次 にR&D投 資 による 自産業分野の生産(市 場)の 拡大効果 を、設定 したR&D投 資額 で除
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して、乗数 を見 てみる と、次の よ うな点が指摘で きる。(た だ し、 ここでのR&D投 資額は単

年度 の数値 であ り、他方 、結 果 と しての生産(市 場)拡 大効果 は2㎜ 年時点 までのR&D投 資

の結 果であることか ら、 この図の乗数 を5年 とい う年数で除 した ものが、一般 的な乗数 といえ

るか も しれない。ここでは、 そのままの比率で見てい く。)

・ケ ース1の 場 合 、情 報 サ ー ビス にお いて は8.5倍 の効 果 で あ り、輸 送 機 械 で は1.8倍 、建

設 で0.4倍 、電 気 機械 で は0.1倍 、 金属 一 次 で は0.2倍 、農 林 水 産 で は0.2倍 とな っ てい る。

ケ ース2の 場合 はケ ー ス1と ほ とん ど同 じ産 業 間 の関係 とな って い る 。

・ケ ース3で は全 般 的 に効 果 が小 さ く、情 報 サ ー ビス にお い て は0.6倍 、農 林 水 産 で は0.8

倍 で あ り、他 の産業 は ほ とん ど効 果 が ない。 農林 水 産 の効 果 が大 きい の は、前 述 の通 り農

林 水 産 のR&D投 資 が他 の 産業 分 野 にお い てのR&D投 資 と比 べ る と、1994年 比77.3%増

と相対 的 にか な り大 き くな って い る こ とに よって い る。

6.7国 のR&D投 資に対す る増加 した全産業生産額の比 率

次 にR&D投 資 による全 産業の生産(市 場)の 拡大効果 を、設定 したR&D投 資額で除 して、

乗数 を見 てみる と、次の ような点が指摘 で きる。

・ケ ース1の 場合 、情 報 サ ー ビス にお い て は14.3倍 の効 果 で あ り、 輸 送機 械 で は2.9倍 、建

設 で1.8倍 、電気 機 械 で は0.1倍 、 金 属 一次 で は1.9倍 、 農 林水 産 で は4.0倍 とな っ てい る。

ケ ース2の 場 合 は ケ ース1と ほ とん ど同 じ産業 間の 関係 とな っ て い る。

6.8ま と め

以上、結果 について見 て きたが、要約す ると次の通 り。

①効 果 を元 々の市場規模 と比べ た場合 には、情報サービス分野へ のR&D投 資 は率 でみ て大 き

な市場拡大効果 を持つ。 また、全産業の市場拡大 に も大 き く寄与す る。

②効果 を市場の拡大する規模 で見 て も、情報サービス分野へ のR&D投 資 は大 きな規模 の市場

拡大効果 を持 っている。 ただ し、全産業で見 た市場拡大に関 しては、ケース3と い う少 ない

R&D投 資の場合、相対 的に農林水産でのR&D投 資の増加 が極 めて大 きいため に効 果が農

林水 産の方が大 き くなる。

③投資 の効果 を設定 したR&D投 資額で除 して、乗数 としてみる と、市場規模 の拡大 の関係 と

同様 の産業間の関係お よびケース 間の関係 が見 られ、やは り、ケース1と ケース2で は情報
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サービスへのR&D投 資 は効果が大 き く、ケース3で は相対 的にやや小 さくな り農林水 産に

次 いで大 きい。

このように、情報サ ー ビス分野 に国のR&D投 資 を振 り向けるこ とは、他 の分野 に振 り向け

るよ りも市場拡大効果が大 きい。その理 由は、①情報サー ビス分野 においてはR&Dス トック

の蓄積が まだ少 な く、 これか らであ ること、従 って1兆4822億 円 とい う大 きな金額は相対 的

に大 きな影響 をもた らす とい うことであ り、 また、② この分野 では価格弾性値が大 きいこ とか

ら、価格が下がれば需要が大幅 に拡大す る可能性があ ることに よっている。す なわち、 この分

野 の市場がまだ これか ら拡大す る分野 であるとい うことである と考 えられる。

なお、以上の分野では、R&D投 資額の供給面への効果 を通 して中 ・長期的 に市場が拡大す

る効果 をみてきた。その結果か らは情報サー ビス分野へのR&D投 資は効果が相対 的に大 きい

ことがみ られた。 しか し短期 的 な支 出面か らの需要拡大効果 につ いては、今 回分析対象 か らは

ず しているので明確 には言えないが、建設や機械系 産業分野への支出は、その産業連関 の生産

波及力が大 きいために、即効性 がある もの とみ られる。従 って、情報サービス分野へのR&D

投資 は、む しろ中 ・長期 的に経 済の供給力 とい う面 か ら効果 を持つ とみ られ る。
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1.調 査 の スタ ンス と考 え方

ソフ ト関連 の国の公 的な開発投資 と言 って も、具体的にみる と種々の ものがあ り、その効果

を個別 に検討す るとなる と、逆 にマ クロ的な国全体 としての効果 を把 握 しに くく、全体が見 え

に くくなる。従 って、 ここでは大掴 みに把握す るために、社 会のニ ーズか ら目的志向型 の捉え

方で技術開発 を捉 えてい くこととする。

なお、 ここで予定 している分析 に必要 な、ソフ ト産業 としてのデータが そろっていないため、

産業 としては情報サ ービス業 を中心 に取 り上げることとする。

前提条件 と しては、情報産業以外 の産 業に向 けられた国の投資につい て、 この情報サービス

業に振 り向けた場合、元の産業 に向けた場合 の効果 と情報サ ービス業 に向 けた効果 を比較分析

する ことによ り、ソフ トを中心 とす る情 報サービス業への国の投資 の意義 を明 らか にする。

以上 のような国の投資は、一方で需要 を引 き起 こす効果があ り、 もう一方 では生産力 を高め

る供給側 の効 果が ある。 しか し需要側 の効 果は、R&Dを 中心 に考 える とあ まり差異は考 えら

れないため、 この分析 においては主 に供給側 の効果 を計測す ることとす る。

以上 のス タンスで政府 の投資支出の効 果 を把握するために、次 の図に示す ような流れで分析

を行 った。

は じめに前提 とす る政府 の支出額 を設 定 した。 これについては2.に 纏 める通 り、3つ のケ

ース を設定 した(図 中の①) 。政府の支 出に伴 って、それ を受け止め た業種 において民間のR

&Dも 行 われ る。 その民 間 を含 むR&D投 資 を推計 した(図 中の②)。

このR&D投 資 は、毎年 、R&Dス トックとして積 み上が ってい く。 そ してその積み上が っ

たR&Dス トックが総要素生産性の向上 をもた らす ことは、従来の研究 開発投資 の効果 に関す

る研究 で検証 されている。 ここで もその考え方 を踏襲 して、R&Dス トックの増加が総要素生

産性 の向上 を もた らす と考 え、その関係 を把握 してお き、その関係 の下 でR&Dス トックの増

加(図 中の③)に 伴 う総要素生産性の向上 を把握 した(図 中の④)。

次 に、この総要素生産性 の向上 は、対応 する財 ・サービスの価格 を低下 させ る効果がある。

それ を、産業連 関価格分析 によって計 測 した(図 中の⑤)。

この ような価格低下がある と、それは、価格低下 した財 ・サ ービスに対 して企業 の原材料 ・

部品等 の中間需要 を相対 的 に増加 させ、 また、国内の消費や投資 など最終 需要 を増加 させる効

果がある。その関係 を、価格弾性値 と して統計 的に計測 して把握 し、それ を用 いて価格低 下に

伴 う需要 の増加 を計測 した(図 中の⑥)。

なお 、ここで計測 される価格変化 と、それ に伴 う需要 の増加 は、比較 の対象 と して取 り上げ

るそれぞれの情報 サービス、農林水 産、化学、金属一次、電気機械 、輸送機 械、建設 など以外

の産業部 門にも影響 を及ぼ し、すべての産業の価格 変化 と需要量の変化 が引 き起 こされる(図

中の②'～ ⑥')。
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以上のよ うにして計測 したそ れぞれの比較対象 の産業毎 のR&D投 資の効果 を計測 し、比較

す ることに よってその効果 を評価す ることとした(図 中の⑦)。
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2.国 の情報通信の高度化予算の内容分析

前提 とすべ き国の情報関連 産業へ の投資額 を検討す る元 の資料 としては、2種 類のデータが

存在 する。一つは内閣が とりまとめた 「情報通信 の高度化 に資す る施策」に関す る平成9年 度

の予算 である。 もう一つ は科学技術庁 が とりまとめた 「科学技術 関係経費」 の うち情報 ・電子

分野 とソフ ト分野 を対象 とす るものであ り、 これにつ いては平成8年 度のデー タが得 られてい

る。

この両者 の関係は、前者の内閣 と りまとめのデー タは研 究開発投資(R&D投 資)の みな ら

ず、それ以外の支出が含 まれてい るの に対 して、後者 の科学技術庁 と りまとめのデータはR&

D投 資 をその内容 とする とい うように考 え られる。

そ して、その対象 とす る分野は、いずれ も情報通信分野 とい うことであ り、今 回の分析対象

と考 えている情報サー ビス業分野(ソ フ ト産業分野)よ りは広 く、具体 的には情報 ・電子 とソ

フ トを対象 としてい る、 とい う点で は2つ のデータは同 じ分野 を対象 と してい る。

そこで、今 回対象 とす る国の情報 関連R&D投 資額 と して、前提条件 を設定す るにあたって、

その投資額 の規模の大小 に よる市場拡大効 果の逓増 または逓減す るような関係が見 られるか否

か も含 めて検討するために、以下 に示す ように最大、最小 、その中間とい うような3通 りのケ

ース を設定す ることと した。

これについて具体的 にどの ように考 えるかであるが、一つは、科学技術庁 の とりまとめた概

念 と数値 にそって、情報関連分野 とい う範疇ではハ ー ドお よび ソフ ト両者 を含 むため広 いが、

研究 開発投資(R&D投 資)と い う点 では、概念 的に今回対象 としようと考 えている ものに対

応 する ものが考 えられる。 これが145億 円 と一番 支出額 の小 さいケースである(以 下 の③)。

ただ し、この数値 は平成8年 度 の ものであるので、他 の内閣公表 デー タの数値 と比較す るため

には、何 らかの基準 に よって平 成9年 度 の数値 を推計す る必要がある。

もう一つ は、内閣公表 の情報通信 の高度化 に資する施策 の予算全体1兆4,822億 円 を、すべ

て この情報通信関連分野 のR&D投 資 に向ける とい う、いわば最大支出額 のケースである(以

下 の①)。 なお、この同 じ内容の平成8年 度 の予算 額は1兆2,920.62億 円であ り、これ に対 し

て平成9年 度は対前年比14.7%増 であ った。そ して、平成8年 度 の数値で見 ると、科学技術

庁 の とりまとめた科学技術 関係経費(情 報 ・通信+ソ フ ト)の 、情報通信 の高度化 に資す る施

策予算 に対 す る比率は1.12%で あ った。 この比 率が、いわば支 出総額 に しめるR&D投 資 の

比率 と考 えることかで きる。

そ こで、最初の145億 円 とい う最小 ケース については、平成9年 度 の数値 を設定するにあた

っては、この平成8年 度の科学技術 関係経費(情 報 ・通信+ソ フ ト)の 、情報通信 の高度化 に

資す る施策予算 に対する比率 の1.12%を 用 いて推計す ることと した。具体 的 には、その1.12
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%と い う比 率が 変 わ らない と して、1兆4,822億 円に1.12%を 乗 じて求 め た。 その結果 は

166.34億 円となった。

そ して、 これ ら2つ の中間のケース として、内閣公 表の情報通信の高度化 に資する施策の予

算 の うち、 ソフ ト情報分野へ のR&D投 資 と関連 の薄い建物 などを除いたケースで を設定 した

(以 下の②)。 なお、② のケースに対応する投資額 については、その内容 を検討 して、含 める

もの を確定 した(付 属資料1)。 付属資料1の2Aと 示 されてい る明確 に情報関連R&D投 資

と異 な りもの と、2Bと 示 されている、その うちどれ くらいが建物 などR&D投 資 と異 なる部

分が含 まれているか不明な ものの合計数値 を控除す ることとした。 ただ し、2Bに ついては、

予算 額の半分が建物等 と考 える こととした。逆 に言 えば、半分程度 はR&D投 資 に向けること

がで きる と考 えたこ とにな る。

情報通信 に向け られる公 的な国の資金の設定 は、従 って以下 の ように3ケ ース設定す ること

になる。

① 内閣公表資料 の 「情報通信 の高度化 に資す る施策」予算の全体数値

14,82254億 円(ケ ース1)

② ① の うち、 ソフ ト情 報分 野 へ のR&D投 資 と関連 の薄 い建 物 な どを除 い た数値

12,871.26億 円(ケ ース2)

③ 科学技術庁 の とりまとめた科学技術関係経費(電 子関連 とソ フ ト関連の合計)

166.34億 円(平 成8年 度145億 円)(ケ ース3)

この ような、前提 とすべ き国の情報 関連産業への投資額が設定 された ら、以下 の分析 にそれ

をインプッ トする ことになるが、 この投資額は、国が支出す る ものであ り、 これ以外 に民 間が

支出す るR&D投 資が ある。以下 に、この国のR&D投 資 と民 間のR&D投 資 の関係 を分析 し、

ここで設定す る国全体で支出 され るR&D投 資額の設定 を してい くこととする。

なお、 この投資額 を他 の産業分野へ振 り向けたとした場合 との比較分析 を行 うことにより、

その支出分野毎の効果 を見 ることを考 えている。その比較対象 産業 としては、農林水 産、化学、

金属一次、電気機械 、輸送機械、建設 な どと した。以下、 この比較対象 との間で、投 資の効果

につ き検討す る。
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3.情 報 関連 産業 への公的 なR&D投 資 と民間 のR&D投 資 の分析

R&D投 資 は、国の公 的な資金 に よる もののみな らず、民 間の自己資金 による もの もあ り、

金額か ら言 えば民 間の資金の割合 の方が大 きい。他か らの受入研究費の比率 は産業分野別 に異

なるものの、平均3.5%前 後で ここ10年 ほど安定 してお り、その うちの国 ・地 方公共団体 と

特殊法人か らの割合 は、その また半分 ほ どとなっている。情報サ ービス に関 してその比率 は、

1992年 度 か ら1994年 度 の平均R&D投 資額4,774億 円に対 して国の情報関連R&Dが145億

円であ ったことか ら、3.04%で あ った とみ られる。将来 につい て も、 この比率が変わ らない と

の想 定の もとに、民 間のR&D推 移 を求 めた。

他 の産業 についても、同様 のプロセス によって1994年 時点 の民 間のR&D投 資額の推計 し、

これ に前章 において設定 した3つ の公 的なR&D投 資額の設定値 を上乗せす ることによ り各産

業分野別のR&D投 資額 を設定 した。すなわち、7つ の産業分野 に対 して、それぞれ3つ のケ

ースの国の投資額 を上乗せ した、延べ21の ケース を設定 した ことになる。それ を以下の表 に

示 した。この数値が1995年 か ら2010年 まで毎 年支出 される として以下の シミュレーシ ョンを

行 った。そ して、1994年 の値 で一定 の場合 をベ ース ケース と して設定 し、各1～3と ベース

ケース との差で国のR&D投 資の効 果 を見 るこ ととした。

R&D投 資額ケース設定値

(単位 百万 円)

94年 実績 ケ ース1 ケ ー ス2 ケ ース3

国の資金によるR&D投 資増加額
一

1,482,254 1,287,126 16,634

情報サー ビス 432,319 1,914,573 1,719,445 448,953

農林水産 21,505 1,503,759 1,308,631 38,139

化学 1,667,864 3,150,118 2,954,990 1,684,498

金属一次 231,504 1,713,758 1,518,630 248,138

電気機械 3,387,646 4,869,900 4,674,772 3,404,280

輸送機械 1,235,407 2,717,661 2,522,533 1,252,041

建設 243,529 1,725,783 1,530,655 260,163

.24.



10億 円

5000

4500

4000

3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

R&D投 資額ケー ス設定値(ケ ース1) N国 の 資金 に よ るR&D投 資 額

ロ 民間 のR&D投 資 額

情

報

サ

ー

ビ

ス

農

林

水

産

化

学

金

属

一
次

電

気

機

械

輸

送

機

械

建

設

10億 円

5000

4500

4000

3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

R&D投 資額 ケース設定値(ケ ース2) 国 国 の 資金 に よ るR&D投 資 額

ロ 民間 のR&D投 資額

情

報

サ

ー

ビ

ス

農

林

水

産

化

学

金

属

次

電

気

機

械

輸

送

機

械

建

設

IO億 円

5000

4500

4000

3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

R&D投 資額 ケース設定値(ケ ース3)
N国 の 資 金 によ るR&D投 資 額

ロ 民間 のR&D投 資 額

情

報

サ

ー

ビ

ス

農

林

水

産

化

学

金

属

次

電

気

機

械

輸

送

機

械

建

設

25一



0

0

0

工
」

4

3

0

0

0

5

3

2

002

0

0

⊂
」

0

1

1

0

0

5

10億 円

受入研 究費の内訳(会 社等)

受入研究費の内訳(会 社等)

外国 か ら

民間 か ら

特 殊法人 か ら

国 ・地方 公共 団体
か ら

19841985198619871988198919901991199219931994

受入研究費の内訳(会 社等)

`

%

`

覧

覧

`

%

覧

`

%

`

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

1 外国 か ら

間 か ら

殊 法人か ら

・地方 公共団体 か

19841985198619871988ユ98919901991199219931994

一26一



10億 円

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0

自己負担研究費の推移(会 社等)

自己負担研究費の推移 会社等)

19841985198619871988198919901991199219931994

受入研究費の割合(会 社等)

受入研究費の割合 会社等)
%

0

5

0

5

0

5

0

5

0

4

3

3

2

2

1

1

0

0

19841985198619871988198919901991199219931994

一27一



4.R&D投 資 お よびR&Dス トックの増加 と総 要素生 産性 の向上

R&D投 資が行 われるに伴 って、それが累積 してR&Dス トックになってい く。情報サ ービ

ス分野 について、R&D投 資が累積 した ことによるス トックを推計す る。その際 に、R&Dス

トックの陳腐化率 を設定 して、現 在 までに実際 に有効 なR&Dス トックが どの程度のス トック

水 準 にあるか を推計 する。データとしては、マ クロ的なデータに限 られるが、総務庁の 「科学

技術研究調査報告」の特定 目的別の中 にある 『情報処理』 に対 するR&D投 資 を用い、その過

去か らの累計額 に陳腐 化率 を考慮 してス トックとす る。なお、投資主体 としては、ソフ ト産業

を中心 として考 えることとす る。比較対象 の産業 について も、同様 の方法 によってR&Dス ト

ックを推計 す る。

R&Dス トックが積 み上がってい くに従 って、ある時間的なラグを伴 って、資本 と労働 の質

が向上 し、 またその産業の総要素生産性(TFP)が 向上する。 ここでは、過去 のR&Dス ト

ック と総要素生産性 との間で、統計的 にそのラグ構造 を含 んだ両者の関係 を推定 する。

この推定 された関係 を用いて、情報処理の投資 の累積額 を設定 して、 これによる総要素生産

性(TFP)の 向上 を計算 する。例 えば次の ような関係 を把 握す る。

TFP=f(R&Dス トック)
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4.1研 究開発(R&D)ス トックの推計

産業部 門における研究開発(R&D)活 動 と生産性上昇の関係、あ るいはR&D支 出の生産

性上昇へ の貢献 を定量的 に捉 えるため には、まずR&Dス トックない し技術知識 ス トックを推

計する必要があ る。

産業部 門において支出 される研究 開発費 とい うのは、年々のフローとして捉 え られる。それ

によ り研究開発 活動が行われ、新 しい技術知識 が創造 ・獲得 され、それ らが過去 の研究開発 よ

り得 られた技術 知識 ・経験 に加 え られ、企業 の生産活動 において大 きな役割 を果 たす。 この よ

うに技術進歩 には累積的 な性格が あ り、 このこ とは資本一般 につい て、生産 を行 うのは年々の

資本投資で はな く、そ の時点で存在 している資本ス トックであることに類比 的である。

(1)推 計 方 法

R&Dス トッ ク、技術 知 識 ス トック を数 量 で とらえ る こ とは困 難 な課題 で あ るが 、本 調 査 で

は 、Griliches以 来 の方 法 に な らい 、研 究 開発 支 出の フロ ーの デ ー タ を もと に下 記 のス トック量

を推 計 した 。

St=(1一 δ)St-1十Ft

た だ し、Ft=Σ μiEt-i
i

St

Ft

Et.i

δ

μ

t期 の技術知識ス トック

t期 の技術 知識 フロー

t'・i期の研 究開発支出額(実 質額)

技術知識ス トックの陳腐化率

ラグ分布

即 ち、一定 の懐妊期 間に累積 された研究開発 支出額の大 きさに依存 して、当期 の新 しい科学技

術 知識 のフロー量が決ま り、他 方、既存 の科学技術 知識のス トックの一部は陳腐 化 し、最終的

に当期 のス トック量 が決定 される と考 える。

(2)使 用 データ

R&D支 出額のデータは総務庁 の 「科学技術研究調査報告」 を用い、同報告 中の、民間部門

の製品分野別研究費 の統計 を用 いて、R&Dデ ータの得 られる17産 業(ア クテ ィビティ ・ベ

ース)別 のR&Dス トックを推計 した
。

上の式 によるR&Dス トックの推計 にあたっては、技術 の陳腐 化率及 び タイムラグ(懐 妊期

間)を 定めなければならない。本調査 では、タイム ・ラグと陳腐 化率 につ いては各産業別 に分

析対象全期 間 を通 じて一定 とし、推計 を行 った。即 ち、技術の平均寿命 を表す もの として調査

されている特許収入期 間の逆数 をもって陳腐 化率 とし、 自主技術 の研究期 間を もってラグとし

た。
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R&Dス トック推計に係 るタイム ・ラグ及 び技術の寿命(年)

本調査 における使用デー タ

タイム ・ラグ 技 術の寿命
1農 林水 産 2.IO 5.60

2鉱 業 3.54 10.22

3食 料 品 2.45 16.55

4繊 維製 品 2.51 8.65

5パ ルプ組 木 4.OO lL20

6化 学製品 5.92 11.32

7石 油石炭 4.57 13.OO

8窯 業土石 3.56 13.97

9金 属 一 次 3.35 12.57

lO金 属製品 3.33 9.82

11一 般 機 械 2.96 13.81

12電 気機械 3.32 7.27

13輸 送機械 3.24 9.06

14精 密機械 2.31 4.06

15他 製造工業 2.61 6.68

16建 設 2.91 8.86

17電 力 ガス 水 3.59 6.68

24情 報 サ ー ビス 2.IO 4.06

ただ し、上の ようなR&Dス トックの推計 については、次 の ような制約があ ると考 え られる。

・企業のR&D支 出が技術知識ス トック化す る過程 を単純化 してい る。

・陳腐化率及び タイムラグを全期 間一定 としてい る。

・陳腐化率及び タイムラグの数字 自体 も単純 な仮定 に基づいている。

・デフレータと して総務庁が公表 している、全産業共通のR&Dデ フレー タを用いている。

など。

3.に おいて設定 したR&D投 資額 を、上述のR&Dス トックの推計式 に入れるこ とによっ

て各産業のR&Dス トックを推計 した。その結果 は次 のグ ラフに示す とお り。

一30一



10億 円

25000

20000

15000

10000

5000

情 報関連R&Dス トックお よび製品 分野別R&Dス トックの推移(ベ ース ケース)

　 　　　　　レ

実 績笛 将来 値

a"'△.o..。..o・ ・φ

べ

〇+■ 叶■吋■叶ぺ ■吐

ミ9ごrミ1ミ こ ミ 竺=三 合 三9=99㌫ 器23;ま89=8ま==9
9竺 三三 竺2竺2三 三 三 三 三 三 三 巴 竺 三 三 竺 竺 三1竺 竺 三 三 三 三2三 三R

－〇一情 報 関連

一Φ一農林水 産業

一△一 化学 製品

－X－ 金属 一次

－x－ 電気機 械

一∩一 輸送機 械

→ 一建設 業

10億 円 情 報 関連R&Dス トックおよび製 品分野 別R&Dス トックの推 移(ケ ー ス1)

25000

20000

15000

10000

5000

一
実績値

一→ 峯

将来値 ,ピ

;('・x'

,x.

x

－x'ぷ

,x'x-x-x'
.一;ec'x

,*

△
.4"

.A'

.△.〇
五.

..4'10.-o…o"σ
一,o・

口
詩

∴

.9

.
.

"了
X‥X‥X－X"X－X

〇十一十■+■ 叶■吐■吐≡+三+一+≡+

ミ ニ=ミ2ミ 竺 ミ こ ミRgas合:9£s㌫993359㌫9==]=㌫8
三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 竺 三1三 巴 竺 三 三 三 三 竺9ヨ 三 三 三 三 三 三R

－〇一 情 報 関連

一〇一 農林 水産 業

'"ty'一化学 製品

－x－ 金属 一次

－x－ 電気機 械

－a－ 輸送 機械

→ 一建設 業

.31.



9

情報 関連R&Dス トック および 製品分 野別R&Dス トックの推移(ケ ース2)10億 円

25000「

一〇一情報関連

→ 一農林水産業

+{ヒ 学製品

－x－金属一次

－x－電気機械

一』一輸送横械

→ 一 建設業

→
将来値

一
ξ績値

20000

一4
..△'=ぶ;

,

..ノ{
《

 

ぶ

o
△
ρ

15000

10000

X

干

5000

バ

8
0
N

O
O
竺

。。
O
竺

ト
O
竺

。D
O
竺

の
O
竺

マ
O
竺

.㌫

竺

合

竺
二
9

9
竺

O
。。
竺

。。
。。
竺

S

o。
c"

一

句。
。。
三

吟
。。
竺

守
◎。
已

め
。。
竺

N
。。
竺

二
三

O
。。
竺

O
(
竺

●。
」
竺

こ
竺

O
(
。随
－

u5
卜
竺

ミ

竺

・
ひ
ト
竺

▼
ミ

竺

.
↑
(
竺

+
.
O
(
竺

0

情報 関連R&Dス トックお よび製品 分野別R&Dス トックの推移(ケ ース3)10億 円

25000「

一'tN"情 報 関連

一◇一 農林水 産業

一白一 化学 製品

－X－ 金属 一次

－x－ 電気機 械

一 一 輸送横 械

一+一 建設 業

→
将来値

一
ξ績値

20000

4
の

1500e

10000

X…X

干・'→

5000

8
自

O
O
竺

o。
O
竺

(
O
竺

q。
O
竺

X
琴

=
竺

X

;
竺

め
O
竺

N
O
竺

;
竺

3
竺

ひ
o。
竺

。。
。。
竺

(
。。
竺

。。
。。
三

吟

。。
c》

一

寸
。。
已

め
。。
竺

N
。。
O
－

二
竺

O
。。
竺

O
ト
竺

。。
ト
竺

(
尽
竺

"。

S
。.

一

竺
竺

バ

.
ミ

.
三

三

・
・
ミ

cり
一

(

、
=

竺

(す

ミ

竺

0

,

「

一32一

 

.

7



10億 円

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

情 報 関 連R&Dス トッ ク お よ び 製 品 分 野 別R&Dス トック の 推 移
一 一ケ ・一ス1の 場 合 の ベ ース ・ケ ー ス に対 す る変 化

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

一〇一 情 報関連

一◇一 農林 水産業

+化 学製品

－x－ 金 属一次

－x－ 電 気機械

一。一 輸 送機械

一+一 建設業

10億 円

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

情 報 関 連R&Dス トッ ク お よ び 製 品 分 野 別R&Dス トッ クの 推 移

一 一ケ ース2の 場 合 の ベ ー ス ・ケ ース に対 す る変 化

1994 1995 1996 |997 1998 1999 2000

一ロー 情報関連

+農 林水産 業

+化 学製品

－x－ 金属一 次

－x－ 電気機械

一〇一 輸送機械

→ 一 建設業

一33一



10億 円

30

25

20

15

10

5

・0

情 報 関 連R&Dス トッ ク お よ び 製 品 分 野 別R&Dス トッ クの 推 移
一一 ケ ース3の 場合 の ベ ー ス ・ケ ー ス に対 す る 変化

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

+情 報関連

+農 林水産業

+化 学製品

－x－金属一次

－x－電気機械

+輸 送機械

一+一建設業

一34一



4.2R&Dス トック増加 と生産性 上昇 の関係

TFP上 昇率 を目的変数 と し、粗付 加価値額当た りR&Dス トック増加 を説 明変数 とする次

の単純線形モデルでクロスセ クシ ョンの回帰分析行 った結果 を表 に示す 。

TR
-=α 十 β －

TQ

T総 要素生産性(TFP)、

Q粗 付加価値額

α 定数、

RR&Dス トック

β 回帰係数

右辺の説明変数 は、産業の生産活動の規模 の大小 によるR&Dス トックの規模 の違 い を調整

す るために、企 業のR&D支 出が内部留保 をもとになされるとい う観点か ら粗付加価値額で除

して標準化 した ものである。

なお、 このモ デルは、形式的 には、 コブ=ダ グラス型生産関数(産 出 を粗付加 価値 で計測す

る)に 研究 開発投入量 としてR&Dス トックを導入 し、総要素生産性上昇率 を説明す る粗付加

価値 額当た りR&Dス トック増の回帰係数 を求める(技 術知識ス トックの限界生産性 ない し研

究開発投資 の収益率 と解釈 される)こ とに相当す る。 しか し、本調査 にお いては、そ もそ も産

出 を粗産出額で計測 してい るほか、R&Dの 投入 に関 してその他 の要素投入 との重複 を除 く処

理 を行 ってお らず、 また必ず しも生産関数の枠組み を採用 してい るわけで はない。 ここでは、

産業別 に、TFP上 昇率 で測 られ る生産性上昇 とR&D支 出 によ り形成 されるR&Dス トック

との関係 を捉 えるためにクロス ・セクシ ョンの回帰分析 を行 っている。

なお、 ここでは、推定 したパ ラメータの うち、70か ら94年 の平均 的 なデー タによる推定結

果 を採用 している。そのパ ラメータは0.350と なっている。

この結果 、R&Dス トックの増加率が1994年 か ら2㎜ 年 まで各 ケース毎 に求 ま り、 それ と

ベ ース ケース の各対 応す る投資先 産業分野 のR&Dス トックの増加 率 の差 が 、1994年 か ら

2000年 までの国の投資額 を積 みます ことに よるR&Dス トックの1994年 か ら2㎜ 年 にかけ

ての増加効果 である。

これ に0.350と い う生産性 向上のパラメータを乗 ずることに よって、各 投資先 産業分野毎の

国の投資額別 の産業分野別生産性向上率 を求めた。

この結果 を見 る と、国のR&D投 資が1兆4822億 円(ケ ース1)の 場合、農林水産 は国の

投資額が、今 までのR&D投 資 に比べ て極端 に大 きいため、生産性向上効 果 も非常 に大 きなも

の となっている。 そのほかの産業分野 に投資 した場合、情報サ ービスが55.34%と1994年 か

ら2㎜ 年にかけて大 き く生産性が向上 し、建設、金属一次 も比較的大 きな生産性 向上 をもた

らす。 ケース3と いう166億 円程度の投資額 では、その効果は1%未 満 にとどまる。
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モデルの回帰 分析結果

全17産 業
`

係数推定値 標準誤差t値 限界水準
.

70-750.1860.0603,080,008

75-800.6750.2622570,021

80-850、3300.2411,370,192

80-85*10.4780.1952.450.029

85-900.4160.0705,940,000

90-940.2140.2290940,364

90-94*20.3550.1462.430.029

70-94*30.3500.0675.210.000

70-94*40.2760.0574、810.㎜

*1:鉱 業 、石 油 石 炭 に ダ ミー変数 をあ てた もの

;i難 謙{灘籔 ℃㌶

R&Dス トックの増加 と総要素生産性 の向上(ケ ース1)

情 報 サ ー ビ ス 農林水産 化学 金属 一次 電気機械 輸送機械 目…設

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

1b7333b

1646358

1676045

1695545

1710242

3055348

4217372

111b33

117659

118612

118937

119203

1453450

2697665

9Z4b941

9971798

10720728

11504989

12251126

12880842

13410822

Z4ZZ419

2499263

2551594

2585458

2611277

2635042

3620382

17ZZIZZO

18468340

19365204

20086406

20711136

21249932

22722550

86999bb

9276179

9645625

9843890

9992775

10125227

11369572

13U94b4

1415607

1511361

1584307

1649021

1839833

3357960

R&Dス トック増 加 牽

(2000/94) 168.05285

9.9363391

158.11651

0.35

bb.34U779

2318.7146

7.2337335

2311.4809

0.35

8U9.U183Z

45.029821

45.029821

0

0.35

u

49.453171

9.6803237

39.772847

0.35

13.9ZU496

3L945065

26.092205

5.8528606

0.35

Z.U48bUIZ

30.685397

17.736906

12.948491

0.35

4.b31971δ

156.43775

34.204529

122.23322

0.35

4Z.7δ1bZ7

K&Uス トッ ク 増

加(ペ ースケース

国 の 孜 貸 に よ るR

&Dス トック 変 化

生 産 性 パ ラメ ー タ

総 要 素生 産 性 回 上 半

一
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R&Dス トックの増加 と総要素生産性の向上(ケ ース2)

情 報 サ ー ビ ス 農林水産 化学 金属 一次 電 気 ・機械 輸送機械 建設

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

lb73336

1646358

1676045

1695545

1710242

2879733

3889884

111b33

117659

118612

118937

119203

1277835

2358281

9Z4b941

9971798

10720728

11504989

12251126

12880842

13410822

Z42Z419

2499263

2551594

2585458

2611277

2635042

3493549

17zzlzzu

18468340

19365204

20086406

20711136

21249932

22589862

86999bb

9276179

9645625

9843890

9992775

10125227

11221275

15U9464

1415607

1511361

1584307

1649021

1822271

3147252

R&Dス トック増 加 率

(2000/94) 147.23797

9.9363391

137.30163

0.35

48.Ubbb71

2014.4244

7.2337335

2007.1907

0.35

7UZ.bＬb74

45.029821

45.029821

0

0.35

∪

44.217371

9.6803237

34.537047

0.35

12.0δ γ9b/

31.174574

26.092205

5.0823693

0.35

⊥.7788z93

28.980825

17.736906

11.243919

0.35

3.93b371b

140.34658

34.204529

106.14206

0.35

57、149'/⊥9

R&Dス ト ッ ク 増

加(ペ ースケース

国 の投 資 に よるR

&Dス トック変 化

生 産 性 パ ラ メ ー タ

総 安 素 生 産 性 同 上 率

R&Dス トックの増加 と総要素生産性 の向上(ケ ース3)

情 報 サ ー ビ ス 農杯水産 化学 金属 一次 電気機械 輸 送 循…械 建設

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

1b7533b

1646358

1676045

1695545

1710242

1736290

1757585

111b33

117659

118612

118937

119203

134392

148533

9Z4b941

9971798

10720728

11504989

12251126

12880842

13410822

2422419

2499263

2551594

2585458

2611277

2635042

2667729

1イZZIZ2U

18468340

19365204

20086406

20711136

21249932

21725928

δb999bb

9276179

9645625

9843890

9992775

10125227

10255701

13U94b4

1415607

1511361

1584307

1649021

1707927

1775322

R&Dス トック増 加 準

(2000/94) 11.710722

9.9363391

1.7743826

0.35

U.bZIU339

33.174038

7.2337335

25.940305

0.35

9.Uイ9⊥Ub6

45.029821

45.029821

0

0.35

u

10.126654

9.6803237

0.4463307

0.35

U.1b621b7

26.157891

26.092205

0.0656864

0.35

0.uzzggu2

17.882217

17.736906

0.1453111

0.35

U.UbUδb89

35.576236

34.204529

1.3717063

0.35

U。4δUU9-〆Z

K&Dス トッ ク 増

加(へ ㌧ スケース

国 の 投 資 に よ るR

&Dス トック変 化

生 産 性 パ ラ メ ー タ

総 要素 生 産 性 同 上 学
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5.資 本 お よび労働 の変 化 と総要素 生産性 の向上 に よ る価 格低 下 と市場 の拡大

総要素生産性 の向上 は、 ある集計 された経済的なデータで観測 される レベルでは、価格 の低

下 と、それ に伴 う需要 の拡大 に繋 がる。例 えて言 えば、集積 回路が その生産性 の向上のために

価格 が低下 して、あ らゆる機器 に組 み込 まれていったように、需要 の拡大が起 こる。今 回の情

報 サービスに対す る公的 なR&D投 資 のに関 して も、 また、他 の産業分野 に対す るR&D投 資

に関 しても今 まで見 てきた ように総要 素生産性 の向上が見込 まれてお り、その結果、価格低下

と需要の拡大が起 こると考 えられる。

5.1総 要素生産性 の向上 による価格の低下

ここでは、 まずは じめ に総要素生産性 の向上 によって、その率だけ名 目の付加 価値率が小 さ

くなると考 えられるので、それ を、4.2に お ける生産性 の向上 についての計算結果 を用いて、

次の価格分析 によって生 産性 向上 に伴 う価格変化 を計算 した(詳 細は5の 補論1参 照)。

P=(1-A')}]・v

こ こでPは 各 産 業 の価格 ベ ク トル

(1-A')一'は レ オ ンテ ィエ フの価 格 の 逆行 列

Vはvjを 要 素 とす る名 目付 加価 値 率 ベ ク トル

その結果は、各ケース毎 に投資先 産業分野の比較 とい うかた ちで以下 の表 にま とめた。

その結果 を見 ると、それぞれ投資先 産業分野 に対応 した産業(自 産業分野)の 価格 を中心 に、

価格低下が見 られる。投資金額がケース1の1兆4822億 円 とい う大 きな投資額 を情報サー ビ

ス分野 に投資 した場合、情報サー ビスでは23 .3%の 価格低 下が、農林水産分野 に投資 した場合 、

農林水産業では59.3%と 大 きな価格低下が見 られ る。他 の産業分野 に投資 した場合 は、それ

ぞれ対応す る自産業分野の価格低下 が大 きい ものの、全般 的 にその価格低下効果 は小 さな もの

となる。

国の投資金額が1兆2871億 円 とい うやや少ないケース2の 投 資額の場合で も、 ケース1と

ほぼ同様な価格低下効果が見 られる。ケース3の166億 円 とい う場合 には、価格低下効果は極

めて小 さい ものとなる。
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R&D投 資による価格の変化一比較対象とした投資先産業別一 ケ 」 ス1
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R&D投 資による価格の変化一比較対象とした投資先産業別一 ケ ー ス2
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5.2需 要 の価格 弾性値 に関 して

以上のような価格 変化 があるので、それによる需要 の変化 を受 け止めることがで きるように

モデル を作成 してお く必要が ある。そのため に、その価格低下 による中間需要(原 材料 、部 品

と しての使用)と 最終需要 の増加 を、1980年 か ら1990年 のデータに よって、価格 の弾性値 を

含 む需要関数 によって計測 した。 ただ し、中間需要 は、各財の総需要 に依存 して決 まると考 え

られ るため、中間投入係 数の変化 を計測 した。

これ をもとに、最終需要 を満 たすために必要 な中間需要 を含 む総需要 を、産業連 関表 を用い

てすべての産業 につい て計測 した。 この中には、当然なが ら、 ソフ ト産業 も含 まれるこ とにな

る。

aij=f(pi/pt) ただ し実 際 の推 定 はai=Σxij/ΣXj

jj

を非 説 明 変数 と した 。

Fi=f(pi/pt,GDE)

ここでaijはj産 業 にお けるi財 の中間投入係数

Fiはi財 の最終需要

piはi財 の価格

ptは 全 ての財 の価格の加重平均値

pi/ptは 相対価格

GDEは 所得 の代理変数

この関数 を両辺LOGを とって推定 しその推定結 果か ら、相対価格 のパ ラメー タを弾力性 と

した。

この推定 された価格弾力性 のパ ラメー タは、情報サー ビス において極 めて大 き く、他産業 に

おい ては相対 的 に小 さな値 をとってい ることが見 られる。す なわち、情報サー ビス分野 では、

過去、比較的小 さい価格低下に よって も、非常 に大 きな需要増が見 られてきた、 とい うことを

意味 している。

なお、 この価格 弾性値 は、通常 はマ イナスの値 が想定 されている。即 ち、価格が低下すれば

需要が増加 し、価格 が高騰すれば需要 は減退す る とい うことである。 しか し、 その推定結果に

おい て、 プラス の値 が統計 的に推定 されてい るものがあ り、 ここでの効果分析計算 の上か らは、

このプラス に推定 された産業 については、価格 弾性値 はゼロ、すなわち、価格 が変化 して も需

要 は変化 しない とした。
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価格弾性値パ ラメー タ
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5.3価 格低下 に伴 う市場 の拡大 の見通 し

なお、ここでの分析 のために産業連関分析 の枠組み を用 いることとす る。その分析枠組みの

もとで、増加 した最終需要 と中間投入係数の効果 を織 り込 んだ各産業 の生産額(市 場)は 次 の

式で求め られ る(詳 細 は5の 補論2参 照)。 なお、5.2で 推定 した中間投入 の価格弾性値 で

対応す る投入係数 を各行 ごとに変化 させ、他方 同 じく5.2で 推定 した国内最終需要 の価格弾

性値で各産業 に対す る需要 を変化 させ た。ただ し、符合条件が合 わない もの(弾 性値が プラス

の もの)に つ いては弾性値 が0と して計算 した。

X=(1-A)-1・F

こ こ でXは 各 産業 の生 産額 ベ ク トル

(1-A)-1は レオ ンテ ィエ フ逆行 列

FはFiを 要 素 とす る最 終 需要 ベ ク トル

価格体系が変化 した結 果 を受けて、国内最終需要の構成が、価格 の下が った財 の方 にシフ ト

し、 また、投入係数 も価格 の下がった財の方 にシフ トすることにな り、その結果 、各産業 の需

要が増加す るこ とになる。 このように して求め られた数値が以下にまとめ られている。
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R&D投 資による生産額の変化一比較対象と した投資先産業別一 ケ ー ス2

(単位:百 万 円)

実数 実績 投資先産業(ケ ース2)

情報 サービ ス 農林水産 化学 金属一次 電気機械 輸送機械 建設
1 農林水産業 17795322 17863320 18108030 17795320 17802030 17796340 17807820 17809640

2 鉱業 2156352 2179127 2166241 2156352 2161753 2156987 2165583 2165252

3 食料品 36329860 36451110 37330560 36329860 36340950 36331660 36349070 36348620
4 繊維 14333679 14496680 15136840 14333670 14348830 14335300 14356640 14401490

5 ノ勺 レプ ・紙 9842318 10111030 9926922 9842318 9857288 9845668 9870572 9867193

6 出版印刷 11788702 12225140 11879790 11788700 11807560 11793560 11824190 11824900

7 化学 26348493 26714450 26685000 26348490 26419720 26358780 26507150 26464820

8 石油 ・石炭製品 11087614 11221040 11139290 11087610 11108600 11090080 11126260 11118220

9 フ.ラスチック製 品 10221785 10460220 10385180 10221780 10281710 10231130 10370730 10312730
10 ゴム製品 3479837 3514903 3544035 3479837 3508296 3481860 3567448 3495746

11 窯 業 ・土 石 10193580 10276980 10283790 10193580 10237190 10198170 10237240 10315520

12 鉄鋼 26679224 26829060 26804940 26679220 26901730 26689610 27031680 26811010

13 非鉄金属 7614576 7673004 7661258 7614576 7671148 7623895 7726901 7652370

14 金属製品 16748016 16855610 16844630 16748010 17002450 16754540 16809500 16869630

15
一般機械

32340588 32401850 32364850 32340580 32366830 32343390 32404660 32360570
16 電気機械(除 く、電子) 21241467 21462180 21354460 21241470 21394160 21268370 21478240 21318360

17 電子 ・情報機器 29585022 29750190 29673020 29585020 29633200 29834690 29628900 29645510

18 自動車 39981668 40698690 40714950 39981670 41088540 40011140 44201650 40364870
19 その他の輸送機械 5214182 5277250 5264285 5214183 5340767 5216808 5227143 5245683

20 精密機械 4691959 4705042 4694104 4691959 4693625 4692315 4696105 4693084

21 その他の製造業 18277486 18419530 18529420 18277490 18291430 18279240 18295170 18323410

22 建設 89198944 89314990 89257290 89198940 89227530 89201780 89225530 89891540

23 サ ー ビス 業等 412488550 418835600 413701600 412488600 412948400 412587000 413540500 413071400

24 情 報 サービス業 6517052 21216150 6677150 6517057 6536310 6521659 6546767 6584281

合計 864156276 888953146 870127635 864156292 866970047 864643972 870995449 866955849
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R&D投 資による生産額の変化一比較対象とした投資先産業別一 ケ ー ス3

(単 位:百 万 円)

実数 実績 投資先産業(ケ ース3)

情 報サービ ス 農林水産 化学 金属一次 電気機械 輸送機械 建設
1 農林水産業 17795322 17796560 17824990 17795320 17795420 17795340 17795480 17795570

2 鉱業 2156352 2156769 2157287 2156352 2156430 2156360 2156472 2156509

3 食料品 36329860 36332070 36424990 36329860 36330020 36329880 36330110 36330190

4 繊維 14333679 14336690 14408190 14333670 14333890 14333700 14333970 14334870

5 ノ勺レプ ・紙 9842318 9847211 9850312 9842318 9842533 9842362 9842684 9842755

6 出版印刷 11788702 11796660 11797320 11788700 11788970 11788770 11789160 11789340

7 化学 26348493 26355230 26380170 26348490 26349510 26348620 26350550 26350540

8 石油 ・石炭製品 11087614 11090050 11092490 11087610 11087920 11087650 11088120 11088150

9 フ.ラスチック製 品 10221785 10226180 10237210 10221780 10222640 10221910 10223710 10223380

10 ゴム製品 3479837 3480490 3485891 3479837 3480245 3479864 3480973 3480116

11 窯 業 ・土 石 10193580 10195150 10202130 10193580 10194210 10193640 10194150 10195720

12 鉄鋼 26679224 26682020 26691120 26679220 26682420 26679350 26683790 26681540

13 非鉄金属 7614576 7615668 7618994 7614576 7615390 7614698 7616033 7615241

14 金属製品 16748016 16750020 16757180 16748010 16751690 16748100 16748810 16750160

15 一般機械
32340588 32341710 32342880 32340580 32340960 32340620 32341410 32340940

16 電気機械(除 く、電子) 21241467 21245580 21252170 21241470 21243660 21241830 21244540 21242820

17 電子 ・情報機器 29585022 29588120 29593360 29585020 29585710 29588290 29585590 29586080

18 自動車 39981668 39995180 40050980 39981670 39997520 39982060 40036380 39988400

19 その他の輸送機械 5214182 5215366 5218944 5214183 5216014 5214218 5214355 5214737

20 精密機械 4691959 4692198 4692162 4691959 4691983 4691963 4692013 4691980

21 その他の製造業 18277486 18280070 18301290 18277490 18277690 18277510 18277720 18278300

22 建設 89198944 89201060 89204440 89198940 89199340 89198960 89199290 89211120

23 サ ー ビス業等 412488550 412604000 412603000 412488600 412495200 412489900 412502200 412498800

24 情 報サービ ス業 6517052 6783990 6532205 6517057 6517331 6517115 6517442 65]8236

百計 864156276 864608042 864719705 864156292 864196696 864162710 864244952 864205494
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R&D投 資による生産額の変化一比較対象とした投資先産業別一 ケ ー ス2

(単位:百 万 円)

実数 実績 投資先産業(ケ ース2)

情報 サービ ス 農林水産 化学 金属一次 電気機械 輸送機械 建設
1 農林水産業 17795322 17863320 18108030 17795320 17802030 17796340 17807820 17809640
2 鉱業 2156352 2179127 2166241 2156352 2161753 2156987 2165583 2165252
3 食料品 36329860 36451110 37330560 36329860 36340950 36331660 36349070 36348620
4 繊維 14333679 14496680 15136840 14333670 14348830 14335300 14356640 14401490
5 パ ル プ ・紙 9842318 10111030 9926922 9842318 9857288 9845668 9870572 9867193
6 出版印刷 11788702 12225140 11879790 11788700 11807560 11793560 11824190 11824900
7 化学 26348493 26714450 26685000 26348490 26419720 26358780 26507150 26464820
8 石油 ・石炭製品 11087614 11221040 11139290 11087610 11108600 11090080 11126260 11118220
9 フ.ラスチック製 品 10221785 10460220 10385180 10221780 10281710 10231130 10370730 10312730

10 ゴム製品 3479837 3514903 3544035 3479837 3508296 3481860 3567448 3495746
11 窯 業 ・土 石 10193580 10276980 10283790 10193580 10237190 10198170 10237240 10315520
12 鉄鋼 26679224 26829060 26804940 26679220 26901730 26689610 27031680 26811010
13 非鉄金属 7614576 7673004 7661258 7614576 7671148 7623895 7726901 7652370
14 金属製品 16748016 16855610 16844630 16748010 17002450 16754540 16809500 16869630
15 一般機械

32340588 32401850 32364850 32340580 32366830 32343390 32404660 32360570
16 電気機械(除 く、電子) 21241467 21462180 21354460 21241470 21394160 21268370 21478240 21318360
17 電子 ・情報機器 29585022 29750190 29673020 29585020 29633200 29834690 29628900 29645510
18 自動車 39981668 40698690 40714950 39981670 41088540 40011140 44201650 40364870
19 その他の輸送機械 5214182 5277250 5264285 5214183 5340767 5216808 5227143 5245683
20 精密機械 4691959 4705042 4694104 4691959 4693625 4692315 4696105 4693084
21 その他の製造業 18277486 18419530 18529420 18277490 18291430 18279240 18295170 18323410
22 建設 89198944 89314990 89257290 89198940 89227530 89201780 89225530 89891540
23 サービス業等 412488550 418835600 413701600 412488600 412948400 412587000 413540500 413071400
24 情 報 サービス業 6517052 2ユ216150 6677150 6517057 6536310 6521659 6546767 6584281

茶話 864156276 888953146 870127635 864156292 866970047 864643972 870995449 866955849
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R&D投 資による生産額の変化 一比較対象 とした投資先産業別一 ケ ー ス3

(単位:百 万 円)

実数 実績 投資先産業(ケ ース3)

情 報 サービス 農林水産 化学 金属一次 電気機械 輸送機械 建設
1 農林水産業 17795322 17796560 17824990 17795320 17795420 17795340 17795480 17795570

2 鉱業 2156352 2156769 2157287 2156352 2156430 2156360 2156472 2156509

3 食料品 36329860 36332070 36424990 36329860 36330020 36329880 36330110 36330190

4 繊維 14333679 14336690 14408190 14333670 14333890 14333700 14333970 14334870

5 ノ寸ル プ ・紙 9842318 9847211 9850312 9842318 9842533 9842362 9842684 9842755

6 出版印刷 11788702 11796660 11797320 11788700 11788970 11788770 11789160 11789340

7 化学 26348493 26355230 26380170 26348490 26349510 26348620 26350550 26350540

8 石油 ・石炭製品 11087614 11090050 11092490 11087610 11087920 11087650 11088120 11088150

9 フ.ラスチック製 品 10221785 10226180 10237210 10221780 10222640 10221910 10223710 10223380

10 ゴム製品 3479837 3480490 3485891 3479837 3480245 3479864 3480973 3480116

11 窯 業 ・土 石 10193580 10195150 10202130 10193580 10194210 10193640 10194150 10195720

12 鉄鋼 26679224 26682020 26691120 26679220 26682420 26679350 26683790 26681540

13 非鉄金属 7614576 7615668 7618994 7614576 7615390 7614698 7616033 7615241

14 金属製品 16748016 16750020 16757180 16748010 16751690 16748100 16748810 16750160

15 一般機械
32340588 32341710 32342880 32340580 32340960 32340620 32341410 32340940

16 電気機械(除 く、電子) 21241467 21245580 21252170 21241470 21243660 21241830 21244540 21242820

17 電子 ・情報機器 29585022 29588120 29593360 29585020 29585710 29588290 29585590 29586080

18 自動車 39981668 39995180 40050980 39981670 39997520 39982060 40036380 39988400

19 その他の輸送機械 5214182 5215366 5218944 5214183 5216014 5214218 5214355 5214737

20 精密機械 4691959 4692198 4692162 4691959 4691983 4691963 4692013 4691980

21 その他の製造業 18277486 18280070 .18301290 18277490 18277690 18277510 18277720 18278300

22 建設 89198944 89201060 89204440 89198940 89199340 89198960 89199290 89211120

23 サービス業等 412488550 412604000 412603000 412488600 412495200 412489900 412502200 412498800

24 情 報サービ ス業 6517052 6783990 6532205 6517057 6517331 6517115 6517442 6518236

合計 864156276 864608042 864719705 864156292 864196696 864162710 864244952 864205494
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【5の 補論1】 産業連 関価格 波及分析

産業連関表 を次の ように例 と して2部 門で表す と、次の ような表 になる。

PlxDllPlxDl2 PIFDIPIEl PIX1

P2xD2】P2xD22 P2FD2P2E2 P2×2

Pm】xl1MPmlxl2M PmFIMO PmMl

Pm2x21Mpm2x22M PmF2MO PmM2

VIV2

PIXIP2×2

D

M

ー

ー

D

M

ー

ヒ
バ

ヒ

コ
ロ

ロ

ヒハ

コ

ハ

ハ

　

ロ

x
X

F

F

E

X

M

V

P

P

へでここ i産 品国産品のj産 業へ の販売

1産 品輸入品の ク ク

i産 品国産品の最 終需要

i産 品輸入品の最 終需要

i産 品輸出

1産 業の生産額
i産 品の輸入

」産業の付加価値
i産 品国産品価格

i産 品輸入品価格

今、 この表 を縦 に見 ると、各産業の投入 した ものの費用 を表 してお り、それは次 の式で示 される。

{PlxllD十P2x21D十PmiXl1M十Pm2×21M十V1=PIXl

Plxl2D十P2x22D十Pm1×12M十Pm2×21M十V1=P2×2

国産品及び輸入品の投入係数 を次 の ように定義する。

allD=x1▲D/Xi

aliM=XijM/Xj

こ れ を 上 記 の 式 に 代 入 す る と 、

{
Plal1DX1十P2a21DX1十Pmia

PlalzDX2十P2a22DX2十Pmla :1こll:::::1こll:こ:1:1:

こ こで 、各 式 を対 応 す る生 産 量 で 除 し、単 位 当 た りの費 用 構 成 を求 め る。

た だ し、

V」=Vl/X」

{Plal1D十P2a21D十Pmlal1M十Pm2a21M十v1=Pl

Plal2D十P2a22D十Pmla12M十Pr、2a22M十v2=P2

一50一



これ を マ トリ ックス で表 す と、

AD-⊂::::::::〕 AM-〔:::1:::1〕

P-(i:〕 P・一〔1〕 ・一 〔ll]

AD'・P十AM'・PM十v=P

とな り、 これ を解 くと、 次式 の よ うに な る。

(1-AD')P=AM'・PM十v

P=(1-AD')-1・(AM'・PM十v)

この式 の意味す るところは、単位 当た り付加価値(付 加価値率)が 変化す ると、価格が変化す ると

い うことであ り、生産性の向上 によって単位当た り付加価値が小 さ くなるため、他 のすべての財の価

格 を引 き下げるように変化 させ ることになる。
この生産性 の変化 について、7つ の産業分野に3通 りのケース を設定 し、価格 の変化 を求めた。

一51一



【5の 補 論2】 産業連 関生産波及 分析

いま、産業連関表の取引 を横行 についてみると、あ る産業 の販路 を示 しているのであるが、それは、

生産 された ものがある期間内 に売 りつ くされることを意味 してお り、次式で表 される。

{x11十x12十F1十E1-M1=Xl

x21十x22十F2十E2-M2=X2

こ こで 、

xij=・aij*Xj

で あ るか ら、式 は次 の よ うに書 き換 え られ る。

{a1ドX1十a12・X2十F1十E1-M1=Xl

a21・X1十a22・X2十F2十E2-M2=X2

こ こ で 、 投 入 係 数 や 最 終 需 要 な ど の 表 し方 を マ ト リ ッ ク ス 表 記 に す る と 、

〔1111::〕-A閨 －F瑠 －E

〔MlM2〕-M〔ll)・=x

AX十F十E-M=X

AX十(F十E-M)=X

(1-A)X=(F十E-M)

X=(1-A)-1・(F十E-M)

この(1-A)一]を レオ ンテ ィエ フ逆行 列 〔(1-A)-1型 〕 とい う。 この タイ プの場 合 、誘 発

され る生産 に輸 入 され る分 を含 む もの とな って い る。

誘発 生 産の計 算 につい て 、輸 入 を除 い た型 の レオ ンテ ィエ フ逆行 列 につ い て は、輸 入 が 国 内需 要 に

依 存 して 決 ま る とい うよ うに考 え る。 前 述 した よ うに、

AX十F十E-M=X

で あ った 。 これ につ い て輸 入 が 国 内需 要 の一 定割 合 で 決 ま っ てい る と考 え る。す なわ ち、各 製 品 にお

け る国 内需 要 に占め る輸入 品 の割合 を次 の式 に よっ て求 め る。 これ を輸 入 依存 度 とい う。

Ml
ml=

a11・X1十a12・X2十Fl

M2
m2=

a2ドX1十a22・X2十F2

こ れ をマ トリ ックス表記 す る と、

⊂%;、)一 ⑰
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とな り、取 引 額 の バ ラ ンス 式 は次 の よ うに書 き換 え られ る。

AX十F十E

AX十F十E

M(AX十F)=X

rQiAX MF=X

(1-M)AX十(1-M)F十E=X

(1-(1-M)A)X=(1-M)F十E

X=[1-(1-M)A]-1・[(1-M)F十E]

この[1-(1-M)A]-1を レオ ンテ ィエ フ逆 行 列 〔[1-(1-M)A]-1型 〕 とい っ。 こ

の タイ プ の場合 、 誘発 され る生 産 の うち、輸 入 され る分 を差 し引 い た もの と なっ てい る。

この逆行 列 の 意 味 は、 レオ ンテ ィエ フ逆 行 列 の要 素 をrijと 表 記 し、 生 産額 を求 め る式 を考 えれ

ば理 解 で きる。

い ま[1-(1-M)A]-1

〔三一 の －R

X=R・F

R、 最終需要 をFと し、その要素 を以下の ように表す。

国 －F

で あ るか ら、

{
X1=

X2=

rll・F1十r12・F2

r21・F1十r22・F2

すなわち、r1、 とい うのは、F、 とい う第1製 品 に対す る最終需要1単 位 を作 り出すために生

産 しなければ ならない第1製 品の必要生産量 を意味 している。

また、r1、 とい うのは、F,と い う第2製 品に対 する最終需要1単 位 を作 り出す ため に生産 し

なければな らない第1製 品の必要生産量 を意味 し、r21と い うのは、F、 とい う第1製 品 に対 す

る最終需要1単 位 を作 り出す ため に生産 しなければな らない第2製 品の必要生産量 を意味 している。

さ らに、r、 、 とい うのは、F、 とい う第2製 品 に対す る最終需要1単 位 を作 り出す ために生産 し

なければならない第2製 品の必要生産量 を意味 している。

この レオンティエ フ逆行列の意味 を、 もう一度考 える と、ある産業 に対す る1単 位 の最終需要が発

生す ると、その生産のため に原材料 や部 品など直接的 な必要投入量が決 まる。 これ を全 ての産業 につ

いて1単 位つつ の最終需要が発生す ると、そ の生産のために原材料や部品な ど直接 的な必要投入量が

決 まる。 この必要投入量 を生産す るために、それ に対す る原材料や部品な どの間接1次 の必要投入量

が決 まって くる。そ して さらに、その間接1次 投入量 を生産するため に、必要 な原材料や部品 などの

間接2次 の必要投入量が決 まる。この間接2次 の投入量 を生産するため に...と この関連が無 限に

続いてい き、は じめの1単 位の最終需要 を充 たす ための最終的 な必要生産量 がすべての産業 において

計算 され ることになる。
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6.シ ミュ レー ション結果 一一国の投 資 によ る市 場拡 大効果 と国全体 への影響

以上の分析 を通 じて、定量的 には国の重点領域R&Dに 伴 う情報関連R&D投 資、そ してそ

のス トック増加、 さらに情報サー ビス産業 を中心 に、各産業の生産額増加 が計測 され、R&D

投資 に伴 う情報サー ビス産業 の発展 と国全体 の影響が計測 された ことになる。投下す る国のR

&D投 資の金額 と しては3つ のケースを設定 した。

そ して、同 じ金額 を他 の産業分野 に投下 した場合 につい ての効果 について も計測 した。情報

サー ビス を含 めて7つ の投資先産業分野 に、3通 りの国の投資額 を与 えるとい うことで、全体

で21ケ ースの場合 についてそれ らの効果 を計測 した。 これらの比較か ら、以下、情報サービ

ス産業への国の投資の意義 を明 らかに してい く。

まず始めに、設定 した国の資金 によるR&D投 資額 の評価 を した上で、結果 の数値 を見 るこ

ととする。

6.1与 えた国のR&D投 資額の特徴

R&D投 資 は、 表 に ま とめ た ように各 産 業 の 実績 投 資 額 に 、 それ ぞ れ最 初 に設 定 した 国の資

金 に よるR&D投 資 額 を上乗 せ した こ とに な って い る。 ケ ー ス1で は1兆4822億 円 、 ケ ース

2で は1兆2871億 円 、 ケ ー ス3で は166億 円 で あ った 。 そ の1994年 の 実績 に対 す る上乗 せ 後

のR&D投 資 額 の増 加 の 特徴 は次 の 通 りで あ る。

・増加 率 は 産業 分 野 で み る と、当 然 の こ となが ら元 々 のR&D投 資額(含 む民 間)が 小 さい

農林水 産 、金 属 一次 、 情報 サ ー ビス で大 き く、 もと もとR&D投 資 額 が 大 きい化 学 と電 気

機械 で は小 さい。

・ケース1で は情 報 サ ー ビス分 野 にお い て は342 .9%増 、金 属 一次 で は約640%増 、 建 設 に

お い て も約600%増 とな っ てお り、 これ に対 して電 気 機 械 で は43.8%増 、化 学 で は88.9%

増 で あ る。

・ケース2と ケ ース3に お い て も同様 の 関係 に な っ てお り、 ケ ース2は ケ ース1よ りそ れ ぞ

れやや 小 さ な増 加 率 、 ケ ース3は ケー ス1よ りか な り小 さ な増 加 率 とな っ て い る。

・ケー ス1と2は か な りの大 きな投 資 額 の積 み 増 しに な って お り、 ケー ス3は 農 林 水 産 を除

くとノJ、さい 。
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R&D投 資

(単 位:百 万
94年 実績 ケ ー ス1 ケ ー ス2 ケ ー ス3

情 報 サ ー ビス 432319 1914573 1719445 448953

農林水産 21505 1503759 1308631 38139

化学 1667864 3150118 2954990 1684498

金属一次 231504 1713758 1518630 248138

電気機械 3387646 4869900 4674772 3404280

輸送機械 1235407 2717661 2522533 1252041

建設 243529 1725783 1530655 260163

94年 実績 に対 する増加率

(単 位:%)
94年 実績 ケ ー ス1 ケ ー ス2 ケ ー ス3

情 報 サ ー ビス 一 342.9 297.7 3.8

農林水産 一 6892.6 5985.2 77.3

化学 一 88.9 77.2 LO

金属 一次 一 640.3 556.0 7.2

電気機械 一 43.8 38.0 0.5

輸送機械 一 120.0 104.2 1.3

建設 一 608.7 528.5 6.8
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6.2投 資先産業の生産額の増加(対1990年 増加率)

このようなR&D投 資額 を積 み増 したことに よって、各産業分 野のR&Dス トックが増加 し・

総要素生産性が上昇 し、価格低 下が起 こ り、市場が拡 大する。市場の拡大 は自産業分野のみな

らず、産業連 関の生産波及 のプロセスに よって、他 のすべ ての産業 の需要増加 につ ながる。 こ

こではこの 自産業部門 と全産業の2通 りの生産額 の増加 を見 る こととす る。

始 めに投資先 産業 であ る自産業分野 への需要 の増加 を、1990年 の実績 の生 産額 に対する増

加率 でみる と、以下 のよ うな特徴 が見 られる。

・ケ ース1か らケ ー ス3を 通 して 、 いず れ も情報 サ ー ビス分 野 へR&D投 資 を配 分 した方 が 、

他 の産 業分 野 へ のR&D投 資 よ り も効 果 の率(対1990年 実 績 生 産額)は 大 きい。 つ い で、

輸 送機 械 、 農林 水 産 、建 設 、金 属 一 次 、電 気機 械 、化 学 とい う順 に な っ てい る。

・ケ ース1で は情報 サ ー ビス 業 の 生 産 増 は248.7%で あ り、他 の 産 業 に比べ て格 段 に生 産 額

増 加効 果 が 大 きい。

・他 は、輸 送 機械 で10.8%増 、 農林 水 産業 で1.8%増 、金 属 一 次 と建 設 で は0.9%増 、電気 機

械 で は0.6%増 と生 産 額(市 場)拡 大 の効 果 は小 さい。 化 学 にお い て は効 果 が現 れ ない 。

化 学 の場合 には、R&D投 資 の 懐 妊期 間が 長 く、R&Dス トックに な っ て生 産性 を上昇 さ

せ る まで 時 間が か か り、従 って、2㎜ 年 頃 まで の 間で は効 果 が現 れ ない こ とに な る。

・ケ ース2に お い て も、 情 報 サ ー ビス は225.5%増 と大 き な効 果 を示 し、 他 は輸 送 機械 の9.4

%、 農林 水 産 の1.8%な どとな っ て い る。

・ケ ース3で は情 報 サ ー ビス に対 して4 .1%の 生 産 増 の 効 果 で あ り、 元 々 の積 み ま したR&

D投 資 が3.8%増 で あ った の に対 して 、や や効 果 が増 幅 され てい る。

・そ れ 以外 の 産業 分野 にお い て は、 農 林水 産 の0.2%増 、輸 送機 械 の0.1%増 に比 べ て も積 み

増 し したR&D投 資 額 の増 加率 の 方 が率 と して は77.3%、1.3%と 大 き く、 効 果 は小 さ く

な って い る。
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6.3全 産業生産額の増加(対1990年 増加率)

次 に全産業の生産額 に波 及す る需要 をすべて含 んだ もの を、1990年 実績 の全 産業生産額 に

対す る増加率で見 ると、以下 の ような特徴が見 られ る。

・情 報 サ ー ビスへ のR&D投 資 は全 産 業 の生 産 額 を ケ ース1の 場 合3 .2%増 加 させ 、 ケ ース

2の 場 合 には2.9%、 ケ ース3の 場 合 には0.1%増 加 させ る。 そ して 、 その効 果 は他 の産 業

分 野 に投 資 す る よ りも大 きい 。

・ケ ース1で は 、情 報 サ ー ビス に次 い で輸 送機 械 が0.9%、 農 林 水 産 がO.7%、 金 属 一次 と

建 設 で0.4%、 電 気機 械 で0.1%と な ってい る 。

・ケース2も ほ ぼ ケ ース1と 同様 で あ り、全 般 的 に効 果 が や や小 さ くな って い る。

・ケ ース3で は効 果 はわ ず か な もの とな っ てい る。
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6.4投 資先産業の生産増加額(拡 大す る市場規模)

次 にR&D投 資 による効果の額 を、投資先である自産業分野 の生産(市 場)の 拡大の規模 に

ついて見 てみよう。

・ケー ス1の 場 合 、情 報サ ー ビス にお い て は16兆2090億 円 の市 場 拡 大 が み られ る。輸 送 機

械 で は4兆8730億 円 、建 設 で7660億 円、 電 気機 械 で は3180億 円 、 金属 一次 では3160億

円、 農林 水 産 で は3180億 円 とな っ てい る。

・ケ ース2の 場合 、情 報 サ ー ビス に お い て は14兆6990億 円 の市 場 拡 大 が み られ る。輸 送 機

械 では4兆2330億 円 、建 設 で6930億 円 、電 気機 械 で は2770億 円、 金 属 一次 で は2790億

円、 農 林水 産 で は3130億 円 とな っ てい る。

・ケ ース3の 場 合 はR&D投 資 額 が小 さい た め に全 般 的 に効 果 が 小 さ く、情 報 サ ー ビス にお

い て は2670億 円の市 場 拡 大 が 見 られ る。輸 送 機i械で は550億 円 、建 設 で120億 円、 電気

機 械 で は40億 円、金 属 一次 で も40億 円 、農 林 水 産 で は300億 円 とな っ て い る。
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6.5全 産業生産増加額(拡 大 する市場規模)

次 にR&D投 資による効果 の額 を、全 産業 の生産(市 場)の 拡大 の規模 につい て見てみ よう。

・ケ ース1の 場合 、 情 報 サ ー ビス にお い て は27兆3350億 円 の市 場拡 大 が見 られ る。輸 送 機

械 で は7兆8730億 円、建 設 で3兆980億 円 、電 気機 械 で は5610億 円 、金 属 一 次 で は3兆

1910億 円、 農林 水 産 で は6兆720億 円 とな っ てい る。

・ケ ー ス2の 場 合 、 情報 サ ー ビス にお い て は24兆7970億 円 の市 場拡 大 が見 られ る。輸 送 機

械 で は6兆8390億 円、 建 設 で2兆8000億 円 、電 気 機 械 で は4880億 円 、金 属 一 次 で は2

兆8140億 円 、農林 水 産 で は5兆9710億 円 とな っ てい る。

・ケー ス3の 場 合 はR&D投 資 額 が小 さい た め に全 般 的 に効 果 が小 さ く、情 報 サ ー ビス にお

い て は4520億 円 の市 場拡 大 が 見 られ る。 輸 送 機 械 で は890億 円、 建設 で490億 円、 電気

機械 で は60億 円 、金 属 一次 で も400億 円 、 で あ り農 林 水 産 で は相対 的 に大 き な効 果 額 と

な って5630億 円 とな って い る。 これ は 、農 林 水 産 のR&D投 資 が他 の 産業 分 野 にお い て

のR&D投 資 と比 べ る と、1994年 比77.3%増 と相 対 的 にか な り大 き くな って い る こ とに

よ って い る。従 っ て、他 の産 業 分 野 に投 資 した場 合 に比 べ て、 価格 低 下 の効 果 は相対 的 に

大 き く、需 要 の価 格弾 力 性 が 小 さ くて も、 効 果 が大 き くな ってい る。
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6.6国 の投資客則こ対す る投資先産業の生産増加額の比率

次 にR&D投 資に よる自産業分野の生産(市 場)の 拡大効果 を、設定 したR&D投 資額 で除

して、乗数 を見 てみる。す なわち、 これは投下 したR&D投 資額 と、それに よって生 まれた市

場の比率であ り、いわば、R&D投 資単位当た りの効果の大 きさの比較 をす るこ とがで きる。

そ うす ると、次の ような点が指摘で きる。(た だ し、 ここでのR&D投 資額 は単年度 の数値で

あ り、他 方、結 果 と しての生産(市 場)拡 大効 果は2㎜ 年時点 までのR&D投 資 の結 果である

こ とか ら、この図の乗数 を5年 とい う年数で除 した ものが、一般的な乗数 とい えるか もしれな

い。 ここでは、そのままの比率で見てい く。)

・ケース1の 場 合 、 情 報 サ ー ビス にお い て は8.5倍 の効 果 で あ り、輸 送 機 械 で は1.8倍 、建

設 で0。4倍 、電 気 機 械 で は0.1倍 、金 属 一 次 で は0.2倍 、農林 水 産 で は0.2倍 とな って い る。

・ケース2の 場 合 はケ ー ス1と ほ と ん ど同 じ産業 間 の関係 とな って い る
。

・ケー ス3で は全 般 的 に効 果 が小 さ く、情 報 サ ー ビス にお い ては0.6倍 、農 林 水 産 で は0.8

倍 で あ り、他 の産 業 は ほ とん ど効 果 が ない 。農 林 水 産 の効 果 が大 きい の は、 前 述 の通 り農

林 水 産 のR&D投 資 が他 の産 業 分 野 にお い て のR&D投 資 と比 べ る と、1994年 比77.3%増

と相 対 的 にか な り大 き くな って い る こ と に よっ てい る。
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6.7国 の投資額 に対する全産業の生産 増加額の比 率

次 にR&D投 資による全産業 の生産(市 場)の 拡大効果 を、設定 したR&D投 資額 で除 して、

乗数 を見 てみる。す なわち、これは投 下 したR&D投 資額 と、それ によって生 まれた全産業市

場の比率 であ り、いわば、R&D投 資単位 当た りの効 果の大 きさの比較 をす ることがで きる。

そ うする と、次の ような点が指摘で きる。(こ こでのR&D投 資額 も単年度の数値 であ り、他

方、結果 としての生産(市 場)拡 大効果 は2000年 時点 までのR&D投 資 の結果である ことか

ら、 この図の乗数 を5年 とい う年数で除 した ものが、一般 的な乗 数 といえるか もしれない。 こ

こでは、そのままの比率で見 てい く。)

・ケ ー ス1の 場 合 、 情報 サ ー ビス にお い て は14.3倍 の効 果 であ り、輸 送 機 械 で は2.9倍 、建

設 で1.8倍 、電 気 機械 で は0.1倍 、金 属 一 次 で は1.9倍 、 農 林水 産 で は4.0倍 とな って い る。

・ケ ー ス2の 場 合 はケ ース1と ほ とん ど同 じ産業 間 の 関係 とな っ てい る。

・ケ ー ス3で は全 般 的 に効 果 が小 さ く、 情報 サ ー ビス にお い ては1.0倍 、 農林 水 産 で は14.0

倍 で あ り、他 の産 業 は ほ とん ど効 果 が な い 。農林 水 産 の効 果 が 大 きい の は、 前 述 の通 り農

林 水 産 のR&D投 資 が他 の産 業 分 野 にお い て のR&D投 資 と比 べ る と、1994年 比77.3%増

と相 対 的 にか な り大 き くな っ てい る こ と に よっ てい る。
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7.ま とめ一ー ソフ ト産業 の発 展 と国全体 への影 響

以上、結果 につ いて見 てきたが、要約する と次の通 り。

①効果 を元々の市場規模 と比べ た場合 には、情報サー ビス分野へ のR&D投 資 は率 でみ て大 き

な市場拡大効果 を持つ。 また、全産業の市場拡大 に も大 きく寄与する。

②効果 を市 場の拡大す る規模 で見 て も、情報サ ービス分野へ のR&D投 資 は大 きな規模 の市 場

拡大効果 を持 ってい る。ただ し、全産業 で見 た市場拡大 に関 しては、ケース3と い う少 ない

R&D投 資の場合、相対 的に農林水産でのR&D投 資の増加が極めて大 きいために効果が農

林水産の方が大 きくなる。

③投資の効果 を設定 したR&D投 資額で除 して、乗 数 と してみる と、市場規模 の拡大 の関係 と

同様の産業間の関係 お よびケース 間の関係が見 られ、やは り、ケース1と ケース2で は情報

サ ービスへのR&D投 資は効果が大 きく、ケース3で は相対 的にやや小 さくな り農林水産 に

次いで大 きい。

この ように、情報サ ービス分野 に国のR&D投 資 を振 り向ける ことは、他 の分 野 に振 り向け

るよ りも市場拡大効果が大 きい。そ の理 由は、①情報サー ビス分野 においてはR&Dス トック

の蓄積がまだ少 な く、 これか らであるこ と、従 って1兆4822億 円 とい う大 きな金額 は相対 的

に大 きな影響 をもた らす とい うことであ り、また、② この分野では価格弾性値が大 きい ことか

ら、価格が下がれば需要が大幅に拡大す る可能性が あるこ とによっている。す なわ ち、 この分

野 の市場が まだ これか ら拡大する分野である とい うこ とであ ると考 え られる。

なお、以上の分野 では、R&D投 資額の供給面へ の効果 を通 して中 ・長期 的に市場が拡大す

る効果 を見 てきた。その結果か らは情報サー ビス分野へ のR&D投 資 は効果が相対的 に大 きい

こ とが見 られた。 しか し短期 的な支 出面か らの需要拡大効果 については、今回分析対象か らは

ず しているので明確 には言 えないが、建設や機械系産業分野への支出は、その産業連関の生産

波及力が大 きいために、即効性 がある ものとみ られる。従 って、情報 サービス分野へ のR&D

投資 は、む しろ中 ・長期 的に経済の供給力 とい う面 か ら効果 を持つ と見 られる。
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1.情 報通信の高度化に資する施策(予 算措置を伴 うもの)

2.経 済効果分析 に関連する用語集

3.高 度情報通信社会推進本部 有識者会議(第14回)資 料
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情報通信の高度化に資する施策(予 算措置 を伴 うもの)

施策名 平成9年 度予算 2A 2B 省庁名

ξ臨 樽艶 情の嵩劇 ピ{講ず:る厳 密 頴1韻 樋 都 会推趣 、、1
蒙洞筋だ基本方針{こ盛り蘂 まi・;養:だ施策桑

・':i…iユ塁29878:・ 層…

(1)公 共分野の情報化等(公 共分野のアプリケーションの開発 ・普及等) 1214181

A各 省庁情報 システム関連予算に盛 り込 まれた施策 1057974

①行政分野の情報化 926972

(主 な例)

,

総理府本府行政情報化推進経費 216 総理府

男女共 同参 画、障害者対策 、学術情報 等に関す る情 報ネ ッ ト 213 総理府

ワークシステ ムの整備

イ ンターネ ッ トによる情報提供 ll 公正取引委員会

ア イリス識 別 シス テムの調査研究 24 警察庁'

ネ ッ トワー ク情報収集 システム 警察庁

指紋自動識別システムの高度化 56 警察庁

行政の情報化 5059 総務庁

行政情報化共通基盤整備 265 総務庁

行政情報通信強化経費 70 北海道開発庁

経済計画策定等に必要な情報処理装置の整備の内経済企画庁 159 経済企画庁

LAN整 備

科学技術行政用情報処理システム 25 科学技術庁

情報基盤の強化対策経費 219 環境庁

行政情報化推進経費 107 沖縄開発庁

国土庁行政情報化の推進 508 国土庁

国土、土 地関連 ディジタルデータ作成 調査 44 国土庁

リモ ー トセ ンシングデータによる土地 利用情報等 整備調査 49 国土庁

地理情報 システ ム(GIS)の 標準化 の推進 に関する調査 62 国土庁

検察情報管理帯背の整備等 473 法務省

入管電算 トー タル ネ ッ トワークシステム導入 5048 法務省

省内LAN関 係費 251 外務省

2000年 対 策経費 11 外務省

行政情報化の計画的推進 142 大蔵省

国税… 34467 大蔵省

厚生行政総合情報システム 614 厚生省

GIS(地 理情報 システム)を 活用 した情報 基盤整備 243 厚生省

地域保健 医療 ・福祉 ネ ッ トワーク地域保健 ・医療情報 シス テ 834 厚生省

ム(保 健所等情報システム整備事業)

医療機関行政情報システム 152 厚生省

医療情報技術開発等経費 160 厚生省

が ん診療 総合支援 システム(国 立がん センター) 1111 厚生省

循環器病診療総合支援全国システム(国 立循環器病セン 1343 厚生省

タ ー)

腎不全 医療 に関するネ ッ トワーク(腎 移植 セ ンター) 71 厚生省
エ イズ医療情報 ネ ッ トワークシステ ム 800 厚生省

国立病 院総合 ネ ッ トワー ク 3670 厚生省

給水装置データベース事業促進費 4 厚生省

給水装置工事主任技術者国家試験電算化事業 ll 厚生省

分別収集、再商品化量即時情報収集システム開発費 22 厚生省

治験デー タベ ースの整備 25 厚生省

医療費情報総合管理分析システム 176 厚生省

新普及情報 ネ ッ トワー クシステム整備運営 事業 216 農林水産省

漁獲管理情報システム開発事業費 350 農林水産省

漁獲管理情報処理システム整備事業費 389 農林水産省

農業農村基 盤整備 におけ る地理情報 システ ム(GIS)の 活 147 農林水産省

用

通商産業局の情報化(テ レビ会議システム) 15 通商産業省

許認可申請手続き等の電子化 10 通商産業省

特許情報閲覧等利用体制整備(特 別会計〉 1778 通商産業省

CD-ROM公 報の発行(特 別会計) 7016 通商産業省

電子図書館システムの研究開発 1010 通商産業省

運輸省行 政情報 ネッ トワークシス テムの構築 678 運輸省

郵政省LANシ ステ ムの構築 3116 郵政省

全郵便局への情報系共用端末の配備 5462 郵政省

電気通信行政情報化の推進 81 郵政省

郵便局 における ワンス トップ行政 サー ビス の推 進(特 別会 190 郵政省

計)

労働行政情報化推進 1145 労働省

労働基準行政情報システム 858 労働省

行政情報システム基盤整備 28 建設省

GISの 標準化 に関 する調査 19 建設省
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地球環境のための国際地理情報整備調査 35 建設省

統合情報システム活用による建設事業の高度化技術の開発 147 建設省

国際 的な建 設関連情報 データベースの構築 29 建設省

住民記録 システムのネ ッ トワークの基本構想等 に係る調査 研 74 自治省

究
『総合行 政ネ

ッ トワー ク構築 に関す る調査 に要する経費 5 自治省

② 教育 ・研 究 ・学術 ・文化 ・スポー ツ分野 の情報 化 44822
A ÷

イ.教 育 分野の情報化

(主 な例)

映像 ソ フ トライ ブラリー作成 調査 2 外務省

電子博 物館 パイ ロッ ト事 業 100 文部省

国立大学等における情報処理教育機器の導入 3726 文部省

国 立オ リンピック記念青 少年総合 センター情 報交流事業 102 文部省

教育統計の情報化推進 4 文部省
ロ.研 究分野の情報化

(主な例)

STAネ ッ トワークの充 実 251 科学技術庁

高度研究情報交換システムの構築 ユ94 科学技術庁

筑波 ネ ッ トワーク等運営 19 科学技術庁

研 究情報 ネッ トワーク高度化事業(IMNETの 整備等) 697 科学技術庁

文献情報提供等業務 16131 科学技術庁

研 究情報デ ィレク トリーの作成 67 科学技術庁

JST国 際 ネッ ト 42 科学技術庁

研 究情報 データベース化 支援 216 科学技術庁

海洋情報 データベースの構築 31 科学技術庁

衛 星に よる地球 環境観 測の ため のデー タ処理 シス テムの開発 699 環境庁

及び運用

海外農林水産業地理情報システムの開発 26 農林水産省

農林水産 ジーンバ ンク事 業(デ ータベ ース システ ムの開発整 】03 農林水産省

備及び情報管理)

農林水産研究計算センター運営 1124 農林水産省

研究企画支援システムの構築 104 農林水産省
ハ .学 術分野 の情報化

(主な例)

教育実習施設、学内共同整備施設及び全国共同利用施設の新 32436 32436 文部省

設 ・整備等

二.文 化分野 の情 報化

(主な例)

文化情報総合システム 661 文部省

③保健 ・医療 ・福祉 の情報化 20043

(主な例)

輸入食品監視情報強化費 473 厚生省

全国産業廃棄物移動管理システムの構築 88 厚生省

海外感染症情報収集提供事業費 39 厚生省

健康情報 のネ ッ トワー クの整備推 進 189 厚生省

循環器病診療施設情報ネットワーク事業 272 厚生省

医薬品副作用情 報デー タベ ース整備 28 厚生省

点字情報 ネ ッ トワー ク事業 54 厚生省

が ん診療施 設情 報ネ ッ トワーク事 業 302 厚生省

救 急医療情 報セ ンター(広 域 災害 ・救急医療情報 システム) 1709 854.5 厚生省

中毒情報 ネ ッ トワー ク 12 厚生省

ナ ース セ ン ター コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 276 厚生省

福祉人材情報システム 99 厚生省

周産期医療 ネ ッ トワーク事 業 120 厚生省

全国水道水 源デー タベ ース作成 8 厚生省

が ん診療画 像 レファレンスシステム構築費 350 厚生省

循環器病診療画像レファレンスシステム構築費 350 厚生省

臓 器移植 ネ ッ トワこ ク 567 厚生省

医薬品安全性情報総合化システム等整備 87 厚生省

④ 道路'交 通 ・車両の情報化 10

(主 な例)

地理情報 システム を用い た道路 総合デ ータベ ースの構築 に関 道路事業 建設省

する研究

⑤気象 ・航空管制部門等公共輸送部門の情報化 14530

(主 な例)

海洋情報の収集 ・管理 ・提供業務の推進(運 用等経費の海洋 48 運輸省

デ ータ高度 利用 シス テムを含む)

電子海図システム整備 196 運輸省

災害時における航空管制のバックアップ体制の整備 254 運輸省

航空交通流 を一元的に管理する航空管制システムの効率的運 628 運輸省

用

海洋データ即時国際交換体制の整備 4 運輸省

イ ンターネ ッ トを利用 した国際的 な海洋 データ提 供体制の整 175 運輸省

備
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⑥防災の情報化
… 〔「「.

3796

(主 な例)
A←一'}.

'防 災情報 システ ム経費
12 北海道開発庁

衛星 を利用 したヘ リコプ ター撮影画像伝送 シス テムの維持運

営

36 運輸省

海上保安陸上通信回線の高度化 ・高信頼化のための改良改修 169 運輸省

気象情報通信 ネ ッ トワーク(仙 台Lア デス)の 更新 ・整備 77 運輸省

防災情報一斉伝達装置の更新 5 運輸省

建設省防災 セ ンター のシステム設計 9 建設省
GIS基 盤情報整備の推進 416 建設省

⑦その他 47801

(主 な例)

地方消費者行政推進事業 226 113 経済企画庁

科学技術振興事業団出資及び助成 3585 1792.5 科学技術庁
日本原子力研究所出資及び助成 5058 2529 科学技術庁

戦略研究人材 デー タベース の作 成 14 環境庁
国際協力事業団交付金 554 277 外務省

通関事務電算機処理経費 6547 大蔵省
年金福祉事業団交付金 1127 563.5 厚生省
先進的 アプ リケー ション整備事 業 1912 通商産業省

情報処理振興事業協会補助金 815 通商産業省
新情報処理技術開発 1011 通商産業省

広域連携情報ネットワーク整備事業 589 通商産業省

電子計算機の高度利用体制の確立 407 運輸省
港湾CALSの 導入検討 港湾整備事業 運輸省

B各 省庁情報 システム関連予算に盛り込 まれていない施策 156207

①教育 ・研究 ・学術 ・文化 ・ス ポーツ分野の情報化 68074

イ.教 育分野の情報化 (35694)
私立高等学校等施設の教育近代化の促進 1127 563.5 文部省

学 習用 ソフ トウェア開発 事業 500 文部省
学習用 ソフトウェアの改善開発等研究委託 37 文部省
情報ネットワーク化推進地域(学 校図書館情報化 ・活性化推 45 文部省

進モデル地域)
へ き地学校度情報通信設備(マ"メディア)活用方法研究開発事

業

527 文部省

公立大学における情報処理関係設備の整備の推進 180 90 文部省
放送大学の全国化の推進 10531 文部省
私立大学等における学内LAN装 置や情報処理教育装置の整 1500 文部省
備の推進

私立大学等経常費補助(特 別補助)情 報化推進特別経費 12309 文部省
生涯学習情報提供システム整備事業 220 文部省

生涯学習ボランティア活動総合推進事業 169 文部省
新教育メディア研究開発 ・利用促進事業 302 文部省
衛星通信利用による公民館等の学習機能高度推進事業 459 文部省
就職情報の提供の在 り方に関する調査研究 3 文部省
専修学校職業教育高度化開発研究 「大型特定研究推進事業 23 文部省

(イン ター ネッ ト利 用開発 研究)」

マ"メ デ ィア ・ユ ニ バ ー シテ ィ ・パ イ ロ ッ ト事 業 200 文部省

インターネ ッ ト利用 実践研 究地域指定 96 文部省
初等中等教育における情報化の推進に関する調査研究 4 文部省
マ帰メテ"イアを活用 した補充指導 につい ての調査研究 34 文部省

転入学情報提供システムの構築 21 文部省
新 しいメデ ィアに対応 した教科書 ・教材 に関する調査研 究 10 文部省

情報通信 ネ ッ トワーク拠 点の整備 1510 文部省

衛星通信活用による研修支援の実践研究(教 育総合情報セン 34 文部省
ター機 能の整備)

私 立大 学衛星通信 ネ ッ トワー ク(ジ ョイ ン ト・サテ ライ ト) 260 文部省
構築事業の創設

就職支援等情報化設備の整備 181 文部省
CD-ROMを 活用 した教 育情報の提供 の充実 6 文部省

社会教育施設情報化推進に関する調査研究 756 文部省

学習活動支援設備整備事業 1000 文部省
マ師メデ ィアを用い た特 殊教育 に関す る総合 的情報 シス テムの 開 23 文部省

.発

衛星通信 大学間 ネ ッ トワー ク構築事業 721 文部省
オンライ ン情報サービ スWINETの 充実(デ ータベ ース の作 63 文部省
成 を除 く)

まなびねっ とシス テム整備 51 文部省

科学系博物館活用ネットワーク推進事業 565 文部省
マ帰メデ ィアを活用 した博物館機能 の高度化 ・情報化 の推 進 109 文部省
マ師メデ ィアの活用 を推進す る中核 的機 関の整備 51 文部省
就学情 報の海外 ネ ッ トワー ク展開経費 6 文部省

留学情 報デー タベ ースの海外 ネッ トワーク展 開 11 文部省
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国民参加の森林づ くり推進事業 53 26.5 農林水産省
森 林総合利用 を促進 するため のイ ンターネッ トを活用 した都 9 農林水産省

市住民等への普及啓発

中山間地域広域支援活動推進事業 中山間地広域 農林水産省
支援活動推進

事業

農山漁村地域 におけるマ帰メディア等 を活用 した農業教育、研 修 農村総合整備 農林水産省
の実施等を促進するための情報拠点整備 導喋 等

中山間ふる さと ・水 と土保全対策事 業 中山間ムるさ 農林水産省
と ・水 と土保

全対策事業

普及情報 ロー カルネ ッ トワーク緊急整備事業 29 農林水産省
やまびこ学園交流体験実践モデル事業 500 農林水産省

県農業大学校等 における コンピュー タ機器 を利用 した教育 等 1460 農林水産省
の情報化

大学 キャンパス の情 報化 に関するプ ロジェク ト 925の 内数 郵政省
ロ.研 究分野 の情報化 (22358)

高度計算科学技術の推進 8834 科学技術庁

基盤原子力用材料 デー タフリーウ ェイ 72 科学技術庁

重粒子線が ん治療 ネ ッ トワーク 11 科学技術庁
アジア ・太平洋研究情報流通促進 150 科学技術庁

高機能基盤 データベースの開発 2057 科学技術庁

原子炉等事故時環境影響予測情報ネットワーク 21 科学技術庁

安全研究成果活用促進システムの調査(特 別会計) 140 科学技術庁

SPring-8情 報 ネ ッ トワ ー ク 231 科学技術庁

宇宙技術情報システムの整備 352 科学技術庁

地球観測情報システムの整備 1601 科学技術庁

宇宙ステー シ ョン実験 モ ジュール運用 のシス テム開発 993 科学技術庁

地球観測/宇 宙環境情報データベースの整備 233 科学技術庁

地球観測情報応用解析 システムの開発 143 科学技術庁

衛星応用 ・利用 の促 進 224 科学技術庁

光衛星間通信実験システムの整備 2ユ 科学技術庁
デー タ中継技術衛星(DRTS)の 開発 1469 科学技術庁

通信放送技術衛星(COMETS)の 開発 335 科学技術庁

光衛星間通信実験 衛星(OICETS)の 開発 2392 科学技術庁

技 術試験衛星W型(ETS-W)の 開発 研究(大 型 ア ンテナ搭載 248 科学技術庁

衛星の研究)

デー タ中継衛星技術 の研 究 142 科学技術庁
宇宙用通信機器技術の研究 119 科学技術庁

地球観測衛星データ処理技術の研究 309 科学技術庁

研 究情報整備 ・省 際ネ ッ トワーク推 進 振興胸壁費 科学技術庁

地球観測情報 ネ ッ トワー ク(GOIN)の 基盤整備 87 43.5 科学技術庁、環境

庁、文部省 、農林

水産省、通商産業

省 、運輸省、郵政

省、建設省

グ ローバル情報社会(GIS)「 環境 ・天 然資源管理」 プロ 32 科学技術庁、環境
ジ ェク トの推進 庁、農林水 産省、

通商産業省、運輸

省、郵政省、建設

省

海洋環境保全 データベース作成等調査 10 環境庁

国立教育研究所 における学術 ネッ トワー ク利用 のための専 用 4 文部省
回線の整備

昭和 基地デー タ通信用 ロL－カル ネ ッ トワー クの整備 49 文部省
マ帰メディアバ ーチ ャル ラボの構築 1280 郵政省
通信 ・放送機構における公募研究制度の拡充 800 郵政省

ハ.学 術分野の情報化 (5337)

通信衛星を利用 した学術研究の推進 10 文部省

アジア ・太平洋地域総合情 報計画(GIP)事 業信託基金拠 出 3 文部省

金

通信 衛星 を活用 した国際シ ンポ ジウムの開催 10 文部省

日本学術振興会海外研究連絡センター事業 189 文部省
学術情報基盤の整備充実 5125 文部省

二 .文 化 ・スポ ーツ分野 の情 報化 (4684)
スポーツ指 導者要請活用 システムの改 善 ・充実 に関す る調査 4 文部省
研究

国立スポー ツ科学 センター施 設整備 4ユ07 4107 文部省
高度情報化 に対応した日本語教育の在 り方に関する調査研究 27 文部省

文化財マ帰メディア推進事 業 26 文部省
ふるさと交流拠点事業 481 481 農林水産老

農 山漁村 地域にお けるマ帰メデ ィア等 を活 用 した農村文化 等へ の 地域農業基盤 農林水産省

理解を促進するための情報拠点施設の整備 確立農業情造

改善事業 等

ふ るさ と交 流ネ ッ トワー ク事 業 39 農林水産省
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② 保健 ・医療 ・福祉 の情報化 4949 農林水産省
へ き地医療情報 シス テム 64

一 一 ¶一一 一..一 ・ ,,・ －A-一 　 ..A一

農林水産省

福 祉 ・保健情報サー ビス事業 299 農林水産省

障害者情報ネ ッ トワーク運営事業 44 農林水産省

難病総合支援システム 100 農林水産省

情報技術開発研究 120 農林水産省

遠隔医療推進モデル事業 ユ23 農林水産省

病歴情報利用事業 ]05 農林水産省

介 護保 険導入 に向け た福祉 ・保健情 報ネ ッ トワークの構 築 743 農林水産省

被保険者証機能 を有す るICカ ー ド(医 療保 険カー ド)の 開 361 社会保険庁

発

医療機関連携モデル事業 130 通商産業省

高齢者 ・障害者 に配慮 したア プリケー ションの充 実 126 郵政省
高齢者 ・障害者のため の情 報通信 システム の研究 開発 436 郵政省

簡易保 険事 業におけ る相談 業務等サービス(特 別会計) 2296 郵政省

③ 道路 ・交通 ・車両の情報化 45019

交 通管理 システムの充実 ・高度化 13746
A「.一 　

警察庁

交通管理の最適化に関する調査研究 66 警察庁

高度道路交通システムについての国際協力の推進 2 警察庁

高 度道路交 通システ ム(ITS)の 規 格化事業 337 通商産業省

高 度道路交 通システ ム(ITS)モ デル地 区実験構想 37 通商産業省

道路運送事業におけるITSの 活用方策に関する調査研究 14 運輸省

先進安全自動車(ASV)の 開発推進 23 運輸省

自動車用電子機器等の電磁波に対する安全性向上のための研 21 運輸省

究

ITSに 対 応 した新運行 管理 シス テムの検討 ・調査 18 運輸省

情報通信技術 を利用した高度道路交通 システムに関する開発 6 郵政省

調査

高度道路 交通 システ ム(ITS)モ デル地 区実験 構想 36 郵政省
ITS(高 度道路交通 システ ム)整 備 ・研究 開発 の推 進 21536 建設省

道路情報通信基盤等の整備の推進 9177 4588.5 建設省

④気象 ・航空管制部門等公共輸送部門の情報化 17749

イ ンテ リジ ェン ト ・ナビゲー ションシステ ム開発 228 通商産業省

汎用電子乗車券の実用化の研究開発(公 共旅客輸送部門にお 17 運輸省

けるICカ ー ドの活用)

バス運行情報システム等の整備の促進によるバス利便性の向 543 運輸省

上

運輸多目的衛星による気象観測体制の整備 2725 運輸省

航空衛星システムの整備による航空管制能力の向上 14124 運輸省

GMDSS体 制の整備 52 運輸省

運輸情 報化推進のため の調査(マ 帰 メディア) 8 運輸省

港湾物流分野への国際標準準拠のEDI導 入モデル調査 18 運輸省

出入港 手続 に係 る簡素化 ・情報化 について の調査 2 運輸省

高コス ト構造是正 ・活性化等に資する物流効率化の在 り方に 17 運輸省

関する調査

港湾管理者に係る各種書類のEDI化 の推進 港湾整備事莫 運輸省

コンテナ ター ミナル の自動 化 ・情報化 港湾整備事業 運輸省

GISを 活用 した港湾 ・環境計画作 成 シス テムの構築 に関す 港湾整備事業 運輸省

る調査

高度海上通信システムの導入促進 15 郵政省

⑤防災の情報化 13358

WIDE通 信 システ ムの整備 1461 警察庁

化学物質デー タベース整 備手法開発 15 環境庁

地震防災情報 シス テム(DIS)の 整備 の推進 198 国土庁

可搬型衛星地球局による防災情報の収集 ・伝達 108 国土庁

災害に強い通信手段 としての衛星通信施設等の整備 29 農林水産省

安全で住み良い農山村地域づ くりのための防災に係る情報通 農村総合整備 農林水産省

信基盤整備の推進
事業 等

山地 におけ る防災 システ ムの整 備 治山事業 農林水産省

災害時における山村地域 における情報伝達システムの整備 防災対策林道 農林水産省
機能強化事業

電磁界計測技術等による地震観測の高度化に関する研究 365 , 郵政省

総合的な防災無線システム高度化の推進等 207

郵便局を活用した災害情報提供等の実験(特 別会計) 14

河川情報システムの高度化の推進 治水事業等 建設省

河川情報 のデータベース化等 ソフ ト開発 の推進 治水事業等 建設省

道路災害情報 ネ ッ トワー クシステムの整備 8535 建設省

地震計等 ネ ットワー クの整備 治水事業等 建設省

総合防災情報 ネ ッ トワー クの整備 治水事業等 建設省

災害情報システムの整備検討 9 建設省

市町村防災行政無線の整備 1835 消防庁

画像伝送システムの整備 471 消防庁

降雨情報等収集分析装置の整備 11 消防庁
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地震計連動装置の整備 16 消防庁

マ帰 メディアに対応 した今後 の消 防防災通信 ネ ットワークの在 り 3 消防庁

方に関する調査研究

広域応援画像受信装置 75 消防庁

危険物災害等情報支援 システム(仮 称)の 作成 5 消防庁

⑥その他 7059
-一.'一 〔

先進的情報通信 システムモデル都市構築事業
亨.←,炉 一 一.

1000 1000 通商産業省

先進的情報通信システムモデル都市構築事業 1000 1000 郵政省

公共 分野 におけ るア プリケ ーシ ョンの整備 5059 郵政省

通信 ・放送研究成果展開事業 925の 内数 郵政省

(2)ネ ッ トワ ー クイ ンフ ラの整備 150174

関西文化学術研究都市における産学官研究開発機能連携 ・交 3 国土庁

流拠点整備方策調査

(奄美群島)民 間テレビ中継局整備事業 36 36 国土庁

筑波研究学園都市 における情報交流基盤整備方策 19 国土庁

大都市圏における情報通信基盤整備の基本方針策定 大都市圏交通 国土庁
通信体系調査

農村地域の高度情報化に対応するためのライフライン収容施

費

ユ00 100 農林水産省

設整備事業

営農情報 ・市況情報等を提供 し、生産性の向上等に資する農 農村総合整備 農林水産省

村型CATV施 設等の情報拠点施設の整備
事業 等

田園地域マ帰 メデ ィアモデル事業 1286 農林水産省

光 ファイバ ネ ッ トワークの全国的整備 の加 速 3053 1526.5 郵政省

電気通信格差是正事業 4693 郵政省

移動体通信 のマルチメディア化 の推進 249 郵政省

地上デジタル放送用周波数のプラン化の推進 179 郵政省

下水道管理用光 ファイバ ーの整備 下水道事業 建設省

マ帰 メディア社会づ くりのため の情 報通 信ネ ッ トワー ク策定事業 8 建設省

所管施 設管理用 光 ファイバー通信 シス テムに係 る技術 標準の 5 建設省

策定

共同溝整備事業 28778 28778 建設省

電線共同溝整備事業 79595 79595 建設省

情報BOX整 備事業 24530 24530 建設省

道路管 理用 光 ファイバー整備事業 1385 692.5 建設省

河川管理等の高度化に対応した光ファイバー整備事業の推進 6256 3128 建設省

下水道による情報基盤の整備 下水道事業 建設省

次世代都市整備事業のうち高度情報通信都市の整備 次世代都市整 建設省,
懐事業

(3)情 報化の進展に対応 した著作権等の施策の展開
ユ38

著作権 に関する情報提供体制の整備 12 文部省

情報化の進展に対応 した著作権制度の検討 2 文部省

著作権の分野での開発援助 31 31 文部省

著作権制度の国際的調和の推進 7 7 文部省

著作権思想の普及 ・啓発 58 58 文部省

新技術 領域への対応(ソ フ トウェア) 28 通商産業省

(4)セ キ ュ リテ ィ対 策 、 プライ バ シ ー対策 1857

電磁環境の相互影響 に関する研究 1114 郵政省

情報通信セキュリティ技術に関する研究開発 184 郵政省

分 散型 ネッ トワーク にお ける高信 頼化技術等 に関す る研究 開 7 郵政省

発

通信の秘密保護に関する調査研究 3 郵政省

磁気テープの隔離保管(特 別会計) 40 郵政省

郵便局 にお ける電子内容証 明サービスの実験(特 別会計) 502 郵政省

電気通信技術 を応 用 した新 郵便 サービスとセキ ュリテ ィ管理 ・ 7 郵政省

認証機構に関する研究(特 別会計)

(5)相 互運用性 ・相互接続性の確保 582

産業の情報化 28 通商産業省

繊維産業のEDIの 標準化及び普及促進 13 通商産業省

通信方式の標準化の推進 10 郵政省

通信方式等の国際的標準化の推進 17 郵政省

公共情報の統合化の推進 16 郵政省

郵便貯金 オンライ ンシス テムのオー ブンネッ トワーク化(特 499 郵政省

別会計)

(6)ソ フ トの供 給 211

有線テレビジョン放送番組充実事業(産 投出資) 200 100 郵政省

ソフ トの多彩 な展 開 ユ1 郵政省

(7)基 礎的な技術開発 47347

原子 ・分子極限操作技術研究開発 2661 通商産業省

フェム ト秒 テク ノロジー 1506 通商産業省

量子化機能素子 889 通商産業省

超高度先端電子技術開発促進事業 3120 通商産業省

新 ソフ トウェア構 造化 モデル研究開発 393 通商産業省
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ヒューマンメデ ィアの研究開発、 224 通商産業省
ハ ー ドエ レク トロ ニ クス 20 通商産業省
二次元情報処理用光機能材料 23 通商産業省
知的社会基盤工学技術の先導的研究 25 通商産業省

情報通信の高度化のための脳機能の研究 746 通商産業省
情報通信の高度化のための脳機能の研究 1092 郵政省
情報通信基盤技術の研究促進(産 投出資) 26000 郵政省
情報通信基盤の高度化のための開発調査 42 郵政省
先端的技術の研究開発 1213 郵政省
宇宙通信技術の研究開発、次世代に向けた宇宙利用 ユ853 郵政省
テ レ コ ム イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 230 郵政省
移動通信 シス テムのマルチメ ディア化 16 郵政省
次世代 インターネ ッ トの開発 1766 郵政省
高機能映像 ネッ トワーク技術 の開発 583 郵政省
新た な通信ニ ーズ に対応 する ネッ トワー ク高 度化技術 の研究 235 郵政省
開発

情報通信基盤技術に関する基礎的汎用的技術の研究開発 3613 郵政省
地球環境計測技術の研究開発等 720 郵政省
高精細映像のデジタル衛星伝送に関する調査研究 24 郵政省
放送のデジタル化の推進 354 郵政省

(8)人 材の育成 3827

コ ンピュー タ基礎研修(教 職経験者研修) 29 29 文部省
公開講座実施経費 426 426 文部省
地域社会教育活動総合事業 768 768 文部省
社会教育研修事業等 4】 41 文部省
国立婦人教育会館情報研修事業の充実 13 13 文部省
リカレソト教育講座実施経費 43 43 文部省

情報大学校構想等の推進 153 153 通商産業省
電子商取引普及促進事業 340 340 通商産業省

繊維産業情報化導入支援事業 18 18 通商産業省
人材の育成事業 5 5 郵政省
情報処理技能者養成施設の充実 1992 1992 労働省

(9)そ の他 11562

アジア太平 洋環境情報 ネ ッ トワー ク検 討事業 15 環境庁
電子取引法制に関する研究 ユ6 法務省
マルチメディア時代 に向けた情 報発信 の在 り方 に関する調査 12 文部省
研究開発

農工 セ ンター立地情報 シス テム整備事 業 16 農林水産省
気象情報地域農業高度利用対策 587 293.5 農林水産省

美 しいむ らづ くり対 策推進事 業におけ る美 しい む らづ くり全 6 農林水産省
国推進事業の内むらづくり情報発信体制の整備

農業農村整備事業支援統合情報システム(CALS)推 進調

査

24 農林水産省

流通業における情報化 7 通商産業省
半導体集積回路の回路配置等の実態調査及び国際協調対策 21 通商産業省

国際情報化協力事業 448 通商産業省
高調波抑制対策の研究 20 運輸省
アジア ・太平洋地域における衛星の共同利用実験 89 郵政省

放送番組に関する国際協力の推進 141 郵政省
アジア ・太平洋地域の情報通信基盤構築のための環境整備 178 郵政省

国際協力支援業務の推進等 752 郵政省

国際放送の推進 1959 1959 郵政省
国際的な相互理解 ・政策調整の促進 87 郵政省

郵政事業へ の電 子マネー活用 に関する調査 ・実験(特 別会 285 郵政省
計)

郵便貯金磁気 カー ドのICカ ー ド移行 のための実証実験(特 6646 郵政省
別会計)

高度情報通信 を活用 した新 たな勤務 形態(テ レワーク)の 試 209 郵政省

行実施(特 別会計)

テ レワーク推進 方策 の検討 ユ8 労働省

水辺情報 のデータベース化及 び提 供体制 の整備 治水事業 建設省
住宅関連情報を提供する事業 公営住宅等 建設省
環境 データベ ースの整備 を推進す るため の調査 6 建設省
指定流通機構による市況情報提供の在 り方の検討 ,20 建設省

、 F

日 ・情報通信;め高度化に資する施策で高度情報通信社会推進`ご∵ 、・・i・52鍋

,向け:た基本方針に盛り込ま獅な:かった施策1:

』1・;・・

:け 、ll三liil:総計::ll; ,÷ジ1482254 ㌧∴ ,::…:、m946
'
:,三im82

F「,.

政府の投資のケース設定値 1482254

ケ ース1
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2.経 済効果分析 に関連する用語集

投資額 の供給面への効果

投資が行 われる と、それは経 済に2つ の面か ら影響 を及ぼす。一つ は、それが建物や機械

などの需要 として生産 され なければな らず、需要 を拡大する効果 を持つ。それ にたい して も

う一つは投資が積み重ね られ資本 ス トックになると、それは生産力 を増加 させ る効果 を持つ。

生産 された ものは供給 されることになるので、 この生産力 を増加 させ る効果 を供給面 の効果

として捉 える。

産 業 連 関分 析

産 業連 関分 析input-outputanalysisと は、 産業 連 関 表 を基礎 デ ー タ と して 、産 業 間 の諸 数量

の 因 果 関係 を示 す 経 済 モ デル を推 定 し、 これ に も とつ い て行 う経 済 分 析 で あ る。 産業 連 関表

interindustrytransactionstableは 一 定期 間内(通 常1年 間)に お け る国民 経 済 の諸 部 門 間の財

・サ ー ビス の流 れ をす べ て記 録 した統 計 表 で ある 。

中間需要(中 間投入)

ある産業生産物 を生産す るためにその期 間内 に原材料や部 品な どとして費消 された財 ・サ

ー ビス
。

最終需要

最終生産物 として需要 された家計 による消費財 需要、企業 に よる投資財需要お よび政府に

よる経常支出な ど。

粗付加価値

生産活動 を行 うにあた って、原材料 ・部品な ど中間投入 を加工 して製造す る とい う意味 にお

いて、資本設備や労働力 の投入 によって新たに生み出 された価値。

投 入係 数

投 入 係 数inputcoefficient(ま た は生 産 係数)と は 、 産業 が そ の 生 産物1単 位 を生 産す るの に

必 要 な生 産要 素 投 入 量 で あ る。

1/O価 格波及分析

賃金率 または各部 門の生産物1単 位 当た りの付加価値 が与 え られた とき、均衡価格がいか

なる水準 に決 まるか を示 す。価格決定モデル又は価格分析 ともい う。

一77一



1/O生 産波及分析

所与の最終需要 の水準 に対応す る均衡生産量 の水準 を求 める分析手法。 間接 的な波及効果

をもすべ て考慮 したとき、結 局、最 終需要 として設定 した もの よ りも大 きな生産量増加 をも

た らす。

産業連関価格分析

賃金率 または各部 門の生産物1単 位当た りの付加価値 が与 えられた とき、均衡価格がいか

なる水準 に決 まるか を示す。価格 決定モデル又は価格分析 と もい う。

レオ ンテ ィエフ逆行列

1/O生 産波及分析 の数量バ ランス式 を解 いた もので生産波及 プロセス を収束するまで計

算 した もの。

生産波及のプロセス

あ る産業 に対す る1単 位 の最終需要 が発生する と、その生産のために原材料 や部品 など直

接的 な必要投入量が決 まる。そ して またその生産 のため に原材料 や部 品な ど直接 的な必要投

入量が決 まる。 この必要 投入量 を生産するため に、それ に対 す る原材料 や部 品などの間接1

次 の必要投入量が決 まって くる。そ して さらに、その間接1次 投入量 を生 産す るために、必

要 な原材料や部品な どの間接2次 の必 要投入量が決 まる。 この 間接2次 の投入量 を生産す る

ために...と この関連が無限 に続いてい き、は じめの1単 位 の最終需要 を充 たすための最

終的な必要生産量がすべ ての産業 において計算 され ることになる。

レオンテ ィエフの価格 の逆行 列

1/O価 格波及分析 の費用 バ ランス式 を解いた もので価格波及 プロセス を収束す るまで計

算 した もの。

需要関数

消費や投資、中間的に企 業が消費 す る原材料や部 品 とい う中間需要 などの需要が、 どの様

な要 因によって変化す るか を、経済理論 か ら組立て、実際 の統計 データによってその数量的

な関係 を捉えた もの。

乗数

経済学 において乗数multiplierと は、一般 に経済 システムに対 して加 え られ る外生的 な衝

撃が、一定の構造の もとで、経済諸量 にひきお こす諸変化の波及 の倍率 を示す概 念。
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研究開発(R&D)投 資の懐妊期間

R&D投 資が行 われる と、それはR&Dの ス トックになるが、実際 に知 的ス トックとして

効果 を発揮 するまで に時 間がかか る。 この知 的ス トックとして効果 を発揮す るまでの時間 を

懐妊期 間 とい う。

除却 率

生産設備 な どの資本ス トックは、機械設備の耐用 年数が経過 す ると、物理的に使えな くな

った り、効率が悪 く使用 に耐 えな くなって くる。 このような使 え な くなったため、取 り除か

れた設備等 の、それまで存在 した資本ス トック量 に対す る比率 を除却 率 とい う。償却率 とい

う会計 上の概念 との違 いは、帳簿上の処理か、実際の設備 等の存在で見 るかの違 いである。

同様 の概念 を知的なス トック(R&Dス トック)に ついて も設定 で き、知的 なス トックが

古 くなったため使 えな くなってい く比率 と考 えられ る。

研究開発(R&D)ス トック

R&Dス トックは、年 々のR&D投 資が積 み重 なって累積 していった ものである。実際に

は、除却 されてい くス トックが あ り、前 年のス トックに今年の投資 されたR&D投 資額 を加

え、除却 され るものを差 し引い た もの にな っている。

総要 素 生 産 性(全 要 素 生産 性)

生 産性productivityと い う言 葉 は、 経 済 史や 経 済分 析 や経 済 政 策 の分 野 で広 く使 用 され て

い るが 、 そ れ らに共 通 な理解 で は 、投 入 ・産 出 の経 験 的 な比 率 を意 味 す る。例 え ば、労 働 生

産性laborproductivityを 考 え る と、 そ れ は投入 物 と して労 働 量 を とっ た場 合 の労働1単 位

(時 間man-hour、 年 間1人man-year等)当 た りの 産 出高 を意 味 す る もの で あ る。 これ に対

して、全 要 素生 産性totalfactorproductivity(TFP)と は産 出高 とそ の 生 産 に関 与 したす べ

て の投入 物 との関係 で あ る。全 投 入 に対 して産 出高 の比 率 が 高 ま る な らば 、そ れ は生 産 能率

の増 加 、 す なわ ち生 産性 の増 大 を示 す もの とみな され る。 そ の場 合 の全 要 素 生 産性 の上昇 は 、

長 期 的 には 、主 と して技 術 体 系technologyと 生 産 の組織 との進 歩 を反 映 す る もので あ る。

価格弾性値

需要関数 においては、それを規定す る要因 として、通常 は価格(ま た は相対価格)と 所得

(購入す る資金量)が 考慮 されるが、その関係の下で、価格 が1%変 化 した場合 に、需要が

何%変 化す るか を示す もの。
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第ll部

わが国の代表的な大学 における情報技術 関連

研究テーマの一覧表





1目 的

本調査 の 目的 は、わが国の代表 的 な大学 における情報技術 関連研究 テーマの一覧表 を作

成 し、分野別の総括 表 を作 成す るこ とによ り、わが国の大 学 におけ る研 究 開発 の特徴お よ

びその研 究 に従事 してい る研究者 を抽 出す ることである。 これ らの調 査結果 を利用 し、米

国の大学の研 究 開発 テーマ と比較 す るこ とによって、わが 国の大 学の研 究 開発が、 さらに

どの ような特徴 を持 ってい るか を明確 に分 析す ることが可 能 にな る。 これは、わが 国にお

け る産学官の共 同研 究の可能性 を検討 し、共 同研究 プロジ ェク トを推 進 で きる研究者 の抽

出 を行 う重 要 なポイ ン トにな る ものであ る。
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2調 査方針

本調査 では、以下の方針 を定 めた。

2.1調 査対象大学

実績、規模、知名度 などの点から、以下の大学 を調査対象 と定めた。基本的に

は旧帝大 とその他の国立大学、私立大学において情報技術 関連の実績が多い大学

である。これらの大学 については網羅的に調査 を行った。

(旧帝大)

・北海道大学

・東北大学

・東京大学

.名 古屋大学

・京都大学

・大阪大学

.九 州大学

(旧帝大以外の国立大学)

・筑波大学

.東 京工業大学

・電気通信大学

・北陸先端科学技術大学院大学

・奈良先端科学技術大学院大学

(私立大学)

.慶 応義塾大学

・早稲田大学

・東京理科大学

このほかの大学については除外 しているわけではなく、内容的に優れた研究テ
ーマであれば一覧表に加えることとした。

2.2調 査文献

本調査 の網羅性 を高 め るため、主 と して調査 す る文献 は1つ に定め ることとし

た。

◆ 「研究者 ・研 究課題総覧1996」 、文部 省学術情 報セ ンター監修 、電気 ・電子

情報学術 振興財団編

上記 文献 はほ とん どすべ ての国内大 学 にお ける全研 究 テーマ につ いて網 羅 され

ているので、情報技術 関連 の分野 に限る こととし、全分冊 の うち、以 下の分冊 の、

以下の工学分野 につ いて調査 す ること とした。
・第5分 冊 工 学 ・… 電気電子工学(情 報通信 工学)

・第8分 冊 複合 領域 ・… 情報科 学(計 算機 科学、知能情報学 、情報 システム

学)

さらに、産官学 の共 同研 究 な どの顕 著 な研 究テ ーマ を補 充す るため、以 下の文

献 も調査対象 と した。

◆ 「全 国大学研 究機 関 ガイ ドブ ック」、株式会社 アーバ ンプロデ ュース

◆ 情報処理振興 事業協会 、創造的 ソフ トウェア育成事業に係 る採 択予定テーマ
・暗号技術及 びその応用技術 の 開発 に係 る採択 予定 テーマ一覧
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・創 造的 ソフ トウェア育成事 業 に係 る採択予定 テーマ一覧(第1次)

・創 造的 ソフ トウェア育成事 業 に係 る採択予定 テーマ一覧(第2次)

・創 造的 ソフ トウェア育成事業 に係 る採択予定 テーマ一覧(第3次)

最後 の情報処 理振興事業協会 の採択 予定 テーマ一覧 について は、イ ンター ネッ

トを通 じて同協会が公 開 してい る ㎜Vホ ームペー ジか ら採用 した。

2.3調 査項 目

本調査 の調査 単位 は研 究 テーマ毎 と した。対象 となる研究 テーマ毎 に以下の項

目につい て調査 した。

・研究 テーマ … ・最近の研 究 テーマ を調査対象 とした。

.大 学

・学部等

・学科等

・研究者 氏名 … ・研究 テーマ毎の調査 なので、複数 の研究 テーマ を持 っている

研究者 は複数 回一覧表 に登録 されている。

・共 同研 究者 ・… 情報処理振興事 業協会 な どに対 して複数 の研 究者 が研究 テー

マを発表 している ものにつ いては、1つ の大学 を代表 と して登録 し、残 りを共

同研究者 として併記 して ある。

情 報処理振興事業協会 の創 造的 ソフ トウェア育成事業 に係 る採択 予定 テーマ一

覧 では上記調査項 目の うち、 「学部 等」(一 部大学 は公 開)、 「学 科等」、 「研 究

者氏名」 を公 開 していなか ったので、一覧表で は空欄 となっている。
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3作 業 フロー

調査対象 の抽 出か ら総 括表の作成 までの作業工程 につい て、以 下の作業 フローに まとめ

た。

録澄出抽囲範象対査調L

▼

定職チ↑乞 q

－▼
定設野分ぶ

▼

理整目細野分A

▼

成作表括総ピ

図1作 業 フロー

3.1調 査 対 象 範 囲 の抽 出 ・登 録

調査 対 象 文 献 は 国 内 の 大 部 分 の大 学 と研 究 テ ー マ につ い て記 載 され て い る の で、

「2調 査 方針 」 に あ る絞 り込 み を行 っ た 。 絞 り込 ま れ た研 究 テ ー マ はMicrosoft

ExcelforWindows95version7.0の ワー ク シ ー トに登 録 され てい る。

3.2キ ーワー ド設定

登 録 された研 究 テーマ毎 にキー ワー ドを設定 した。 キーワー ドの設定 に関 して

は最初研究 テーマ を一言 で表 す こ とに重点 を置 いた。その後、分野分 け を行 う際

にグルー ピングを行 うときに より一般 的なキー ワー ドに統一 していった。

対 象文献 の対 象部分 であ って も内容 的 に情報 関連分野 にそ ぐわない場合 や、 あ

ま りにも一般 的であ った場合 はキー ワー ドを設定せ ず、総括 表の対象外 とした。

3.3分 野設 定

キーワー ドをグルー ピング し、 な るべ くレベル の揃 った分 野名 を設定 した。分

野名 は既存 の もの に意識せ ず、あ くまで もキー ワー ドのグルー ピングか らつ けた。

分 野名の設 定中 にキーワー ドの グルー ピング、キ ーワー ドの付 け替 え も行 った。
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キーワー ドのつ いていない研究 テーマ は分野 も割 り当て ない こととした。

既存 の文献 や、学会 の研 究部会 、大 学の学部学科 な どの分 野分 け を参考 にす る

こ とも考 え られ るが、 それではわが国の研究 テ ーマ の分布 、重 点分野 がわか らな

くなるこ とが懸念 された。 よって、研究 テーマか らキー ワー ドを抽 出 し、キ ーワ
ー ドをグルー ピングす る とい うボ トムアップ的手 法 をとった

。

3.4分 野 ・細 目整理

分野 ごとのバ ランス(研 究テーマ数 、 テーマの 内容)を 考 えて総括 表の分 野、

細 目を決定 した。 「3.3分 野設定」 でつけ られ た分野 とキー ワー ドを流用す るこ

ととした。

3.5総 括 表作 成

全 て の対 象 研 究 テ ー マ が登 録 され 、分 野 ・細 目が 決 定 され た ワ ー ク シー トに対

して 、 以 下 の ソー ト順 で ソ ー トした。

1.分 野

2.細 目

3.大 学
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4総 括表

すべ ての対象文献 に対 して、抽出 したテーマ に対 して分野 、細 目を付加 した もの の一覧

を付属資料 の総括表セ クシ ョンに示 す。

登録件数 は1057件(キ ー ワー ドを登録 していない もの も含 め る と1413件)で あ る。

4.1分 野 ・細 目

調査対象 とな った研究 テー マに対 して キーワー ドを設定 し、 キーワー ドをグル
ー ピング した結果設定 された分野 は以下 の とお りであ る。

.イ ンター フェース

.シ ステム

.ネ ッ トワー ク

.計 算機

.情 報処理

.知 的システム

.通 信

.理 論

以下 にそれぞ れの分 野 に対 して どの ような研 究分野 が含 まれるか、 また、 どの

ような基準 で分野分 け を行 ったか を示 す。

4.1.1イ ンター フ ェース

主 に人間 とコンピュー タとのイ ンター フェース、 イ ンタラクシ ョンに関す

るテーマ につ いて分類 してい る。マ ンマ シ ンイ ンター フェ ース、 ヒューマ ン

インターフェ ース 、ユ ーザ インターフェース な どの研究 テ ーマが多 く含 まれ

てい る。

本分 類 は 「情報 処理」 、 「知的 シス テム」 と関連が強 く、研 究 テーマの=

部 には どの分 野 に含 まれ るか躊躇す る もの な どもあった。判断 の基準 はあ く

まで も 「イ ン ター フェース」 であ り、 た とえば音声対話 で あって も、音声対

話 の音声認識 技術 だけ に絞 った研 究 は 「認識 」技術 であ り、情報処理 に分類

した。

4.1.2シ ステム

主 に実現 された/実 現 に向けた/実 現可 能 な コンピュー タ関連 のシステ ム

に関す るテーマ につい て分類 してい る。マ ルチ メデ ィアデー タベースシス テ

ム、電子 図書館 システム、遠隔医療 シス テムな どの研 究 テーマが多 く含 まれ

てい る。

本分類 は 「情報処 理」 、 「知 的システム」 との関連が強 く、 「システ ム」

とい うキーワー ドのみで は判断で きない部分 があ る。 ここで は実現性 を重視

し、一般 的 に用い られ る 「シス テム」が キー ワー ドに現 れ る場合 は本分類 に

含 まない ことに した。 「知的 シス テム」 は本分 類 のサブセ ッ トである とも考

え られ、人工 知能 、認識 、理解 な どの要素技術 が含 まれ るシステムに関 して

は 「知的 システム」 に分類 してい る。

4.1.3ネ ッ トワ ー ク

主 に コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク に 関す る テ ー マ につ い て分 類 して い る。 イ
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ンターネ ッ ト、ATM、ISDN、 ネ ッ トワーク管理 な どの研 究 テーマが多 く含

まれている。

本分類 は 「計算機」 、 「通信」 との関連 が強 く、 「ネ ッ トワー ク」 とい う

キー ワー ドの みでは判 断で きない部分 があ る。 コ ンピュー タネ ッ トワー ク と

い うキー ワー ドをつけ る研 究 テーマが多 く存在 す るが 、計算機 の立場か ら見

た もの と、ネ ッ トワー ク技術 か ら見 た もの とに分 別 してい る。

さ らに、情 報伝 送 と言 う意味 では 「通信」 と も関連 が深いが 、判断基 準 と

しては、1対1の 情報伝送 を 「通信」に、1対 多、あるいは多対多 の情報伝送

を 「ネ ッ トワー ク」 と した。

4.1.4計 算機

主 にコ ンピュー タの要素技術 に関す るテーマ につい て分類 してい る。 アー

キテ クチ ャ、 コ ンパイ ラ、 ソフ トウェア、 ソフ トウェ ア開発 な どの研 究 テー

マが多 く含 まれてい る。

本分類 は、 「ネ ッ トワーク」 、 「情報処理」 、 「知 的システ ム」、 「理論」

な ど、多 くの分野 との関係 があ る。"コ ンピュ ー タ"を キ ーワー ドとした研

究 は数知 れず、本分類名称 もあえて 「コンピュー タ」 とは してい ない。 コン

ピュー タの計算機 と しての研究 を行 ってい る もの を分類 した。

分類 の 中に 「ソフ トウェア」が含 まれていないが、"ソ フ トウェ ア"を キ
ーワー ドと した研 究 も多 く

、 ソフ トウェア と して分野 を設 ける と研究対 象 と

してのソ フ トウェア と道具 としてのソフ トウェアが一つ に なって しまうため、

設 けなか った。本分類 に含 まれるソフ トウ ェアに関連す る研 究 テーマは前者

の研 究対 象 としてのソフ トウェアであ る。

4.1.5情 報処理

主 に動 画 、画像 、音声 などの情報 に対 して、解析 、認識 、合成 な どの処 理

を行 って い る研 究 テーマ につ いて分類 してい る。音声処理/認 識/合 成 、画

像処理/認 識 、言語処理 な どの研 究テ ーマが多 く含 まれている。

本分類 は特 に範 囲が広 く、 「インターフェース」 、 「シス テム」 、 「計算

機」、 「知 的 シス テム」、 「理論」 な どの分野 と深 く関わ っている。 「情 報

処理」 とい う分野名称 はか な り一般的 ではあるが、 こ こで は動画 、画像 、音

声、言語 に対す る認識、理解、合成 をポイ ン トと してい る。

4.1.6知 的 システム

主 に実 現性 のあ るコンピュー タシス テムの うち、人工知 能、認識 、理解 な

どの技術 を含 んでい る ものについ て分類 してい る。エ キスパ ー トシステム、

教 育支援 システム、知的 ロボ ッ トなどの研究 テーマが含 まれている。

「システ ム」分野 のサ ブセ ッ トとも捕 らえ られ るが、 「情 報処理」分野 の

研究 テーマ の うち、 よ り実現性 を もったシステム を本分野 に分 類 している。

ほかの分 野 とは相対 的 に研究 テーマの件数 は少 ない ものの、比較的新 しい研

究分野 であ り、注 目に値す る もの と思 われる。

4.1.7通 信

主 に1対1の 情報伝送 に関連す る研 究テーマ につい て分類 してい る。プ ロ

トコル、光通信 、無線 通信、移動体 通信、衛星通信 な どの研 究 テーマが多 く
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含 まれてい る。

本分野 は、 「ネ ッ トワー ク」 と 「理論」 に深 く関わ って いる。 「ネ ッ トワ
ーク」とは

、4.1.3ネ ッ トワー クにおいて説明 してあ る。通信関連の研究 テー

マで あって も、あ ま りに も一般 的であ った り、机上 の研 究 であ ることが見受

け られ た場合 は 「理論 」分野の 「通信」細 目に分類 してい る。
"放送"に 関係 す る研 究 テーマ(あ るい は衛 星通信 の一部)は1対1の 情

報伝送 ではないが、昨今 の放送 と通信 の融 合 を反 映 し、あ えて本分野 に分類

してある。

4.1.8理 論

主 に情 報技術一般 にお ける理論 や手 法な どに関連 す る研究 テーマにつ いて

分類 してい る。 アル ゴリズ ム、シ ミュ レーシ ョン、モデ リング、学習、計算、

符号化 、セキュ リテ ィ、暗号 な どに関連す る研 究 テーマが多 く含 まれている。

研 究 テー マに"理 論"や"手 法"と い うキー ワー ドが な くて も、一般 的 な

研究 テーマであ った り、"シ ステ ム"や"ソ フ トウェア"と い ったキー ワー

ドが見受 け られて も、机上 の研 究 テーマで あ るこ とが うかが えた場合 は本分

野 に含 めた。

4.2分 野 と細 目の クロス集計

総括 表 に含 まれ る全研究 テ ーマ に対 して、分 野 と細 目の クロス集計 を行 った。
一つの細 目が必ず しも一つ の分野 にのみ存在す るわけ ではないので、 クロス集

計 を行 うこ とに よって、複 数 の分野 たまたが る細 目や、細 目ベース での件数が読

み取れ る。
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4.3分 野別研 究テーマ登録 件数

分野別の細 目及 び、細 目毎 の研究テーマ登録件数 を次 に示す。
'以下の グラフで は

、分 野別の細 目に含 まれ る研 究 テーマの件 数の上位10細 目に

つ いて図示 した ものである。

厘 インターフェーズ1 11}sgma#数1

幽

}.・.

.一

.

一インターフェース

音声処 理

ンインターフェース

…

文字間詰

自然言語

マルチメディア

音声対話システム

音声対話

㎜o....・.・.・・.・..・

..'...

音声認培塵

ルインターフエース膨

[

1/1/`/ L/ `/1/ 〆

0 1 2 3 4 5 6 7

⑭

田システム 1頒獅 β微1

囮

[

一_w_

`

マルチメディアDB

DB

病院情報システム

記憶システム凹

並列分散システム

並列DB

生産システムー

診断支援システム

オブ洗 外 指向D8

….・.

分散システム

圏は"一 ～ 、

.一一

… ・・

「.`/1/ `/ レ 1/`/ `/

0 i 2 3 4 5 6 7

⑭

※グラフからもれ ているが、情報 ベースシステム、画像DB、 遠隔 医療 システム、移動 ロボ

ット、マルチエー ジェントシステムも2件 あった。
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陣 ネッ声ワーク1 1頒 脇 厚岸劃

幽
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y
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コンビュー一夕・ネットワーーク圏
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⑭

4 5 6

※グ ラフか らもれ てい るが 、ファイル 共 有 、マル チメディア、LAN、 ル ーティング、移 動 、医

学 応 用 、管 理 、記 憶 シ ステム 、計 算 機 、光 、航 空 通 信 、高 速 ネットワーク、コミュニ ケ ー

ション、設計 、通 信 ネットワー ク、分 散 ネ ットワー クも1件 あった。

一
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5総 論

本調査 はわが 国の代 表 的 な大学 にお ける情報技術 関連 の研 究 テーマ を網 羅的 に調査 し、
一覧表 を作 成する ことが 趣 旨であ る。その中で、研究 テーマ をグルー ピング して分 野 と細

目に分類 したが、その分類 分 け に関 しては まった く他 の分 類方法(文 献、学会、大学 の学

部学科等)を 参照す るこ とな く行 った。その結果、以下 の分野 が選 ばれた。

●

●

●

●

●

●

●

●

インター フェース

シス テム

ネ ッ トワーク

計算機

情報処理

知 的シス テム

通信

理論

これか ら、それぞれの分 野 について中心 となる研究 テーマ 、注 目すべ き研 究 テーマ等 を

ま とめ る。 まとめるにあた って、以下の点 について考慮 した。

■ 研 究 テーマか ら内容 を類推 しているこ と

■ 研 究規模 が考慮 されていない

■ 研究実績が考慮 されていない

以上の ことか ら以下の まとめ は、研 究 テーマ を 「点」 だ と して 、点 の集 ま りを 「面 」 と

して扱い、面積の広 い もの、点 の密度 の高 い もの を抽出す る ことといえ る。

分野 ま とめ

イ ン タ ー フ ェ ー ス この分 野 の期 先 ア ーマ の は どん どが"イ ン ター フ ェ ース"を 使 っ てお

件 数:52 り、研 究分 野 として確立 しつつ ある ことを予 感 させ る。イ ンターフェ
一 ス か ら一 歩 進 ん で"イ ン タラ ク シ ョン"と い うキ ー ワ ー ドも見 受 け

られ る。

その ほか には、身体障害者支援 、医療現場 での インター フェースの研

究 も見受 け られ、イ ンターフェース の多様化 が うかが える。

シス テム デ ー タベ ースや、教育支援 な どの従 来か らある、確 立 された研 究分 野

件 数:107 の件数 が多い。

先進 的なシス テムであって も、研 究 テーマ に現 れない ことがその よう

な研 究分 野が キー ワー ドとして見受 け られ ない原 因の一 つ と挙 げ ら

れ る 。

デー タベ ース シス テムの中で も画像 やマ ルチ メデ ィア を扱 うものが

圧倒 的多数 を占めてお り、マ ルチメデ ィアデ ー タベ ースの研 究分野 の

活気 が うかが える。

ネ ッ トワ ー ク
"ATM"や"ISDN"の ような基盤技術 に関す る研 究が多 い

。しか し、

件数:46 最 近話題 の分野 であるのに件数 が少 ない の と、"イ ン トラネ ッ ト"、
"ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ"

、"グ ル ー プ ワ ー ク"な ど の 最

近 話題 となってい る技術分 野の キー ワー ドが 少 なかっ たこ とが特徴

的であ る。 しか し、これ らの研 究分 野 は恐 ら く"分 散 コンビューテ ィ

ング"、"分 散 シス テム"の ように一般 的 に呼 ばれているこ とも考 え

られ る。

13



計算機 ハー ドウェア とソ フ トウェアをまとめ た分野 だけ に件数 は多い。件数

件数:257 的 に は"ソ フ ト ウ ェ ア"、"プ ロ グ ラ ミ ン グ"、"ソ フ ト ウ ェ ア 開 発"

が圧倒 的に多 い。 しか しこれ らの ような、よ り一般 的な ソフ トウェア

研 究 分 野 の ほ か に は、"ア ー キ テ クチ ャ"、"コ ンパ イ ラ"、"OS"

などのわが国が弱い とされる分野に もある程度の件数があることが

特筆 される。
"分 散"

、"並 列"は ハ ー ドウ ェア、 ソ フ トウ ェ ア 的 に も件 数 は多 い。
"コ ン ピ

ュ ー タ ビ ジ ョン"は 「イ ン タ ー フ ェ ー ス」 と も 「知 的 シス テ

ム」 ともとれ そ うだが、本分野 に分類 した。

情報処理 件数的には画像認識/処 理、音声認識/処 理が多 く、本分野 を代表す

件 数:197 る研究分 野で あ ると言える。

全体 的 に一般 的 な名称 の研究 テーマが多 く、画像処理 、音声(音 響)処

理 に"バ ーチ ャル リアリテ ィ"に 近 い もの も見 受け られたが、最近注

目されてい る分野 であるのに件数的 には少 なか った。

言語処理、文書認識がその他の分野 としては件数的には多 く、逆に文

字認識 、手書 き認識 な どの研究 テーマは相対 的 に少 なかった。文字認

識、手書 き認識 は実用段階 に入 りつつあ る こと示唆 してい る。

知 的 システム 研究 テーマ と して件数的 には"エ キスパ ー トシス テム"が 多 い。類似

件数:40 分 野 と して"知 識 ベ ー ス"や 、"知 識DB"も 多 い。

しか し、そ れ以外 の分 野では、実際の シス テム/実 現性 がある と判断

で きるシステ ムを研究 テーマ としてい る研 究者 が少 ない。研究 テーマ

として挙 げ られて いない こと も考 え られ るが 、知 的 システム全体の件

数 も少 ない 。

他 の研 究 テーマ とは違い、かな り実現性 が高い と判 断で きる"知 的 ロ

ポ ッ ト"の 研究 が数件見 受け られた。

通信 基 盤 技 術 で あ る、"光"、"移 動"、"衛 星"、"無 線"の 分 野 の研

件 数:56 究 テーマが多 い。移動体通信 はモ バ イル コ ンピューテ ィング とと も

に、最近注 目の技術 であ り、"移 動"通 信 分野 の件数 は16件 と比較

的多 く、多 くの研 究者の関心 を集 めてい るこ とが うかがえる。

理論 純粋 な"理 論"や"手 法"ば か りではな く、机上 の研究 はすべて本分

件 数:302 野 に分 類 してい るため、件数 としては一番 多 い。概念的 な研 究で は、
"ア ル ゴ リズ ム"

、"問 題 解 決"が 多 く、他 に は 、"シ ミュ レー シ ョ

ン"、"モ デ リ ン グ"が 多 い 。

上記の一般的な理論的研究のほかに特筆で きる分野 としては"セ キュ

リテ ィ"や"暗 号"な ど最近注 目を集 めてい る分野が あ り、数件見受

け られた。

最 後 に全体 的に言 えるこ とは、研 究 テーマ に目新 しい ものが あ ま り見 当た らない、 とい

うこ とであ る。研究 テーマ を一 文 で ま とめ る とよ り一般 的 なキー ワー ドを使 うこと も、新

鮮 なキ ーワー ドがない ことの要 因 の一つ と考 え られ る。 しか し、比較 的新 しいバーチ ャル

リアリティ、 インターネ ッ トな どのキ ーワー ドを含 む研 究が少 なか ったことである。 この

ことは、新 規の分野 に対す る研 究が少 ない こ とで は必ず しもないが 、新規分野 に対 して研

究分 野 を設 定す るこ とが多 くない ことを示唆 してい ると言 え る。

分 野毎の件数 か ら言 える ことは、理論 的研 究 テーマが多 い とい うこ とであ る。その反対

に、実現性 のある研究 テーマは少 なか った。わが国 におけ る産 学官 の共同研究 を推進 して

い く上では、大学 内の事情 、制 度上 の問題点 は別 と して も、土 台 となる研究 テーマが少 な

く、推進役 となる研究者 の数 も同様 に少 ない といえる。
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総括表

分野
　 '大 学 　醐 自 .Fタ

. 学部等 学科等 文献 一・同 ・聯 託 研 究 　

インターフェース インタラクション ヒュー マンコンピュー タインタラクション技

術

電子工学科 研究者 ・研究課

題総覧

分冊
計算機科学桑 田正行 電気通信大学 電気通信学部

インターフェース ビジュアル インター

フェース

ビジュアル インターフェース 田中二郎 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インターフェー ス ビジュアル インター

フェース

分散アプリーケーションシナリオにおける
ビジュアルインタフェース

筑波大学 情報処理振興事
業協会

株 式会 社 東 洋情 報 システム 、北 陸 先端

科 学技 術 大学 院 大 学、 筑 波大 学 、Ober

onSoftware|nc,

インターフェー ス ヒュー マン・コンピュー

タ・インターフェース

ヒューマン・コンピュータインターフェース 松下温 慶慮義塾大学 理工学部 計測工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インターフェー ス ヒュー マン・コンピュー

タ・インタラクション

ヒューマン・=コンピューター ・インタラクショ

ン

木村泉 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

インターフェー ス ヒューマ ンインター

フェース

ヒューマン・インターフェース 安村通晃 慶慮義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

インターフェー ス ヒュー マンインター

フェース

ヒューマンインターフェイス の研 究 有澤誠 慶臆義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

インターフェー ス ヒュー マンインター

フェース

視 覚 を用 いたヒューマンインター フェース 久野義徳 大阪大学 工学部 電子制御機械工
学科

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

インターフェー ス ヒュー マンインター

フェース

計算機システムにおけるヒューマンイン
ターフェイスに関する研究

赤池英夫 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インターフェー ス ヒュー マンインター

フェース

計算 式 システムにお けるヒューマ ン・イン

ターフェース に関す る研究

角 田博保 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

インターフェース マルチメディア マルチメディアコミュニケーションシステム

におけるヒューマンウェアに関する研究
小松尚久 早稲田大学 理工学部 電子工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

インターフェース マルチメディア マルチメディアインタフェイスに関する研

究

平嶋宗 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門
研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

インターフェース モデル 人間一機械対話機構モデル 堂下修司 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

インターフェース ユ ーザ ーインター

フェー ス

制 約を利 用 したユ ーザ ーインター フェース 服部隆志 慶慮義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インターフェース, ユ ーザ ーインター

フェー ス

ユーザーインターフェースの設計と評価 に

関する研究

辻野嘉宏 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

インターフェース ユ ーザ ーインター

フェース

アイコン移動 に よるユー ザー インター

フェース

久野靖 筑波大学 社会工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インター フェース ユ ーザ ーインター

フェース

ユー ザー インターフェース の構 築 システム 川合慧 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インター フェース ユ ーザ ーインター

フェース

ユー ザー インターフェース構 成 法 寺田実 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インター フェース ユ ーザ ーインター

フェース

宣 言的 ユー ザー インターフェー ス 松岡聡 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

インター フェース ユ ーザ ーインター

フェース

項書換プログラミングのためのGU曝 境

に関する研究

坂部俊樹 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インター フェース 位置計測 超音波位置計測とヒューマンインター

フェースへの応用
野中秀俊 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧
計算機科学

インター フェース 医療環境 医療環境における人間 ・計算機相互作用
に関する研究

湊小太郎 京都大学 医学部附属病院 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

インター フェース 音声処理 声音・言語概念の統合化処理による対話
の理解と生成の研究

榑松明 電気通信大学 電気通信学部 電子工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

インター フェース 音声処理 音声言語インターフェースに関する研究 小林隆夫 東京工業大学 精密工学研究所 知能化光学部門 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学
1

1
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一 封 笈一7-■
「r▼r_目 紬_一 、ぷ1氏 名 ∧学 文献 鎌冊 .・・英 同 ・受8モ 研 究分 野

インター フェース 音声処理 ディジタル補聴 器の研究 鈴木陽一 東北大学

_諏 笈-u"v

電気通信研究所
1

音響情報システ

1ム分野

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

インターフェース 音声処理 ディジタル補聴器の研究 曽根敏夫 東北大学 電気通信研究所
1

音響情報システ
ム分野

1

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学
I

I

インター フェース 音声処理 複合劣化環境下における音声の高度処
理

武 田一哉 名古屋大学 工学部

1

電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

インター フェース 音声対話 音声対話処理に関する研究 山下洋一 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門
研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

1

インター フェース 音声対話 音声対話に関する研究 牧野正三 東北大学 大型計算機センター

1

* 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

インター フェース 音声対話システム 自然言語音声対話システムに関する研究 山本幹雄 筑波大学 電子 ・情報工学 系 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学
I

I

インターフェース 音声対話システム 音声対話システム 広瀬啓吉 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

インターフェース 音声認識 音声認識に関する研究 川原田弘 東京工業大学 精密工学研究所 知能化工業部門 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

I

I

インターフェース 音声認識 8舌者認識に関する研究 半谷精一郎 東京理科大学 工学部第一学部 電気工学科 研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学

インターフェース 音声認識 音色の知覚に関する研究 曽根敏夫 東北大学 電気通信研究所 音響情報システ
ム分野

研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学

インターフェース 音声認識 音声認識理解方法の研究 武田一哉 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

インターフエース 音声翻訳 日中声音翻訳 広瀬啓吉 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

インターフェース 画像処理 映像インターフェースに関する研究 谷本正幸 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

インターフェース 画像認識 画像認識に関する研究 後藤英昭 東北大学 工学部 電気工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

インターフェース 画像理解 回像理解によるジェスチャの識別 榑松明 電気通信大学 電気通信学部 電子工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

インターフェース 視覚代行システム 盲人用視覚代行システム 皆川洋喜 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

インターフェース 自然言語 自然言語インターフェース 井上仁 九州大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

インターフェース 自然言語 知識データベースのための自然言語イン

ターフェース

武谷峻一 九州大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

インターフェー ス 手 書 きインターフェー

ス

手書きインターフェース高度化 東京農工大学 情報処理振興事
業協会

インターフェー ス 触覚ディスプレイ 触覚ディスプレイのための基本ソフトウェ
アの開発

東京大学 情報処理振興事
業協会

インターフェー ス 創造活動支援 創造活動支援のための人間一機械系の研

究

堀 浩一 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

インターフェー ス 知識共有 人間一計算機共同知識シェアリング方式
による組織知能の研究

丹羽清 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者 ・研究課
題総 覧

知能情報学

インターフェー ス 聴覚情報 ユー ザ ・インターフェース と聴 覚 情 報 の研

究

細谷多聞 筑波大学 芸術学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム

学

インターフェース 非 言8吾コミュニケ ー

ション

人間の思考と非言語的コミュニケーション

に関する研究
伊藤毅志 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

インターフェース 文字処理 手書き線画からの筆順情報の復元に関
す研究

ハン ・トン 電気通信大学 大学院情報システム
学研究所

* 研究者 ・研究課
題総覧「一 「一 「

情報通信工学

インターフェース 文字認識 手書き文字の認識に関する研究 川原田弘 東京工業大学 精密工学研究所 知能化工業部門 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

2



総括表
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L F.
H同 ・受託 研 究

インターフェー ス 文字認識 文書認識システムにおける研究 後藤英昭 東北大学 工学部 電気工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

インターフェー ス 文字認識
1

高精度手書き文字認識システムの構築 根本義章 東北大学
1

大学院情報科学研

1究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

システム CAl
1

マルチメディア環境におけるCAl 成田誠之助 早稲田大学 理工学部 情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
システム CASE

I

CASEツ ールの研究 木村耕 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム CG基 盤システム ホモトピーモデルによるCG基 盤システム

技術開発
東京大学 情報処理振興事

業協会
デジタル プラネットインスティテユー ト、

(株)モノリス 、会津 大 学 、東京 大 学

システム DB 情報ネットワーク環境におけるデータベー
スシステムに関する研究

春本要 大阪大学 工学部 情報システム工
学科

研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

システム DB データ駆動パラダイムによるデータベース
処理システムに関する研究

許炎 大阪大学 工学部 情報システム工

学科

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム DB 次世代データベースシステムの研究 北川博之 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム DB タンパク質立体構造データ検索への演鐸

データベースの応用

佐藤賢二 東京大学 医科学研究所附属ヒ
トゲノム解析センター

ヒトゲノム解析セ

ンター

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム DB 全文データベース検索に関する研究 小澤宏 東京大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

システム DBMS 拡張可能データベース管理システム 山 ロ和紀 東京大学 教養学部 基礎科学科第二 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム RDB基 盤システム 基幹系・情報系の両方に適応可能なRD
B基 盤システムの開発

名古屋大学 情報処理振興事
業協会

国際頭脳産業株式会社、名古屋ソフト

ウェアセンター、名古屋大学
システム インタラクティブ ・シス

テム

インタラクティブ ・システム 西村俊和 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム オブジェクトDB エージェント思考スクリプト言語を用いた

移動計算機向けの永続オブジェクトデー
タベース

大森匡 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

システム オブジェクト指向DB 演鐸オブジェクト指向データベースに関す

る研究

横田一正 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム オブジェクト指向DB 演鐸オブジェクト指向データベース 牛島和夫 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム グラフ変換システム グラフ変換システムとその設計 河原康雄 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム グループウエア グループウェア,協 鯛作業の支援 松下温 慶慮義塾大学 理工学部 計測工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

システム ゲノム解析DB ゲノム解析のためのデータベースに関す

る研究

高木利久 東京大学 医科学研究所附属ヒ

トゲノム解析センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム ディクテーションシス

テム

日本語ディクテーションシステムに関する

研修
牧野正三 東北大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム テキストDB テキストデータベースシステム 井上仁 九州大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

システム フアジイ ファジィシステム 萩原将文 慶応義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

システム ファジィDB ファジィデータベースとファジィ情報検索 宮本定明 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム フォール トトレランス ロバス トフォール トトレラントディジタルシ

ステム

羽生貴弘 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム プログラム監視システ
ム

高性能プログラム監視システム 宇都宮公訓 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

3
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システム

一　 一

マルチエージェントシ

ステム

大規模データベースを用いた多エージェ

ント系の行動シュミレーション

大森匡 電気通信大営 大学院楕罷 ステム
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

システム マ ルチエージェントシ

ステム

組織の概念に基づくマルチエージェントシ
ステムに関する研究

小野良司 東北大学 電気通信研究所 情報通信システ
ム研究分野

研究者 ・研究課

題総覧

.

情報システム
学

システム マルチメディアDB マルチメディア・データベースシステムに

関する研究

清木康 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究躁

題総覧

計算機科学

システム マルチメディアDB マル チメディアデー タ・ベ ースシステム 北川高閣 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム マルチメディアDB マル チメディアデー タベース 柳沼良知 東京大学 生産技術研究所 電子演算工学 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学
'

'

システム マルチメディアDB マル チメディアデー タベース 坂内正夫 東京大学 生産技術研究所附

属概念情報工学研
究センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

システム マルチメディアDB マルチメディア地図の構築とその応用 坂内正夫 東京大学 生産技術研究所附

属概念情報工学研
究センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

システム マルチメディアDB マルチメディアデータベースシステムに関

する研究

石垣久四郎 東北大学 電気通信研究所 情報通信システ
ム研究分野

研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

システム マルチメディアDB マルチメディア(画像,動 画像 音声)デー

タベースの研究

林世紀 北海道大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム レスポンシブシステム レスポンシブシステムの設計と分析 菊野亨 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム ロボ ット ロボットエレクトロニクスシステム 亀山充隆 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 意思決定支援システ
ム

意思決定支援システムに関する研究 柴直樹 東京工業大学 工学部 経営システム工
学科

研究者 ・研究腺・
題総覧

計算機科学

システム 移動ロボット 移動ロボットの研究 久野義徳 大阪大学 工学部 電子制御機械工
学科

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム 移動 ロボット 複数感覚をもった移動ロボット 大西昇 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

システム 遺伝子情報DB 遺伝子情報データベースの構成方式に関
する研究

松田秀雄 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

システム 遠隔医療システム 遠隔医療情報システムの開発 湊小太郎 京都大学 医学部附属病院 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

システム 遠隔医療システム 遠隔医療情報システムに関する研究 工藤俊彦 北海道大学 医学部附属病院 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

システム 画像DB 階層的画像データベース 安田靖彦 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

システム 画像DB 画像データベースシステム 成田誠之助 早稲田大学 理工学部 情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

システム 回像管理システム 医用画像管理システムの実用化に関する

研究

小森優 京都大学 医学部附属病院 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

システム 画面DB 場面解析に基づく画面データベース 角田達彦 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

システム 学習システム 実世界を把握できる推論、学習システム
に関する研究

大澤幸生 大阪大学 基礎工学部 システム工学科 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

システム 学習支援 対話的学習支援環境 桑田正行 電気通信大学 電気通信学部 電子工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 管理システム 研究開発マネジメントシステムの研究 丹羽清 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学 〉

システム 機械翻訳 単語接続情報を利用した機械翻訳 栃内香次 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学
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総括表

分野 細 目 研究テーマ 氏名 大学 学部等 学!科等 文献 分冊 共同・受託研究
システム 記憶システム ディスクアレイ 喜連川優 東京大学 生産技術研究所附

属概念情報工学研

究センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 記憶システム 大規模アーカイバ 喜連川優 東京大学 生産技術研究所附

属概念情報工学研
究センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 記憶システム 光ディスクファイリングによる病歴管理 山内一信 名古屋大学 医学部附属病院 医療情報部 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
システム 教育支援システム 分散環境における教育支援システムに関

する研究
山井成 良 大阪大学 大型計算機センター * 研究者・研究課

題総覧
情報システム
学

システム 金融情報システム
一

金融情報システム 真田英彦 大阪大学 経済学部 経営学科 研究者・研究課
題総覧

情報システム
学

システム 計測システム 計測システムの研究 野村由司彦 名古屋大学 大学院工学研究科 *

　 -

研究者・研究課
題総覧

知能情報学

システム 交通情報システム 交通運輸情報システムの研究 有澤誠 慶慮義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 交 通量 シミュレータ オブジェクト指向型交通流シュミレ一夕ー 影澤政隆 東京大学 生産技術研究所 情報処理工学 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

システム 工事管理システム 写真測量による工事管理システムに関す
る研究

村井俊治 東京大学 生産技術研究所 第5部 全国大学研究機

関ガイドブック

日本道路公団

システム 三次元オブジェクト機

能合成システム

三次元オブジェクト機能合成システムに

関する研究
岡田義広 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧
情報システム
学

システム 視覚代行システム 盲人用視覚代行システム 大西昇 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム 自然言語生成システ
ム

高品質 自然言語生成システム 徳永健伸 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム 自律 ロボ ット 自律ロボット集団による協鯛動作制御シ
ステムに関する研究

水野裕識 早稲田大学 情報科学研究教育
センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム 手術支援 計算機手術支援 田村進一 大阪大学 医学部附属バイオメ

ティカル教育研究セ
ンター

* 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

システム 書籍読み上げシステ
ム

視覚障害者のための書籍読み上 げシス

テムの開発
阿曽弘具 東北大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

システム 情報システム 医学研究に関連する情報システムの構築 木内貴弘 東京大学 医学部 健康科学・看護
学科

研究者・研究課
題総覧

知能情報学

システム 情報ベースシステム 自己組織型情報ベースシステムの設計 ・

開発
藤原嬢 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

システム 情報ベースシステム 材料研究開発用情報ベースシステム 藤原膿 筑波大学 電子・情報工学系
・

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

システム 情報化学システム 情報化学システムCGSの 開発 内野正弘 東京工業大学 資源化学研究所 * 研究者・研究課

題総覧

情報システム
学

システム 情報検索システム スペクトル情報検索システムに関する研

究
鈴木功 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題麹 覧

知能情報学

システム 診断支援システム コンピューター診断支援に関する研究 池田充 名古屋大学 医学部附属病院 医療情報部 研究者・研究課

題総覧

情報システム

学
システム 診断支援システム 内科疾患診断治療支援システムの構築 山内一信 名古屋大学 医学部附属病院 医療情報部 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
システム 図書館情報システム 図書館情報処理システムに関する研究 石垣久四郎 東北大学 電気通信研究所 情報通信システ

ム研究分野
研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 推論システム ドット記法とイズア関係に基づく推論シス
テム

塚本昌彦 大阪大学 工学部 情報システム工
学科

研究者 ・研究課

題墜 覧

情報通信工学

システム 推敲支援ツール 日本語文章推敵支援ツールの開発研究 牛島和夫 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学
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総括表

分野 細目
ぺ べ 「

s 氏名 大学 学 部 等 べ 学科等
'文 献 分冊 、,共 同 ・受託 研究

システム 数式処理システム 数式処理システムの開発 佐 々木建昭 筑波大学 数学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 制御系開発支援 制御系開発のためのコンピュータ支援環
境

河田恭郎 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

システム 性能評価 通信システムの性能評価 樹下行三 大阪大学 工学部 応用 自然科学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

システム 性能評価システム 性能評価システムに関する研究 河野浩之 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

システム 生産システム 生産システム国際比較研究 中根甚一郎 早稲 田大学 システム科学研究所 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

システム 生産システム マンーマシーンシステムとしての生産シス

テム研究

中根甚一郎 早稲田大学 システム科学研究所 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

システム 生産情報システム 生産情報システム 金沢孝 腹癒義塾大学 理工学部 管理工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

システム 生体センサー 生体ミメティックセンサーシステム 大西昇 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム 知識処理 FAシ ステムにおける知識処理に関する研

究

一階良知 大阪大学 工学部 情報システム工
学科

研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

システム 知識表現システム プログラム変換に基づく知識表現システ

ムの構築
赤間清 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 知的DB データマイニング(知識獲得機能つき関係

データベースシステムの構築)

東京大学 情報処理振興事
業協会

日本アイ・ピー・エム株式会社、東京大

学、神戸商科大学、大阪電 気通信大学、
スタンフォード大学

システム 地域情報システム 地域情報システム「おいうえあ」 菊池豊 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 地球環境DB 地球環境データベースに関する研究 根本利弘 東京大学 生産技術研究所附

属概念情報工学研
究センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

システム 地理DB 地理データベース 上林彌彦 京都大学 工学部附属高度情
報開発実験施設

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

システム 地理情報システム 地理情報システムに関する研究 松岡公二 東京理科大学 経営学部 経営学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

システム 適応情報システム 適応情報システム 渡辺俊典 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

情報システム
学

システム 電子カルテシステム 電子カルテシステムの開発 池田充 名古屋大学 医学部附属病院 医療情報部 研究者・研究課

題総覧

情報システム

学

システム 電子図書館 電子図書館システム 長尾真 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

システム 病院情報システム 病院情報システムに関する研究 高橋隆 京都大学 医学部附属病院 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

システム 病院情報システム 病院情報システムの構築 工藤俊彦 北海道大学 医学部附属病院 *

システム 病院情報システム 総合医療情報システムの構築病院情報
システム

山内一信 名古屋大学 医学部附属病院 医療情報部 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

システム 複雑システム 複雑システムに関する研究 古橋武 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究 者・研究課

題総覧

知能情報学

研究者・研究課
題総覧

情報システム
学

システム 分散DB 分散協調型データベースシステムの研究 宮崎正俊 東北大学 大学院情報科学研
究科

*

システム 分散システム 分散システムにおける動的負担分散に関

する研究

山井成良 大阪大学 大型計算機センター * 研究者・研究課

題総 覧

情報システム

学

システム 分散システム 分散情報システムに関する研究 箱崎勝也 電気通信大学 大学院情報システム*研 究者・研究課 情報システム学研究科 題総覧 学
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総括表
.ま村寺

分野 細 口 大 学 学部 、、 ・'又 献 .一 堂翫研究

システム 文書作成支援 技術文章作成支援統合環境
正名

桑田正行 電気通信大学 電気通信堂部 電子工学科 研究者・研究 果

題総覧

分冊
計算機科学

システム 文章推敲支援システ
ム

1

日本語文章推敲支援システムに関する研

究
菅沼明 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

システム 並列DB

I

関理型並列データベースシステムに関す

る研究

清木康 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

計算機科学
I

I

システム 並列DB 並列データベースアーキテクチャ 喜連川優 東京大学 生産技術研究所附

属概念情報工学研

究センター

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

システム 並列分散システム 並列分散システム 渡辺俊典 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総覧
情報システム
学

1

システム 並列分散システム 並列分散コンピュータシステム 曽和将容 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

システム 問題解決システム 自律型問題解決システムの研究 山内平行 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

システム 離散システム 離散システムシュミレーションの並列処理 成田誠之助 早稲田大学 理工学部 情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
システム 連想記憶システム 脳をモデルにした連想記憶システムの概

念設計
長谷川勝夫 名古屋大学 大学院 多元数理科学研

究所
研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

ネットワー ク ATM ATM網 のトラピック解析 小松雅治 大阪大学 工学部 応用自然科学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワー ク ATM 光ATMネ ットワークの構築に関する研究 戸出英樹 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワー ク ATM ATM網 におけるバーチャルバス容量可

変制御方式
馬場健一 大阪大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワー ク ATM ATMネ ットワークに関する研究 山本幹 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワー ク ATM ATM交 換 ネットワーク 西藤忠男 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワー ク lSDN 広帯域ISDNの アーキテクチャ開発 岡田博美 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワー ク lSDN 広帯域総合網における放送型トラピック
の制御

戸出英樹 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワー ク lSDN 広帯域総合網における交換機アーキテク
チュアに関する研究

戸出英樹 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワー ク lSDN 広帯域ISDNに おけるトラピック制御に関

する研究

村田正幸 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワー ク LAN 高速 ロー カル エリアネ ットワーク 西藤忠男 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワー ク アーキテクチャ 光波通信網アーキテクチャに関する研究 尾家祐二 奈良先端科学
技術大学院大
学

情報科学センター 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワー ク インターネット インターネット上の仮想組織に関する研
究

小春新一 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

ネットワー ク インターネット インターネットワーキングに関する研究 松延栄治 九州大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワー ク インターネット インターネットの経路制御 加藤朗 東京大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究標

題総覧

情報通信工学

ネットワー ク インターネット インターネットにおけるマルチメディア伝

送

石田晴 久 東京大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧
計算機科学

ネットワー ク インターネット インターネットによる教育・会鰻のための
やわらかい発想支援環境

東北大学 情報処理振興事
業協会

東 北大 学 、千 葉工 大 、鹿児 島 大 、沖 電 気

工 業株 式 会社 、サ イエンテイア、FEF、

UCLA
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総括表

'a工 ・一 目
】

拳 丘.1竺 守 髄 分鼎■ 一 ・ 一一各 宇 部 等_.、.

ネ ットワーク インターネット

.一'直 」 、

インター ネット上 の新 しいバ ー チャル コミュ

ニケ ーションシステム

一に学

立命館大学

一.、

情報処理 辰興事
業協会 社オージス総研、大 日本スクリーン株式

会社、株式会社システム・ディ、キステム

株式会社、情報技術開発株 式会社、日

本写真印刷株式会社
ネ ットワーク コミュニケ ーション El6ctronicN6tworkCommunication Buda,Janusz 早稲田大学 商学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学
1

ネ ットワーク コンピュータ・ネット

ワーク

コンピューター ネットワーク 太田昌孝 東京工業大学 総合情報処理セン

ター`

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

ネ ットワーク コンピュータ・ネット

ワーク

コンピュータネ ットワーク 三谷和史 北海道大学
丁

工学部 * 研究者・研究課

題総覧
情報システム
学

1

ネ ットワーク ニューラルネ ットワー

ク

ニューラル ネットワーク 萩原将文 慶応義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

ネ ットワーク ニューラルネ ットワー

ク

ニューラルネットワークによる調音モデル

の構築
橋本清 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

ネ ットワーク ネットワーク管理 情報ネットワークの管理知識獲得に関す

る研究

河野浩之 京都大学 工学部
`

* 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

ネ ットワーク ネットワーク管 理 情報ネットワーク統合化への知的マネー
ジメントに関する研究

高橋豊 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学
1

ネ ットワーク ネットワーク管理 情報ネットワークの管理知識 獲得に関す

る研究

高橋豊 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通侶工学

ネ ットワーク ファイル共有 計算機ネットワークにおけるファイル共有
方式

岡田稔 名古屋大学 情報処理教育セン
ター

* 研究者・研究課
題総覧

情報システム
学

ネ ットワーク マルチメディア コンピュータ・ネットワーク上でのマルチメ

ディア処理に関する研究

安田孝美 名古屋大学 情報文化学部 自然情報学科 研究者・研究課

題総覧

情報システム
学

ネ ットワーク マルチメディアネット

ワーク

マルチディア情報通信ネットワークのモデ

ル化と性能評価
高橋豊 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワーク マ ルチメディアネット

ワーク

ATM公 衆網におけるビデオ・オン・デマン

ドサービスの実現性に関する検討

馬場健一 大阪大学 情報処理教育セン
ター

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワーク マルチメディアネット

ワーク

マルチメディアネットワーキングに関する

研究

村上孝三 大阪大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワーク マルチメディアネット

ワーク

統合マルチメディアネットワークの構築 坂ロ瑛 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワーク ル ーティング 通信ネットワークにおける最適静的ルー

チング

張勇兵 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

ネットワーク 移動 連続移動空間に対するネットワーク環境
の研究

慶応義塾大学 情報処理振興事
業協会

ネットワーク 医学応用 コンピューター ネットワークの 医学 応 用 木内貴弘 東京大学 医学部 健康科学 ・看護
学科

研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

ネットワーク 管理 バーチャル管理空間による大規模ネット

ワークの管理運用システム
東北大学 情報処理振興事

業協会
富士ゼロックス情報システム株式会社、
NＴ「データ通信株式会社 、東北大学

ネ ットワーク 管理 広域ネットワークにおける管理支援システ
ムの設計と実相

岡山聖彦 奈良先端科学
技術大学院大
学

情報科学研究科 情報システム学 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネ ットワーク 記憶システム フォールトトレラントネットワークの設計と

分析

菊野亨 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

ネ ットワーク 計算機 計算機網システムに関する研究 海老原義彦 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネ ットワーク 光 光情報 ネットワークの研究 村上孝三 大阪大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネ ットワーク 航空通信 航空通信ネットワーク 本山澄夫 東京大学 先端科学技術セン
ター

社会・科学技術
相関大部門

研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

■
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総括表

分野 細 目
1

1大字.・ ・.学 部 等 、 学科等 文献 分 冊..11'じ 共 同 ・妥1托研究

ネットワーク 高速 ネットワーク 高速ネットワークに関する研究 宮原秀夫 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワーク 性能評価 超高速ディジタルネットワークの性能評価
に関する研究

池 田博昌 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワーク 性能評価 多重サービス高速通信ネットワークの性

能評価
高木英明 筑波大学 社会工学科 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワーク 設計 ネットワーク設計法 西藤忠男 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

ネットワー ク 通 信 ネットワーク ディジタル通信ネットワークに関する研究 笹瀬巌 庭藤義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

ネットワー ク 分 散 ネットワーク 分散型高速情報ネットワークシステム の
構築

根本義章 も 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

ネットワー ク 無 線 ネットワーク 無線情報ネットワークに関する研究 山本幹 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 DSPコ ンパ イラ DSPコ ンパ イラ 杉野暢彦 東京工業大学 工学部 電子物理工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

計算機 LSl 解析木インタプリタのLSIア ーキテクチャ
の研究

板野肯三 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS 可変性能を提供するオペレーティングシ
ステムの研究

谷口秀夫 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS 分散オペレーティングシステムの設計と

実現

加藤和彦 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 OS 分散オペレーティングシステムに関する研

究

芦原評 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS 超並列オペレーティングシステムの研究 大沢範高 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS オブジェクト指向分散オペレーティングシ
ステムの設計と実現

清水鎌太郎 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS 分散リアルタイムオペレーティングシステ
ムの設計と実現

清水謙太郎 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課
題総 覧

計算機科学

計算機 OS 超並列計算機用のOSに 関する研究 柴山悦哉 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 OS オペレーティングシステム 猪原茂和 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS マルチプロセッサのためのリアルタイムO

S
高田広宣 東京大学 大学院理学系研究

科
* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS リアルタイムOS仕 様の標準化 高田広章 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS 分散オペレーティングシステムに関する研

究
益田隆司 東京大学 大学院理学系研究

科
理学系研究科長 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 OS 日本8吾環境を重視したオペレーティング

システムの研究

宮崎正俊 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課

題総 覧

情報システム

学
計算機 VLSl ∨LS|システム設計手法とその支援技術 安浦寛人 九州大学 大学院総合理工学

研究科
* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 VLSl VLSI設 計の形式的導出 吉田紀彦 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 VLSl VLSIの テストに関する研究 梶原脆司 大阪大学 工学部 応用自然科学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 VLSl VLS|の 設 計 とテス ト 樹下行三 大阪大学 工学部 応用自然科学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ ハードウェアの論理設計 上林彌彦 京都大学 工学部附属高度情
報開発実験施設

* 研究者・研究課

題総覧
情報システム
学
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総括表
虐

_.,」,・ 一・.～マ .』虚空i 、 学 科 笛窒堂 1…文 献 共同・受託研究細_・」F分 野

計 算 機 アーキテクチャ 超並列計算機アーキテクチャ

.一名'

中 島 浩 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ
1

並列画像理解 のためのアーキテクチャ 谷ロ倫一郎 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

計算機 アーキテクチャ
1

超並列コンピュータアーキテクチャの研究 雨宮正人 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ
1

高信頼な計算機アーキテクチャに関する

研究

谷ロ秀夫 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ 並列処理アーキテクチャ 笠原博徳 早稲田大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ データ駆動プロセッサに関する研究 岩田誠 大阪大学 工学部 情報システム工

学科

研究 者・研究課
題総覧

情報システム
学

計算機 アーキテクチャ 計算機アーキテクチャ 中澤喜三郎 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ 大規模科学技術計算向けのプロセッサ

アーキテクチャ

中村宏 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究 者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ 計算物理学用超並列計算機のアーキテ
クチャ

中村宏 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ データ駆動型超並列コンピュータアーキテ

クチャ

西川博昭 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題墜 覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ 超並列計算機アーキテクチャに関する研

究

朴泰祐 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ 計算機アーキテクチャ 阿部公輝 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ 進化的計算論による神経回路網の自動

設計

長尾智晴 東京工業大学 工学部 像情報研究施設 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

計算機 アーキテクチャ 非同期式プロセッサのアーキテクチャに
関する研究

上野洋一郎 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ プ ロセッサ ・アー キテクチャ 田中英彦 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究 者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ ポストバイナリエレクトロニクスを目指した
次世代収集回路

樋口龍雄 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

計算機 アーキテクチャ 複数の命令パイプラインを持つ計算機

アーキテクチャに関する研究

片平昌幸 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ 多値集積システム 亀山充隆 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ コンピュータアーキテクチャに関する研究 小林広明 東北大学 大学院情報科学研

究科 ・

* 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

計算機 アーキテクチャ 計算機設計の論理的研究 中村維男 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

研究者・研究課
題総覧

知能情報学計算機 アーキテクチャ シンセティック・メディア ・アーキテ クチャ 「

インテ リジェント・パ ッド」

田中嬢 北海道大学 工学部 *

計算機 アーキテクチャ トランス ・メデ ィア ・アー キテクチャ 田中醸 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課

題総 覧

知能情報学
一

研究者・研究課

題総 覧

知能情報学計算機 アーキテクチャ 並列分散処理システムに関する研究 高井昌彰 北海道大学 大型計算機センター *

計算機 アーキテクチャ 計算機アーキテクチャ 市川周一 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

計算機 カード型機器 lCカ ー ド、光 カー ドに関 する研 究 高橋隆 京都大学 医学部附属病院 * 研究者・研究課

題総 覧

情報システム

学

計算機 コンパイラ 並列化コンパイラ 笠原博徳 早稲田大学 理工学部 電気工学科
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研究者・研究課 計算機科学

題総覧
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総括表

釦 日...1.. ト. 学鎚5'・.苦 郎 等.「 』11
.iF .・ 州 －P竪 駐 研 究 ・,

コンパイラ マル チプ ロセッサ システム 用Fortran自 動

並 列化 コンパ イラに関 す る研究

吉田明正 早稲 田大学 理工学部 電気工学科 坑課
題総覧

計算機 コンパイラ コンパイラ生成系 中田育男 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 コンパイラ コンパイラエンジニアリング 渡邊担 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

計算機 コンパイラ 属性文法に基づくコンパイラ生成系 佐々政孝 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 コンピュー タ・ビジョン コンピュータビジョン 大田友一 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

計算機 コンピュータ・ビジョン コンピュータビジョンにお ける3次 元復 元 工藤博幸 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

計算機 コンピュータ・ビジョン コンピュータ・ビジョンに関 す る研 究 吉江修 東京理科大学 理学部第一部 応用物理学科 研究者 ・研究課

題総覧
計算機科学

計算機 コンピュータ・ビジョン コンピュー タビジョンの 研究 野村由司彦 名古屋大学 大学院工学研究科 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

計算機 システムログ システムログ情報の解析 中川雅子 東京大学 物性研究所 共通実験室 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 システムログ ワークステーションにおけるログ情報解析
プログラムの作成

中川雅子 東京大学 物性研究所 共通実験室 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 システム解析 分布関数の逐次近似法による確率システ

ム解析ソフトウェア
東京大学 工学部 情報処理振興事

業協会
株式会社アライドエンジニアリング、東京

大学工学部
計算機 システム管理 分散計算機システムの管理手法 前野年紀 東京工業大学 総合情報処理セン

ター

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 スーパ ーコンピュータ ス ーパ ーコンピューティング 國枝義敏 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 スーパ ーコンピュータ マ ルチプ ロセッサスー パー コンピュータ上

で のFORTRANプ ログラムの マクロデー

タフロー 処理

合 田憲人 早稲田大学 情報科学研究教育
センター

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 スーパ ーコンピュータ ス ーパ ーコンピューターによる起 高 速 トラ

ピックシュミレーション
清水修 東京大学 工学部附属総合試

験所
電気方面研究室 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 スーパ ーコンピュータ 計算機代数(数式処理)スーパーコン
ピューティング

村 尾裕 一. 東京大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

計算機 スーパ ーコンピュータ 脳構造化スーパーコンピュータの研究 中村維男 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 スーパ ーコンピュータ スーパーコンピューターの性能評価に関
する研究

永井亨 名古屋大学 大型計算機センター 研究開発部 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 スーパ ーコンピュータ 脳構造化スーパーコンピューターの研究 長谷川勝夫 名古屋大学 大学院 多元数理科学研
究所

研究者 ・研究課

題総 覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア ソフトウェア工学に関する研究 古川善吾 九州大学 情報処理教育セン
ター

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア 分散システム向け動的非構造格子生成
/行 列処理の基盤ソフトウエアの開発

神奈川大学 情報処理振興事
業協会

株 式会社トウール社、神奈川大学、図書

館情報大学、富士総合研究所
計算機 ソフトウェア データ駆動形ソフトウェア及びハードウェ

ア
寺田浩昭 大阪大学 工学部 情報システム工

学科一

情報工学科

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 ソフトウェア ソフトウェア品質保証技術に関する研究 楠本真二 大阪大学 基礎工学部 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア オブジェクト指向ソフトウェアの設計と評

価に関する研究
辻野嘉宏 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア オブジェクト指向ソフトウェアの設計と評
価に関する研究

都倉信樹 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧
計算機科学

計算機 ソフトウェア ソフトウエア ・パ イプライニング 山下義行 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学
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総括表

分野
■ 濠 ■ 　学部宜.. 今頃d笛1 分冊 井筒 ・受託研究1」

w.ハ ■ マ 氏名 T■
・ 文 献.'・' 　.』`,■自 ∧ 手

計算機 ソフトウェア 時相属性文法 山下稜行 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア ソフトウェアの再構築 木村耕 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア 並列計算機のシステムソフトウェアに関す
る研究

弓場敏嗣 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア ソフトウェアの設計法の研究 佐伯元司 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア 正確な色再現が可能な遠隔医療TVシ ス

テム用 ソフトウェアの開発

東京工業大学 情報処理振興事
業協会

計算機 ソフトウェア 電脳強化環境基盤ソフトウェアの研究・開
発

東京大学 情報処理振興事
業協会

社団法人トロン協会、東京大学、東京工
業大学、三菱電機株式会社、富士通株

式会社、株式会社日立製作所、株 式会

社東芝、日本電気株式会社、松下電工

株式会社、新菱冷熱工業株式会社、矢
崎総業株式会社

計算機 ソフトウェア ソフトウェア基礎 栗原正仁 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア 計算機援用ソフトウェア工学 山本晋一郎 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学計算機 ソフトウェア ソフトウェア再利用に関する研究 阿草清磁 名古屋大学 工学部 情報工学科

計算機 ソフトウェア ソフトウェアの形式仕様 阿草消磁 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウエアテス ト ソフトウェアテスト法の研究 古川善吾 九州大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェアプ ロセス ソフトウェアプロセスの実用化 東野輝夫 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 ソフトウェア開発 メタフォリカル・メンタルモデルによるソフト

ウェア開発環境

長谷英明 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

計算機 ソフトウェア開発 プログラム設計書推敵支援方法の研究 牛島和夫 九州大学 工学部 情報工学科 全国大学研究機

関ガイドブック

日本電信電話㈱技術方法センター

計算機 ソフトウェア開発 知識に基づくソフトウェア開発に関する研

究

牛島和夫 九州大学 工学部 情報工学科 全国大学研究機

関ガイドブック

㈱ エイ・ティ・アール 通 信システム 研 究 所

計算機 ソフトウェア開発 ソフトウェアとハードウェアの設計と検証
の形式的手法

谷口健一 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発 代数的手法を用いたソフトウェア設計支

援システム

谷口健一 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発 ソフトウェア開発環境に関する研究 権藤克彦 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発 ソフトウェア開発における協調作業支援

の研究

佐伯元司 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発 ソフトウェア生成法の研究 徳田雄渾 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発 知識ベースに基づく言言吾指向エディタ 竹田正之 東京理科大学 理工学部 情報科学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発 ソフトウェアのやわらかい開発環境 白鳥則郎 東北大学 電気通信研究所 情報通信システ
ム研究分野

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発 形式的仕様記述に基づくソフトウェア開発
法に関する研究

濱ロ毅 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発プロ ンプトウェア開発プロセスに関する研究 井上克郎 大阪大学 基礎工学部 情報工学科
セス
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題総覧



総括表

分野 細 目 研究テーマ' 氏名 大学 学部等 学科等 文献 分冊 共同 ・受託研究

計算機 ソフトウェア開発 プロ

セス

ソフトウェア開発プロセスの改善 菊野亨 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発 プロ

セス

ソフトウェア開発プロセスの改善に関する

研究

楠本真二 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア開発保守 ソフトウェア開発保守の計算機 支援環境
に関する研究

鯵坂恒夫 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

計算機 ソフトウエア設計 ソフトウェア同時協調設計手法 安浦寛人 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ソフトウェア評価 次世代マイクロカーネル研究開発評価プ
ロジェクト

慶慮義塾大学 情報処理振興事
業協会

計算機 ソフトウェア評価 ネットワーク上で統合された代数仕様言

8吾環境の研究開発

東京大学 情報処理振興事
業協会

株式会社三菱総合研究所、北陸先端科

学技術大学院大学、東京大学、株式会
社SRA、 日本ユニシス株式会社、日本

電気株式会社、株 式会社管理工学研究

所、株式会社 日立製作所、オックス
フォード大学、SRIイ ンターナショナル、

ミュンヘン大学

計算機 ソフトウェア理論 プログラム従属性理論 乃村能成 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 ソフトコンピューティン

グ

ソフトコンピューティングに関する研究 古橋武 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

計算機 データ構造 オブジェクト指向データの記憶階層アーキ

テクチャの研究

大森匡 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

*' 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

計算機 トランザクション処理 トランザクション処理 猪原茂和 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ネ ットワーク 計算機ネットワーク 松下温 慶応義塾大学 理工学部 計測工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ネットワーク 高速 度 コンピュー タネットワー キング 山本願人 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 ハ ー ドウエア ハー ドウエア 安浦寛人 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 バ イオコンピューティ

ング

無配線バイオコンピューティングシステム
に関する研究

青木孝文 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 パターン認識 超高速パタンマッチングと応用のための

ソフトウェア開発

茨城大学 情報処理振興事
業協会

株式会社ひたちなかテクノセンター、茨

城大学、茨城 日立情報サービス株式会

社、カンタベリー大学、アラバマ大学
計算機 フォール トトレランス フォー ル トトレランス 南谷崇 東京工業大学 大学院情報理工学

研究科
* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プラットフォーム ビジネスオブジェクトによる統合的経営管

理プラットフォーム

慶康義塾大学 情報処理振興事
業協会

オブジェクト デザイン ジャパン株式会

社、慶1憲義塾大学、日本フュージョンシ
ステム株式会社、さくら総合研究所、株

式会社創研プランニング、新 日本製鐵株
式会社、三井造船株式会社

計算機 プラットフォーム 科学/工 学向け仮想実験環境構築のため
のプラットフォーム

北陸先端科学
技術大学院大
学

情報処理振興事
業協会

株式会社構造計画研究所、株 式会社三

菱総合研究所、北陸先端科学技術大学
院大学、株式会社数理システム、株式会

社関西新技術研究所、パデュー大学

計算機 プログラミング システムプログラム 國枝義敏 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 並列プログラミング言語 鶴田直之 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学
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総括表

分 野 』 細 目 研 究子 一マ ベ 氏名 大学 学 部 等 ・ 学科等 文献 分冊 妻問 ・受託研究

計算機 プログラミング 帰納的論理プログラミング 廣渡栄寿 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

計算機 プログラミング 超並列オブジェクト指向プログラミング言
8吾の研究

天野浩文 九州大学 大型計算機センター * 研究者・研究標

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 超並列プログラミング言語の入出力機能
の研究

天野浩文 九州大学 大型計算機センター * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング オブジェクト指向永続プログラミング言語
の研究

天野浩文 九州大学 大型計算機センター * 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 宣言型超並列プログラミング言語の研究 雨宮正人 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学
A

「

計算機 プログラミング 並行瞼理プログラミング 上 田和紀 早稲田大学 理工学部 情報工学科 研究者・研究課

題雀 覧

計算機科学

計算機 プログラミング 自然な仕様記述から実行可能なプログラ
ムを直接生成する方法

岩 田脆 大阪大学 工学部 情報システム工

学科

研究者・研究課

題総覧

情報システム

学

計算機 プログラミング 代数的手法による高信頼性プログラムの
開発 ・検証に関する研究

岡野浩三 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課
題纏

計算機科学

計算機 プログラミング オブジェクト指向プログラミング 首藤勝 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 関数 ・論理型プログラミング 井 田哲夫 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 並列プログラミング 井 田哲夫 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究ぱ

題総 覧__一
研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

計算機 プログラミング 実時間プログラム系の検証 五十嵐滋 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 計算機科学

研究者・研究課

題総覧

計算機科学計算機 プログラミング プログラミングシステム の研究 板野肯三 筑波大学 電子 ・情報工学系 *

研究者・研究課

題総覧

計算機科学計算機 プログラミング 永続オブジェクト管理に関する研究 加藤和彦 筑波大学 電子 ・情報工学系 *

計算機 プログラミング 並列プログラミング 田中二郎 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課

題姪 覧

計算機科学

計算機 プログラミング コード最適化 中田育男 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課

題墜覧

計算機科学

計算機 プログラミング 実時間プログラム系の検証 水谷哲也 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 命令メモリにおけるプログラム ・プリフェッ

チ機構の確立

岡本秀輔 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 統計的論理プログラミング 佐藤泰介 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

研究者・研究課

題総覧

計算機科学計算機 プログラミング 文法プログラミング 松田裕幸 東京工業大学 総合情報処理セン

ター

*

計算機 プログラミング 論理型プログラミング言8吾の研究 山内平行 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

研究者・研究課

題総 覧

計算機科学計算機 プログラミング 完全遅延8平価による関数プログラムの改
善

金子敬一 東京大学 大学院工学系研究

科

*

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

I

l

l

計算機 プログラミング 関数プログラミングに関する研究 武市正人 東京大学 大学院工学系研究
科

*

計算機 プログラミング 並列関数プログラミングシステムの構築 武市正人 東京大学 大学院工学系研究

科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学計算機 プログラミング 並列論理型プログラミングシステムの研

究

近山隆 東京大学 大学院工学系研究
科

*

一

計算機 プログラミングEXPRESS言3吾 の形式的表現 榎本進 東京理科大学 理工学部 情報科学科

14

研究者 ・研究課 計算機科学

題総覧



総括表

分野 細 目 .研 究テーマ 氏名 大学 学部等 学科等 文献 分冊 '='共 同 ・受 託 研 究

計算機 プログラミング 帰納論理プログラミング 大和 田勇人 東京理科大学 理工学部 経営工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 構成的プログラミングに基づぐプログラム

合成,検 証系の設計と計算機における実

装

亀山幸義 東北大学 電気通信研究所 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング プログラム理論 龍田真 東北大学 電気通信研究所 コンピューティン

グ情報理論研究
分野

研究者・研究ぱ

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング 語彙に基づくプログラミング 田中膿 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

計算機 プログラミング 論理形プログラミングにおける型の理論 山本章博 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

計算機 プログラミング 宣言的プログラムの基礎理論の研究 赤間清 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング可視化 プログラム可視化 首藤勝 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング環境 属性文法に基づくプログラミング環境の生
成

佐々政孝 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング郡 吾 プログラミング言語の型理論 大堀淳 京都大学 数理解析研究所 計算機構成研究
部門

研究者・研究課
題纏

計算機科学

計算機 プログラミング言言吾 プログラム言3吾の意味論 櫻川貴司 京都大学 総合人間学部 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言8吾 並列プログラミング言語 中島浩 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総 覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 関数型プログラミング言8吾の研究 南出靖彦 京都大学 数理解析研究所 計算機構研究部
門

研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 データベースプログラミング言語 Subieta,

Kazimbrz

京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言8吾 静的型システムに基づくプログラミング言

語の設計と処理 系の開発

京都大学 情報処理振興事
業協会

沖電気工業株式会社、京都大学、ペン
シルバニア大学

計算機 プログラミング言語 細粒度並列プログラミング言語 に関する
研究

日下部茂 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 並列プログラミング言語 日下部茂 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言8吾 並列分散言語システムの構成 佐藤周行 九州大学 大型計算機センター * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 演鐸・オブジェクト指向データベースプロ
グラミング言8吾に関する研究

Liu,B句iang 大阪大学 工学部 情報システム工

学

研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 プログラミング言語 分散プログラミング言語 に関する研究 加藤和彦 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 並行オブジェクト指向言語とその処理系 久野靖 筑波大学 社会工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言言吾 関数論理型プログラミング言語の計算モ
デルに関する研究

鈴木太郎 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 プログラミング言梧 渡邊担 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究ぱ

題総覧

情報通信工学

計算機 プログラミング言語 仕様から実装までを支援するワイドスペク

トラム官話の般計とその処理 系の実装

河田恭郎 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 大規模分散実時間システム記述言語に

関する研究

高汐一紀 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 計算機言語に関する研究 寺島元章 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学
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総括表

分野 細 目 ・
"正 名 皐

学部等 学科等 文献 一 分 冊 井筒・受託研究
,

　

研 究 ア マ ○

計算機科学計算機 プログラミング言8吾 関数型プログラミング言語の投機 的実行 新田善久 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機 プログラミング言語 投機的実行の優先度による制御 新田善久 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 並列プログラム言8吾の設計と超並列計算
機上の3の 実装

米澤明憲 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 型付き並列オブジェクト指向言語 児玉靖 司 東京理科大学 理工学部 情報科学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言1吾 記号処理用言語の並列実行モデルの研
究

山本強 東北大学 大型計算機センター * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 プログラミング言8吾 構成的プログラミング 佐藤雅彦 東北大学 電気通信研究所 コンピューティン

グ情報理論研究

分野

研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言語 オブジェクト指向言8吾の型推論に関する

研究

坂部俊樹 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング言8吾設

計

関数型言語設計 Garrigue,

Jacques

京都大学 数理解析研究所 計算機構研究部
門

研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 プログラミング支援 並行処理プログラムの開発支援環境 牛島和夫 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 ベクトル処理 ベクトル処理,擬 似ベクトル処理 中澤喜三郎 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

研究者・研究課
題総覧

計算機科学計算機 マイクロプロセッサ 機能メモリを用いた並列プロセッサの研

究

小林和淑 京都大学 工学部 *

計算機 マイクロプロセッサ プロセッサ構成方式 冨田眞治 京都大学 工学部 * 研究者・研究腺 計算機科学

計算機 マ イクロプロセッサ 教育用マイクロプロセッサの開発 安浦寛人 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 マイクロプロセッサ RISCプ ロッセサ ・アー キテクチャに関 する

研 究

石井吉彦 早稲田大学 理工学部 情報学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 マイクロプロセッサ マイクロプロセッサ設計教育に関する研

究

石井吉彦 早稲田大学 理工学部 情報学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 マル チエー ジェントシ

ステム

協鯛処理・マルチエージェントシステムに

関する研究

楢崎修二 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 モバ イル ・コンピュー

ティング

モ ーパ イル ・コンピュー ティング 西村俊和 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

計算機 モバ イル ・コンピュー

ティング

モ ービルコンピューティング 松岡公二 東京理科大学 経営学部 経営学科 研究者・研究課

題総覧

情報システム
学

計算機 援用 計算機援用に関する研究 西川清史 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 共有メモリ 分散共有メモリ 和 田耕一 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 共有メモリ 広域分散共有メモリ 相 田仁 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 協調設計 DSPを 含むシステムを対象としたハード・
ソフト協調設計環境

早稲田大学 情報処理振興事
業協会

早稲田大学、東芝

計算機 教育
　

計算機科学教育の方法 木村泉 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

計算機 光 コンピューティング 多波長光コンピューティングシステムに関
する研究

青木孝文 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

研究者 ・研究課

題違 覧

計算機科学計算機 自動化 自動並列化・自動ベクトル化 國枝義敏 京都大学 工学部 *

計算機 性能評価 計算機の性能評価に関する研究 金田康正 東京大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学
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総括表

分野 細 目 　 .」 　 研 究 テ ー マ,.. 、 ・氏 名.`. 　 ・ 大 学.`..・: ・　 学 部 等 ㌦ 　 　学科等. 文献 1分 冊 　
・ 共 同 ・受 託 研 究 　

計算機 性能評価 コンピュータシステムの性能評価に関す

る研究
古谷千恵 東京大学 生産技術研究所 電子演算工学 研究者 ・研究課

題総覧
計算機科学

計算機 設計 ハードウェアの形式的設計検証 濃 口清治 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 設計 並列処理計算機アーキテクチャの研究 西川清史 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

計算機 設計 ディジタルシステムの高位レベル設計支

援
中村宏 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 設計 計算機の自動設計 中西圭介 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

計算機 設計 計算機アーキテクチャに関する研究 浜田穂積 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 設計 計算機演算法に関する研究 浜田穂積 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学

計算機 設計 ニューラルネットのアーキテクチャーに関

する研究
小杉幸夫 東京工業大学 大学院総合理工学

研究科
精密機械専攻 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

計算機 設計 非同期 式システム設計 南谷崇 東京工業大学
一

大学院情報理工学
研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 設計 自動化 ディジタル回路の設計 自動化 林世紀 北海道大学
一

大型計算機センター * 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 多値回路 多値集積回路に関する研究 青木孝文 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

計算機 多値集積システム 多値集積システム 羽生貴弘 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 多値集積システム デバイスモデルに基づく多値集積システ
ム

Deng,Xiaow8i 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総 覧

計算機科学

計算機 分散システム 分散システムの安全性に関する研究 廣瀬勝一 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総 覧

計算機科学

計算機 分散システム 自律分散システム 鶴 田直之 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

計算機 分散システム 分散システムの分析と設計 に関する研究 谷 口秀夫 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 分散システム 高信頼性分散システムの要求仕様 から
の自動遵 出

岡野浩三 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 分散システム 分散協調システム 谷 口健一 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 分散システム 分散型コンピュータシステムの基礎的研

究
亀田嵩男 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

蹴
計算機科学

計算機 分散システム 分散システムにおける負荷分散 張勇兵 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 分散システム 分散処理システムの設計と評価 岡部公起 東北大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 分散システム 自律的負荷分散システム 野中秀俊 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 分散処理 分散協調処理 上林彌彦 京都大学 工学部附属高度情

報開i匿難 施設
大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
計算機 分散処理 異機種分散処理 相田仁 東京大学 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機
-

分散処理 大規模情報ネットワークの高度応用技術

と開放型分散処理
石田晴 久 東京大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 分散処理 パ ソコン,ワ ー クステーション,大 型 機 によ

る分散 処 理

石田晴久 東京大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学
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総括表
　

皇」`分 野
■ ロ 氏 名 大 学 ・い ぢ 諏 竺 ・

'". .、 字 特 等 文献
　 分 冊.ぬ{

顕 工L」 マ
… 共同・受託研究

大学院理学系研究
科

*

1

計算機科学
`

1

計算機 分散処理 分散 ・並列システム,永 続システム 猪原茂和 東京大学 研究者 ・研究課

題総覧

計算機 分散処理
1

並列 ・分散処理基盤ソフトウェアの開発 東京大学

1

情報処理振興事
業協会

東京大学、京都大学、慶応 大学、早稲 田'

大学、九州大学、並列分散コンソーシア
ム

計算機 分散処理 分散処理 三谷和史 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧
情報システム
学

計算機 分散処理
1

並列・分散処理に関する研究 朝 倉宏一 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 文 字コード 文 字コー ド 太田昌孝 東京工業大学 総合情報処理セン

ター

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並行プログラム 並行プログラムの形式的意味論 結縁祥治 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列コンパイラ 並列コンパイラ 安村通見 慶慮義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列コンパイラ セルラオー トマ トン ・シミュレータ用 並 列コ

ンパ イラの 開発

東京大学 情報処理振興事
業協会

富 士 総合 研究 所 、東 京 大学 、横 浜 国 大 、

アックス、慶 塵 義塾 大 学 、Radf。rd大 学

計算機 並列プログラミング 並列プログラミングに関する研究 萩原兼一 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究 者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列プログラミング プロセス移送を指定する並列プログラム

書法の確立

岡本秀輔 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究ぱ

題総 覧

計算機科学

研究者・研究課

題総覧

情報通信工学計算機 並列化コンパイラ 自動ベクトル化並列化コンパイラに関する

研究

上原哲太郎 京都大学 工学部 *

計算機 並列化コンパイラ 自動ベクトル化 ・並列化コンパイラの研究 津田孝夫 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

計算機 並列計算 並列計算に関する研究 野寺隆 慶慮義塾大学 理工学部 数理工学科 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 並列計算 並行計算の理論 柴山悦哉 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 並列計算 比較器ネットワークの構成戦略 に基づい

た並列計算の効率化に関する研究

神保秀司 東北大学 工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列計算 機能メモリに基づく並列計算の研究 高木直史 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 並列計算機 データ駆動型並列計算機の研究. 弓場敏嗣 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 並列計算機における最適データ転送 岡部奔男 京都大学 大型計算機センター * 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

研究者・研究課

題総 覧

計算機科学計算機 並列処理 並列アルゴリズムと計算複雑さに関する
研究

武永康彦 京都大学 工学部 *

研究者・研究課

題総 覧

計算機科学計算機 並列処理 超並列処理 冨 田眞治 京都大学 工学部 *

研究者・研究課

題総覧

計算機科学計算機 並列処理 マルチプロセッサ上での並列ジョブ間スケ

ジューリング手法

合 田憲人 早稲田大学 情報科学研究教育
センター

*

計算機 並列処理 アプリケーションソフトウェアの並列処理
に関する研究

前川仁孝 早稲田大学 理工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 論理型言語の並列処理方式に関する研
究

松田秀雄 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学計算機 並列処理 分子系統樹の並列生成に関する研究 松田秀雄 大阪大学 基礎工学部 情報工学科

計算機 並列処理 並列処理,超 並列計算機 中澤喜三郎 筑波大学 電子・情報工学系*研 究者 ・研究課 計算機科学題総覧

18



総括表

分野 細 目' 研究テーマ 氏名 大学 学部等 学科等 文 献 ・ 分冊 共同 ・受託研究

計算機 並列処理 並列・VLSI計算 に関する研究 上野修一 東京工業大学 工学部 電気・電子工学
科

研究者 ・研究課

題総覧
計算機科学

計算機 並列処理 並列計算の視覚環境 柴山悦哉 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 関数プログラムの並列実行に関する研究 田中哲朗 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 超並列処理 田中英彦 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 並列計算機における関係データベース間
合せ処理の研究

中野美由紀 東京大学 生産技術研究所 電子演算工学 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 統合並列処理技術の開発 東京大学 情報処理振興事
業協会

東京大学、日本大学、早稲 田大学、東京

理科大学、NEC情 報システムズ、三菱
総合研究所、ブリストル大学

計算機 並列処理 並列処理に関する研究 成富敬 東北大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 並行プロセスの帰納推論 富樫敦 北海道大学 電気通信研究所 音響情報システ
ム研究分野

研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 並列処理プロセッサの研究 有田隆也 名古屋大学 情報文化学部 社会システム情

報学科

研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列処理 並列処理方式に関する研究 島田俊夫 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列処理ソフトウェア 超並列情報処理システムのソフトウェア

に関する研究
清水膝太郎 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学
、

計算機 並列分散システム 並列分散コンピュータシステムに関する
研究

季語 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

計算機 並列分散処理 並列分散処理に関する研究 小林広明 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

計算機 毛筆文字生成 文字の美しさの研究毛筆文字の計算機

による生成
真田英彦 大阪大学 経済学部 経営学科 研究者・研究課

題総覧

情報システム
学

情報処理 3D画 像処理 超音波画像3次 元表示手法の開発 関口博之 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 3D画 像処理 3次 元グラフィックス 冨田眞治 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 3D回 縁処理 物理的変形可能な3次元非定型形状作成
環境の研究開発

慶慮稜塾大学 情報処理振興事
業協会

東京大学、筑波大学、都立科学技術大
学、豊橋技術科学大学、日商エレクトロ
ニクス

情報処理 3D画 像処理 ネットワークにおけるパーチャルスペース
ブラウザシステムの整備

多摩美術大学 情報処理振興事
業協会

平野デザイン設計、三菱マテリアル、多
摩美術大学

情報処理 3D画 像処理 3次 元画像表示 大田友一 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 3D画 像処理 超音波エコー回像 の3次 元表示に関する

研究

大矢晃久 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 3D画 像処理 自由局面処理の基礎技術 山口泰 東京大学 教養学部 自然学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 3D画 像処理 3次元画像処理と表示に関する研究 青木由直 北海道大学 工 学部' * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 3D計 測 光学的3次 元計測法に関する研究 出澤正徳 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 3D計 測 3次元形状の計測と処理 土井淳多 東京大学 農学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 3D物 体認識 アクティブ・ビジョンによる3次元物体の認

識

長尾智晴 東京工業大学 工学部 像情報研究施設 研究者・研究課

題総覧

知能情報学
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総括表

分野 畑目
..■ .研 究 子一マ ・.… 氏 名 パ(、 ,大 学1.1式. 、'■　 学 部 等..・ 学科等 文献 分冊 共同 ・受託研究

情報処理 3D物 体認臓 三次元物体認識 長橋宏 東京工業大学 大学院総合理工学
研究科

物理情報工学専
攻

研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 CG 高度なマルチメディアコンテンツ制作基盤

技術:"自 然"のCG

岩手大学 情報処理振興事
業協会

岩 手 大学 、盛 岡 短期 大 学 、(株)岩 手 電

子計 算センター、(株)ジ ェーエフピー、

三差 システム エンジニア リング(株)

情報処理 CG コンピューターグラフィックスにおける形状
モデリング及びアニメーション製作

李江洪 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

情報処理 CG コンピュー ターグラフィックス 太 田昌孝 東京工業大学 総合情報処理セン
ター

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 CG コンピュー ターグラフィックス 品川壽久 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 CG コンピューターグラフィックスに関する研究 小林広明 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 CG コンピュータ・グラフィックスによる写実的

画像生成に関する研究
安田孝美 名古屋大学 情報文化学部 自然情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

情報処理 CG コンピューターグラフィックスによる質感表

現
横井茂樹 名古屋大学 情報文化学部 自然情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 コンピュー タ・ビジョン 遺伝的アルゴリズムのコンピュータービ

ジョンへの応用に関する研究

斎藤英雄 慶応義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 ディジタルフィルタ パイパーコンプレックス係数をもつディジ

タルフィルタ

高橋進一 慶慮義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 ディジタルフィルタ 多次元ディジタルフィルタ 高橋進一 慶慮義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 データ処理 大量経済統計データのコンピュータ処理 嶺野幸子 北海道大学 経済学部 経営学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

情報処理 ニューラル ネットワー

ク

メカトロニクスにおけるニューラルネット
ワークに関する研究

内川嘉樹 名古屋大学 先端技術共同研究
センター

工学部 全国大学研究機

関ガイドブック

日本電装

情報処理 ニューラル ネットワー

ク

リカレソトニューラルネットワークに関する

基礎的研究

内川嘉樹 名古屋大学 先端技術共同研究
センター

工学部 全国大学研究機

関ガイドブック
松下電器産業㈱

情報処理 パターン処理 パターン照合アルゴリズム 竹田正幸 九州大学 工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 パターン認識 パター ンマ ッチング 井上仁 九州大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 パターン認識 パターン認識に関する研究 加藤博一 大阪大学 基礎工学部 システム工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 パターン認識 視聴覚パターン認識 福島邦彦 大阪大学 基礎工学部 生物工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 パターン認識 パターン認識 小川英光 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 パターン認識 パターン認識 孫寧 東北大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 パターン認識 パターン認識 ・理解に関する研究 石垣久四郎 東北大学 電気通信研究所 情報通信システ
ム研究分野

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 パターン認識 パターン認識に関する研究 工藤峰一 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 パターン理解 パターン理解 狩野均 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者 ・研究課
願総覧

知能情報学

情報処理 パノラマ表現 パノラマ表現に関する研究 石黒浩 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 プログラム理解 プログラム理解システム 宇都官公訓 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 マルチメディア マルチメディア環境の研究 有澤誠 慶慮義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学
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総括表

.分 野 、 細 目 氏名 学部等 学科等 文献 分冊 .共 同 ・受 託 研 究研 究 テー 《 大学
情報処理 モ ーションキャブチヤ 人間の身体活動の視覚情報統合とその

感性情報処理ソフトウェア開発(創造 的
モーションキャブチャ用ソフトウェア開発

中京大学 情報処理振興事
業協会

情報処理 音楽情報処理 音楽における感性情報処理 橋本周司 早稲 田大学 理工学部 応用物理学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 音楽情報処理 音楽情報処理 五十嵐滋 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 音響処理 三次元音空間シュミレーションソフトウェ

ア
早稲田大学 情報処理振興事

業協会
早 稲 田 大学 、千 葉 工業 大 学、(財)イメー

ジ情 報 科学 研 究 所、日本 旧M、 東 芝、 ヤ

マハ 、IAT、ムラタ、ARKSystemsUSA

情報処理 音響生成 コンピュータによる音響生成のアルゴリズ

ム
岩竹徹 慶慮義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 音響知覚 音響知覚 岩竹徹 庭藤義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 音場解析 音場の解析と制御 鈴木陽一 東北大学 電気通信研究所 音響情報システ
ム分野

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 音場解析 音場および音像の制御に関する研究 曽根敏夫 東北大学 電気通信研究所 音響情報システ
ム分野

研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

情報処理 音声言8吾処理 音声言語の認識理解 河原達也 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 音声言語処理 音声言語処理 尾関和彦 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 音声合成 テキスト音声合成 吉 田利信 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 音声処理 意味主導による音声入力文の解析手法
の研究

荒木雅弘 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 音声処理 音声言語処理 小林哲則 早稲田大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 音声処理 音声対話モデル化に関する研究 中里収 早稲田大学 情報科学研究教育
センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 音声処理 音声対話処理の高度化 溝 口理一郎 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門
研究者・研究課
題纏

知能情報学

情報処理 音声処理 錯覚を利用した視覚機能に関する研究 出澤正徳 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 音声処理 対話音声の解析とその音声情報処理へ
の応用

高木一幸 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 音声処理 音声の一般化ケプストラムモデル化の研

究

小林隆夫 東京工業大学 精密工学研究所 知能化光学部門 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

情報処理 音声処理 音声のスペクトル推定 徳田恵一 東京工業大学 工学部 電気 ・電子工学
科

研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 音声処理 音声信号処理 益子貴史 東京工業大学 精密工学研究所 精機デバイス 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 音声処理 音声の知覚的周波数正規化の研究 関本荘太郎 東京大学 医学部附属音声言
言吾医学研究施設

* 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 音声処理 動的な生命感ある音声表現を可能とする
音声処理技術の開発

東京大学 情報処理振興事
業協会

(株)ア ニモ 、日本 音 響研 究 所 、東 京大

学、(株)富 士 通 研究 所 、(株)PFU

情報処理 音声処理 聴覚情報処理過程の研究 鈴木陽一 東北大学 電気通信研究所 音響情報システ
ム分野

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 音声処理 音響的言語情報に関する研究 広重真人 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処 理 音声処理 異言語環境における音声生成音響論の 三木信弘 北海道大学 工学部*研 究者 ・研究課 情報通信工学

研究 題総覧
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総括表
ヂ

学科等 文献 分冊 共 同 ・受 書壬研 究分野 細目 氏久 フ【字 .並 等

情報処理 音声処理
一 ー一

声帯振動のFEMに よる解析 三木信弘 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 音声処理 マッピングを用いた短時間音声分析表 三木信弘 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 音声処理 聴覚機構に基づいた音声処理 梶 田正治 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 音声処理 車載環境下での音声符号化の研究 板倉文忠 名古屋大学 先端技術共同研究
センター

工学部 全国大学研究機

関ガイドブック

日本電装㈱

情報処理 音声認識 探索手法による頑健な音声認識方式 堂下修司 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 音声認識 動的計画法を用いた音声認識の研究 迫江博昭 九州大学 工学部 情報工学科 全国大学研究機

関ガイドブック

㈱エイ・ティ・アール自動翻訳電話研究

所

情報処理 音声認識 多言語音声および方言音声の識別 板橋秀一 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 音声認識 リカレソトニューラルネットワークによる音

声認識

高橋治久 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総 覧

知能情報学

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学情報処理 音声認識 音声強調と雑音環境下における音声認
識に関する研究

小林隆夫 東京工業大学 精密工学研究所 知能化光学部門

情報処理 音声認識 韻律を用いた声音認識 広瀬啓吉 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学
-}

研究者 ・研究課

題総覧_

計算機科学情報処理 音声認識 音声認識に関する研究 外山淳 北海道大学 工学部 *

情報処理 音声認識 音声認識 ・理解システムにおける認臓誤
りの8丁正

栃内香次 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総 覧

計算機科学

研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学情報処理 音声認識 自己組織化ニューラルネットを用いた音

声認識

宮永喜一 北海道大学 工学部 *

情報処理 仮想現実感 Q。S-able仮 想 現 実 システム 早稲田大学 情報処理振興事
業協会

情報処理 仮想現実感 現実世界と仮想空間を融合するウォーク
スルー基盤システム

東京商船大学 情報処理振興事
業協会

lNSエンジニアリング株式会社、東京商

船大学

情報処理 仮想現実感 人工現実感による景観シミュレーション 横井茂樹 名古屋大学 情報文化学部 自然情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 仮想現実感 人工現実感による物体操作 横井茂樹 名古屋大学 情報文化学部 自然情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 可視化 プログラム依存グラフの可視化 蒲池正幸 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

研究者 ・研究課

一題総覧

知能情報学
.
情報処理 可視化 誤りの可視化に関する研究 平嶋宗 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部巴L

情報処理 可視化 可視化プロセスの形式化 川合慧 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者 ・研究課

題総 覧

研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

計算機科学情報処理 可視化 項書換え系の解析,検 証,変 換の視覚的

支援手法

河ロ信夫 名古屋大学 工学部 情報工学科

情報処理 画像計測 応用画像計測 麻生武彦 京都大学 工学部 電子工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学情報処理 画像処理 電磁気 ・物理系の計算機解析 麻生武彦 京都大学 工学部 電子工学科

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学情報処理 画像処理 代数的制的記述に基づく幾何学的情報
の表現と処理

松山隆司 京都大学 工学部 *

研究者 ・研究課

題総 覧

情報システム

学
情報処理 画像処理 運 動体に対するMRIの画像評価 小森優 京都大学 医学部附属病院 *

研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
情報処理 画像処理 医用画像工学に関する研究 湊小太郎 京都大学 医学部附属病院 *
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総括表

分野 細 目 研究テーマ 氏名 大学 学部等 学科等 文献 分冊 共同 ・受託 研究

情報処理 画像処理 ニューラルネットワークを用いた画像理解 鶴田直之 九 州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 画像処理 画像の復元 ・再構成に関する研究 斎藤英雄 慶慮義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 画像処理 多次元ディジタルフィルタの設計と画像処

理への応用

浜田望 慶慮義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 回線処理 最新のニューラルネットワーク手法による
画像知識処理技術の確立

慶慮義塾大学 情報処理振興事
業協会

ニッタン株式会社、腹癒義塾大学、豊田

工業大学

情報処理 画像処理 画像情報処理・符号 化及びその応用 安田靖彦 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 画像処理 画像情報システム 馬場 ロ登 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部 門

研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 画像処理 計算機 トモグラフィーにおける画像再構成 工藤博幸 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 画像処理 画像処理 ・理解 保原信 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総 覧

情報システム

学

情報処理 画像処理 白黒画像の自動着色 安居院猛 東京工業大学 大学院総合理工学
研究科

物理情報工学専
攻

研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学

情報処理 画像処理 多次元ディジタルフィルタの設計と画像処
理への応用

西原明法 東京工業大学 工学部 電子物理工学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 画像処理 超並列画像処理 熊沢逸夫 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

情報処理 画像処理 ニューラルネットを用いた医用画像処理 小杉幸夫 東京工業大学 大学院総合理工学
研究科

精密機械専攻 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 画像処理 回像処理 山下幸彦 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 画像処理 頻回像処理と感性コミュニケーションに関

する研究

金子正秀 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

情報処理 回像処理 科学・工学におけるビジュアリゼション 土井淳多 東京大学 農学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 画像処理 画像処理 品川壽久 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 画像処理 光度画像処理システムの開発 根本義章 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 回像処理 多次元画像処理 工藤純一 東北大学 大型計算機センター * 研究者・研究課
題総覧

情報システム
学

情報処理 画像処理 線形モデルを用いた画像処理法に関する

研究

長谷山美紀 北海道大学 工学部 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

情報処理 回縁処理 ヒルベルト空間論の回縁処理への応用 宮腰政明 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課

題墜覧

計算機科学

情報処理 画像処理 3次元画像処理の研究 谷本正幸 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 画像処理 画像処理、認識 齋藤豊文 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 画像処理 ディジタル画像処理の基礎技法とその医
学応用

岡田稔 名古屋大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者・研究課

題総覧

情報システム

学

情報処理 回線処理 医用画像処理に関する研究 清水昭伸 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 回像処理 解析的画像生成手法の研究 田中敏光 名古屋大学 大型8十算機センター 研究開発部 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 画像情報圧縮 超高精細画像情報圧縮に関する研究 谷本正幸 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学
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総括表
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　.・ ㌧一 「`学科 等 ・文献. 分冊..　
　 其間

・受註 研究■ 目.㎜ 真 子一マ 大字 _』ぽ皇宣
一 口口▽分 野.・."

情 報 処 理

F」 」 」

画像認識 画像理解、認識 中村裕一 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 画像認識 回縁認識に関する研究 堀内隆彦 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 画像認識 ニューロコンピュータによる画像認識シス

テムの研究

内川嘉樹 名古屋大学 先端技術共同研究

センター

工学部 全国大学研究機

関ガイドブック

㈱沖テクノシステムズラボラトリ

情報処理
1

画像復元 回像復元 小川英光 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 画像理解 画像理解 池田克夫 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 回縁理解 多角的情報の統合に基づく回縁理解 松山隆司 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 画像理解 再帰トーラス結合アーキテクチャに基づく
並列画像理解

松山隆司 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 回像理解 画像理解のための知識構造に関する研

究

谷 口倫一郎 九州大学 大学院総合理工学
研究科

* 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 画像理解 回縁理解に関する研究 半谷精一郎 東京理科大学 工学部第一学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 学習 類推的一般化による帰納的学習 大川剛直 大阪大学 工学部 情報システムェ

学科

研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 学習 機械学習 中西隆一 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 学習 ニューラル ネットワー クと学 習 小川英光 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 感性情報処理 感性情報処理に関する研究 加藤博一 大阪大学 基礎工学部 システム工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 機械翻訳 医学文献の機械翻訳、言語学的分析、処

理

木内貴弘 東京大学 医学部 健康科学 ・看護
学科

研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 言語処理 日本語文章の 自動解析 長尾真 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 言語処理 日本語文書出力方式の研究 古川善吾 九州大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 言語処理 国語辞典からの8吾の意味情報の抽出に

関する研究

日高達 九州大学 工学部 情報工学科 全国大学研究機

関ガイドブック

日本電信電話㈱技術方法センター

情報処理 言語処理 日本語技術文書作成支援に関する研究 牛島和夫 九州大学 工学部 情報工学科 全国大学研究機

関ガイドブック

エヌ・ティ・ティデ ータ通 信㈱ 開 発 本 部

情報処理 言8吾処理 機械翻訳/言語処理系 大約誠一 腹癒義塾大学 理工学部 管理工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 言8吾処理 確率文法を用いた統語解析に関する研
究

山井成良 大阪大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

情報処理 言語処理 自然言語の構文記述向き形式文法 中西隆一 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 言語処理 自然言語情報とパターン情報との結 合 中村裕一 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総 覧

知能情報学

情報処理 言言吾処理 コーパスに基づく自然言8吾処理 山本幹雄 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 言語処理 コーパスを用いた自然言語処理知識の自

動獲得
徳永健伸 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究 者・研究課

題鍵覧

知能情報学

情報処理 言語処理 テキストの自動分類 徳永健伸 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課 知能情報学題総覧
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総括表

分野 細 目 ・ 研 究 〒 一 マ ・ ・ 氏名 大学 学 部 等 、 学科等. 文R 分冊. 共同・受託研究
情報処理 言語処理 言8吾活動を知的支援するための辞書の

作成・利用技術の開発
東京工業大学 情報処理辰興事

業協会
奈良先端科学技術大学院大学、東京工

業大学、北陸先端科学技術大学院大

学、富士通、富士通エフアイピー、管理
工学研究所

情報処理 言語情報処理 言語情報の誤 り訂正能力の評価 牧野正三 東北大学 大型計算機センター
1

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 言語理解 自然言語理解 石崎俊 慶慮義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者・研究課
題総 覧

知能情報学

情報処理 言語理解 自然言語理解 田中英彦 東京大学 大学院工学系研究

科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 言語理解 自然言語理解 米澤明憲 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 言語理解 自然言語理解 杉本徹 東京理科大学 理工学部 情報科学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 言語理解 自然言語理解システムの構築 赤間清 北海道大学 工学部 *

n

研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 言8吾理解 適応ネットワークを用いた自然言語理解 宮永喜一 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 視覚情報処理 視覚情報に基づく形状・空間・動作理解 角所考 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 視覚認知 能動的視覚に関する研究 石黒浩 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題麹 覧

知能情報学

情報処理 視覚認知 分散視覚認知に関する研究 石黒浩 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

情報処理 自然言8吾処理 自然言語処理 高野敦子 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部 門

研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

情報処理 自然言言吾処理 場面解析に基づく自然言8吾処理 角田達彦 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学

情報処理 自然副 吾処理 超並列 自然言語処理 雨宮正人 九州大学 大学院総合理工学
研究科一'

* 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

情報処理 自動作曲 コンピュータによる自動作曲のアルゴリズ

ム
岩竹徹 慶応義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 研究者 ・研究課

題総 覧

知能情報学

情報処理 情報検索 情報検索 三谷和史 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
情報処理 色彩情報処理 色彩情報処理システムの開発 小林光夫 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 信号処理 空間領域における適応信号処理 鷹尾和昭 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 信号処理 多次元信号のスペクトル推定法 浜田望 庭藤義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総 覧

情報通信工学

情報処理 信号処理 ディジタル信号処理 原晋介 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

情報処理 信号処理 ディジタル信号処理 寅市和男 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 信号処理 ディジタル信号処理に関する研究 Zhang.Xi 電気通信大学 電子通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総 覧
情報通信工学

情報処理 信号処理 ディジタル信号処理 黒沢馨 東京工業大学 工学部 電子工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 信号処理 信号処理の高速算法 徳田恵一 東京工業大学 工学部 電気 ・電子工学

科

研究者・研究課

題総 覧
情報通信工学

情報処理 信号処理 ディジタル信号処理に関する研究 川又政征 東北大学 大学院情報科学研
究所

* 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学
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総括表

分野 細 目11・
..研 究 子一 マ 1一名

■ エ
ノ、L十 学部等 学科等 文献 分冊 共同 ・受託研究

大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報処理 信号処理 多次元ディジタル信号処理 樋 口龍雄 東北大学 知能情報学

情報処理 信号処理 知的信号処理 とシステム 樋ロ龍雄 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学情報処理 信号処理 適応信号処理 宮永喜一 北海道大学 工学部 *

情報処理 人物認識 顔画像を使用した個 人認識 中村公治 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 人物認識 動回像からの人物識別 中村公治 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 図面理解 図面理解とCAD 西原清一 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究 者・研究課
題総覧

計算機科学

情報処理 知覚処理 知覚処理における意識の役割 長谷川勝夫 名古屋大学 大学院 多元数理科学研
究所

研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 知識処理 深い知識に基づく問題解決機構に関する

研究

來村徳信 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門

研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

情報処理振興事
業協会

新 日本製 鐵株 式会 社 、新 日鉄 情 報 通信

システム株 式 会 社、東京 大 学、 ソニ ーシ

ステムデ ザイン株 式 会社 、三井 造 船 株

式 会 社、TheBES。ftwareCompany、 清

水 建 設株 式 会 社、日本 ユニソフト株 式 会

社

情報処理 知識処理 ウォークス ルー 型 リエンジニアリング ・ナ

レッジメディアの 開 発

東京大学

情報処理 知的情報メディア 知的情報メディア 大田友一 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課

題鍵 覧

知能情報学

研究者・研究課

題総覧
情報処理 知能情報メディア 知能情報メディアの構築 池田克夫 京都大学 工学部 * 知能情報学

研究者・研究課

題総覧
情報処理 地球j環境計測 衛星画像に対する大気効果の研究 高木幹雄 東京大学 生産技術研究所附

属概念情報工学研
究センター

* 情報通信工学

情報処理 地球環境計測 宇宙からの地球環境モニタリング 高木幹雄 東京大学 生産技術研究所附

属概念情報工学研
究センター

* 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 超音波位置計測 超音波位置計測とヒューマンインター
フェースへ の応用

伊達惇 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 超音波回縁処理 心筋コントラストエコー像処理 関口博之 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

研究者・研究課

題総覧

情報通信工学情報処理 動回処理 動画像の統計的動画処理 小倉久直 京都大学 工学部 *

情報処理振興事
業協会

東京大学、BDI、富士通株式会社、株 式
会社富士通研究所情報処理 動画処理 人間/生 物を含むモーションコンテンツ制

作支援環境の開発

ステレオ動画像 による物体の運動解析

東京大学

安居院猛 東京工業大学 大学院総合理工学
畷

物理情報工学専
攻

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学
情報処理 動画像

研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学情報処理 動画像処理 動画像情報 におけるスケーラビリティの研
究

児玉明 早稲田大学 理工学部 電子工学科

研究者・研究課

題総 覧
研究者・研究課

題総 覧

計算機科学
情報処理 表情認識 ニューラルネットワークによる表情認識に

関する研究

中村維男 東北大学 大学院情報科学研
究科

*

知能情報学
情報処理 不確定情報処理 不確定情報処理とその応用 堀内隆彦 筑波大学 電子 ・情報工学系 *

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学情報処理 物体認識 エピポーラ幾何を用いたステレオ、モー

ション、物体認識の諸問題の統一

Xu,Gang 大阪大学 基礎工学部 システム工学部

情報処理 物体認識 物体認識 久野義徳 大阪大学 工学部 電子制御機械工学科
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研究者 ・研究課 知能情報学

題総覧
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総括表

学 部 等L 学科等 文献 分冊 一其 間 ・受 註 研 究分 野 ・ 細 目 氏名 大学

情幸i処理 物体認識 超二次局面に基づく物体認 畿 安居院猛 東京工業大学 大学院総合理工学

研究科

物理情報工学専
攻

研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

情報処理 文字認識 HMMを 用いた筆順フリーオンライン文字

認識に関する研究
片山嘉規 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 文字認識 フレーム 同 期CYK-DPア ル ゴリズム による 片山嘉規 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学
文声認識に関する研究

情報処理 文字認識 文字認識に関する研究 大町真一郎 東北大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 文書画像理解 文書画像理解 池 田克夫 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 文書処理 文書処理に関する研究 野寺隆 腹癒義塾大学 理工学部 数理工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 文書認識 文書の自動認識と全文データベース化 山本喜一 慶慮義塾大学 理工学部 計測工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

情報処理 文書認識 高速 ・高精度な文書認識システムの開発 阿曽弘具 東北大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

情報処理 文書理解 英文科学技術文理解 竹 田正幸 九州大学 工学部 電気工学科 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

情報処理 文書理解 文書画像理解 渡辺豊英 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課
題総覧

情報システム
学

知的システム CG コンピューターグラフィックスと知的通信に

関する研究
青木由直 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

知的システム DB データベースからの知識発見に関する研

究

河野浩之 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

知的システム エキスパートシステム 知識ベースシステム設計方法論に関する

研究

池 田満 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科
学研究部門L」 量

研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学

知的システム エキスパートシステム 知識データベースに基づく知的信号処理 飯國洋二 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

知的システム エキスパートシステム メモリベース学習による知的制御 飯國洋二 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

知的システム エキスパートシステム 画像処理エキスパートシステム ・ 長橋宏 東京工業大学 大学院総合理工学
研究科

物理情報工学専
攻

研究者・研究課,

題総覧

知能情報学

知的システム エキスパートシステム 設計支援エキスパートシステムに関する
研究

古橋武 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム センサー センサーの知能化に関する研究 小杉幸夫 東京工業大学 大学院総合理工学
研究科

精密機械専攻 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム ニュー ラル ネットワー

ク

ニューラルネットワークによる連想記憶に

関する研究

西哲生 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

知的システム ヒューマン・フレンド

リー ・システム

人工 知 能 とメディア技 術 に基 づ いたヒュー

マン ・フレン ドリー ・システム

片井修 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

知的システム ファジィ・エキスパ ー

ト・システム

ファジィ・エキスパ ー ト・システム構 築 用

ツー ル の作 成

馬野元秀 大阪大学 基礎工学部 システム工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム プアジイDB ファジィ・データベ ース に関す る研究 馬野元秀 大阪大学 基礎工学部 システム工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム プアジイ知識 データからのファジィ知識の獲得 馬野元秀 大阪大学 基礎工学部 システム工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム プアジイ理論 知的制御と意思決定支援のためのファ
ジィ理論の構築

片井修 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

知的システム プログラム理解支援 プログラム理解支援に関する研究 柏原昭博 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門

研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

知的システム 音声理解 対話音声理解システムの構築 橋本清 電気通信大学 電気通信学部
一 一 一 ∨'一 一 一

情報工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学
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総括表

分野

知的システム

　 一

期7もiデ 甘 _百 蚤 ノー零,'部 等 　 学 科 等
'文 献

分冊 妻 問 ・壁 書壬研 究一 ヒ』

学習機械 ニューラルネットワークを用いた自律能動

学習機械の研究

柴田克成 東京大学 先端科学技術研究
センター

先端デバイス大
部門

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム 教育システム 知的教育システムの構成に関する研究 池田満 大阪大学
1

産業科学研究所 知能システム科

学研究部 門

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

知的システム 教育システム 知的教育システム 溝 口理一郎 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部 門

研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム 教育支援システム 知的教育支援システムに関する研究 平鴫宗 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部 門

研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム 自己説明プロセス 自己説明プロセスの分析とその応用 柏原昭博 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部 門

研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム 自然言語理解システ
ム

超並列処理による自然言語理解システム
の研究

中藤哲也 九州大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

知的システム 自律分散システム 自己組織系、複雑適応系、自律分散シス
テムの構成原理

片井修 京都大学 エ学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

知的システム 設計支援システム 知的設計支援システム 堀浩一 東京大学 大学院工学系研究
科

研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム 知識DB 知臓データベースシステムに関する研究 西尾章治郎 大阪大学 工学部 情報システム工

学科

研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
知的システム 知識ベース 分散学習環境における協鯛知識収集技

術の開発
大阪大学 情報処理振興事

業協会
電気通信大学大学院、大阪大学、日本

研修サービス、日本アイ・ピー・エム、三

菱総合研究所、セコム

知的システム 知識ベース 知識ベース増殖のためのソフトウェア 東京大学 情報処理振興事
業協会

株式会社 日本電子化辞書研究所、東京
工業大学、東京大学

知的システム 知 的CAIシ ステム 視覚情報を利用した知的CAIシ ステム 伊藤毅志 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

知的システム 知的DB 知的データベースに関する研究 吉江修 東京理科大学 理学部第一部 応用物理学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

知的システム 知的ヘルプシステム 知的ヘルプシステム 山本喜一 慶慮義塾大学 理工学部 計測工学科 研究者 ・研究課

題総 覧

計算機科学

知的システム 知的ロボット 知能 ロボット用超音波センサに関する研
究

大矢晃久 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

知的システム 知的ロボット 知能ロボット用視覚センサに関する研究 大矢晃久 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム 知的教育システム 知的教育システムにおける説明に関する

研究

柏原昭博 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門
研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

知的システム 知的教育システム 知的教育システムの構成原理に関する研

究

渡邊成良 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

知的システム 知的検索システム 衛星データ解析アルゴリズムの知的検索

システム

宇都宮公訓 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

知的システム 知的生産システム 知的生産システムに関する研究 熊谷貞俊 大阪大学 工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

知的システム 知能ロボット 知能 ロボットの研究 野村由司彦 名古屋大学 大学院工学研究科 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

知的システム 知能情報メディア 知能情報メディア 美濃導彦 京都大学 工学部附属高度情
報開発実験施設

* 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

知的システム 配電システム 知能 ロボット技術の配電システムへ の応
用に関する研究

長田正 九州大学 工学部 情報工学科 全国大学研究機

関ガイドブック

九州電力㈱配電部

知的システム 発想支援システム 発想支援システムに関する研究 植田一博 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

通信 プロトコル プロトコルの設計と検証 角田良明 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 プロトコル 通信プロトコルのテスト系列の 自動生成 東野輝夫 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課 情報通信工学
題総覧
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　分野 　
〆 細 目 へ 　 研 究 テ ー マ 、 氏名 大 学 　　=学 部等 　 学 科 等 ・　 文 献 　 　■ 分冊 一 .共 同 ・受 託 研 究

通信 プロトコル 高速通信網のためのプロトコルに関する
研究

尾家祐二 奈良先端科学
技術大学院大
学

情報科学センター 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 マルチメディア マルチメディア通信における同期 相田仁 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

1

計算機科学

通信 マルチメディア マルチメディア情報通信 の研究 山本強 東北大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 ディジタル移動通信 村田英一 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 ディジタル移動通信に関する研究 吉田進 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 移動 ディジタル移動無線通信に関する研究 高畑文雄 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動体マルチメディア通信方式 富永英義 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動体通信システム 安田靖彦 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動通信におけるディジタル変調方式に
関する研究

岡田実 大阪大学 工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動通信におけるインテリジェントデー
タ 伝送技術の研究

三瓶政一 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動通信におけるスペクトル拡散通信技

術の研究

三瓶政一 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動通信におけるフェージング対策技術
の研究

三瓶政一 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動体データベースシステム 塚本昌彦 大阪大学 工学部 情報システム工
学科

研究 者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動通信のための信号設計 末広直樹 筑波大学 物理工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 移動 移動通信方式 羽鳥光俊 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 移動 ユニバーサル携帯通信に関する研究 森川博之 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究 者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 マルチメディア移動通信に関する研究 森川博之 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 移動 微小セル無線通信システムに関する研究 森川博之 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 移動 陸上移動通信における周波数利用効率
の改善

大鐘武雄 北海道大学 工学部 電子工学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 映像伝送 映像伝送の医療応用に関する研究 長瀬淑子 東京大学 医学部附属病院 中央医療情報部 研究者・研究課

題総覧

情報システム
学

通信 衛星 通信衛星を用いたデータ通信方式の研究 笠原禎也 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 衛星 衛星同報通信プロトコルに関する研究 佐藤亨 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 衛星 ディジタル衛星通信システムに関する研

究

高畑文雄 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 衛星 デジタル衛星による大学間共同利用研究 富永英義 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 衛星 通信衛星による画像データ伝送に関する

研究

青木由直 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 衛星 低軌道衛星放送システムに関する研究 片山正昭 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学
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細 目 大掌 堂部笛
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電気通信学部
学 科 等 、 其間 受託研究分野

通信 音声 知的音声通信 榑松明 電気通信大学 電子工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工堂

通信 画像 3次元統合回縁通信 に関する研究 金子正秀 東京大学
.
大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 画像 3次元画像通信 藤井俊彰 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 光
`
広帯域光通信 中島將光 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通侶工学

通信 光
1

光導波路の数値解析に関する研究 前田洋 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 光
1

光通信理論に関する研究 笹瀬巌 慶慮義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

通信 光
1

光通信 小牧省三 大阪大学 工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

通信 光 宇宙光通信方式に関する研究 塚本勝俊 大阪大学 工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 光 電波光融合通信ネットワークに関する研
究

塚本勝俊 大阪大学 工学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

通信 光 室内空間伝送光通信システムに関する研

究

塚本勝俊 大阪大学 工学部 電気工学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 光 光ソリトン通信に関する研究 丸田章博 大阪大学 工 学 部 ・ 通信工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

通信 光 光ソリトンとその応用に関する研究 松本正行 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課・
題総覧

情報通信工学

通信 光 光通信システム 菊池和朗 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総 覧

情報通信工学

通信 光 光ファイバ増幅器を用いた光通信システ
ムの雑音特性の研究

山下真司 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 光 光通信用フィルタ 宮内一洋 東京理科大学 工学部第一学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 知的通信 手話の知的通信に関する研究 棚橋真 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

通信 分散処理 ダブル通信における分散処理 寺田実 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

通信 放送 ディジタルTV放 送に関する研究 岡田実 大阪大学 工学部 電気工学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

通信 放送 放送形トラピック理論 田中良明 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 放送 放送形ATMス イッチ回路網 田中良明 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 放送 放送形ルーチング 田中良明 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 放送 放送方式 羽鳥光俊 東京大学 大学院工学系研究
科

*

「.-一

研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 無線 無線通信 小牧省三 大阪大学 工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 無線 無線通信方式 原晋介 大阪大学 工学部 通信工学科 研究 者・研究課

題総覧

情報通信工学

通信 無線 ディジタル無線方式に関するテーマ 宮本伸一 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

通信 無線 室内無線通信の電波伝搬機構 高田潤一 東京工業大学 理工学国際センター*研 究者・研究課 情報通信工学題総覧
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総括表
　

分野 1闇 目 研究テーマ 氏名 大学 　掌 副 審 学科 等 文献 分冊 共同 ・受託研究

通信 無線 無線通信およびシステム 小川明 名古屋大学 工学部 電子情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 DB データベース理論 古川哲也 九州大学 経済学部 経済工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 OR オペレーションズ・リサーチの計算環境に

関する研究

関ロ恭毅 北海道大学 経済学部 経営学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
理論 アルゴリズム 信号処理のアルゴリズムとアーキテク

チュアに関する研究
酒井英昭 京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 アルゴリズム マルチエージェントシステムの研究 石田亨 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 アルゴリズム 探索アルゴリズムの研究 石田亨 京都大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 アルゴリズム ネットワーク問題に対する効率の良いア
ルゴリズムの開発

永持仁 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム パターン照合アルゴリズム 有川節夫 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 並列アルゴリズムの設計と解析 岩間一雄 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 困難な組み合わせ問題に対するアルゴリ

ズム
岩間一雄 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 並列アルゴリズムに関する研究 岩本宙造 九州大学 工学部 情報工学科
一

研究者 ・研究課

題巻 覧

計算機科学

理論 アルゴリズム テキスト処理のためのアルゴリズム 武谷峻一 九州大学 工 学 部 ・ * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 学習アルゴリズムによる機械発見 宮野悟 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム AlgorithmichearingThθory Z6ugmann,

Thomas

九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究 者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 遺伝的アルゴリズム 萩原将文 慶臆義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 アルゴリズム ファジィクラスタリングアルゴリズムの研究 遠藤靖典 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム 集合値写像による不動点定理 遠藤靖典 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総 覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム アルゴリズムとデータ構造 大附辰夫 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム ファイル配置に関する研究 鴻巣敏之 早稲田大学 情報科学研究教育

センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム アルゴリズムの設計 ・解析・評価 二村良彦 早稲田大学 理工学部 情報学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 アルゴリズム モデル選択問題 松嶋敏泰 早稲田大学 理工学部 工業経営学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム マルチプ ロセッサ ・スケ ジュー リング ・アル

ゴリズ ム

笠原博徳 早稲田大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム アルゴリズム論 守屋悦朗 早稲田大学 教育学部 理学科 研究者 ・研究課

題総 覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 2値化しきい値選択法に関する研究 井上義雄 大阪大学 工学部 環境工学科
一'

研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム 石綿繊維の自動計数に関する研究 井上義雄 大阪大学 工学部 環境工学科
　

研究 者・研究課

題総 覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム モンテカルロ法による散乱X線 の解析 小照裕二 大阪大学 医学部 保健学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学
一,
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総括表
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呼L⇔ 司, 文 献. 分冊

情報通信工堂

其間 ・受託研究分 野 一_自 _.蓼:iデ.イ 件名 ∧ 手
1

理論 アルゴリズム 誤り訂正符号の性能評価 蕗隔融 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

理論 アルゴリズム 誤り訂正符号 のトレリス構造 藤原融 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム 並列・分散アルゴリズムに関する研究 都倉信樹 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 代数的プqセ スの帰納的推論 木村成伴 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム 制的充足アルゴリズム計算複雑さに関す
る研究

李江洪 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧 ・

情報通信工学
-L,r

理論 アルゴリズム 線形計同法に関する研究 福田公明 筑波大学 社会工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 高速復号アルゴリズム 阪田省二郎 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

理瞼 アルゴリズム アルゴリズム理論の研究 岩田茂樹 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム アルゴリズムとデータ構造の設計と解析 墨守 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム データ圧縮方式 藤原英二 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究室

* 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム ネゴシエーションに関する研究 鈴木英之進 東京工業大学
一

大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 アルゴリズム 高性能計算機向けアルゴリズムの研究 前野年紀 東京工業大学 総合情報処理セン

ター

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 非線形有限要素法の理論と応用 吉田裕 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 構成的アルゴリズム論に関する研究 武市正人 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 組合せ最適化に関する研究 松井知己 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 遺伝的アルゴリズムの理論 上坂吉則 東京理科大学 理工学部 情報科学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 アルゴリズム 因果関係を持つ制約充足問題に対する

効率的解法の研究

原 田拓 東京理科大学 理工学部 経営工学科 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 アルゴリズム 高次元ボリュームデータの可視化アルゴ
リズムの研究

山本強 東北大学 大型計算機センター * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 アルゴリズム 超並列処理アルゴリズム設計手法 阿曽弘具 東北大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

研究者・研究課
題総覧

計算機科学理論 アルゴリズム ネットワークアルゴリズムに関する研究 鈴木均 東北大学 大学院情報科学研
究科

*

理論 アルゴリズム DNA解 析アルゴリズム 中野眞一 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム 辺彩色アルゴリズム 中野眞一 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム グラフ描画アルゴリズム 中野 眞一 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学理論 アルゴリズム 辺彩色アルゴリズム 西関隆夫 東北大学 大学院情報科学研
究科

*

理論 アルゴリズム 算術演算用ハードウェアアルゴリズムの

研究

高木直史 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 アルゴリズム アルゴリズムの平均計算量解析に関する 平田富夫 名古屋大学 工学部 電子工学科
研究

ン
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総括表

分 野 　
　 細 目

研究テーマ 氏名 大学 学部等 学科等 文献 分冊 一 其 間 ・受託 研 究

理論 アルゴリズム 計算幾何アルゴリズムに撰する研究 平 田富夫 名古屋大学 工学部 電子工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学
`

理論 グラフ グラフ論理 木津隆史 大阪大学 基礎工学部 情報工学 研究者 ・研究課

題総 覧

情報通信工学

理論 グラフ グラフの辺彩色に関する研究 周暁 東北大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 グラフ グラフのランク付 け問題に関する研究 周暁 東北大学 情報処理教育セン

ター

* 研究 者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 システム 分散システムに関する研究 山本幹 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 システム エー ジェント指 向 システム 溝 口文雄 東京理科大学 理工学部 経営工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 システム解析 ファジィ画像を用いたシステムの変動解

析

遠藤靖典 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 システム監査 システム監査の研究 真田英彦 大阪大学 経済学部 経営学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
理論 シミュレー ション 経営システムのシュミレーション分析 柳原一夫 慶慮義塾大学 大学院経営管理研

究科
* 研究者 ・研究課

題総覧
情報システム
学

理論 シミュレー ション 視覚 的 シミュレーション 山本喜一 慶応義塾大学 理工学部 計測工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 シミュレー ション 構造モデルに基づく定性的シュミレーショ
ン

大川剛直 大阪大学 工学部 情報システム工
学科

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 シミュレー ション 並列論理シミュレーション 和田耕一 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 シミュレー ション 計算機シミュレーションに関する研究 寺島元章 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 シミュレー ション 超並列シミュレーション技術に関する研究 渡邊成良 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 シミュレー ション 知的シミュレーションに関する研究 古田一雄 東京大学 大学院工学研究科 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 シミュレー ション モ ジュール 型GISの 開 発 北海道大学 情報処理振興事
業協会

株 式会 社 地域 科 学 研究 所 、ケンブリッジ

大 学 、北海 道 大 学、アーカンソー大 学 、

カリフォルニア大 学 バー クレー校 、ラト

カーズ 大 学

理論 セキュリティ 情報通信システムにおけるセキュリティー
に関する研究

小松尚久 早稲田大学 理工学部 電子工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 セキュリティ 暗号を用いたプロトコルの安全性 藤原融 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 セキュリティ 超分散システムとそのセキュリティ 西川博昭 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 セキュリティ 現代暗号理論 黒沢馨 東京工業大学 工学部 電子工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 セキュリティ 慣用暗号系に関する研究 佐藤敬 東京工業大学 工学部 電子物理工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 セキュリティ マ ルチ ・パ ーティ・プロトコル のプライバ

シー に関す る研究

佐藤敬 東京工業大学 工学部 電子物理工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 セキュリティ 暗号鍵共有方式 今井秀樹 東京大学 生産技術研究所 画像情報機器学 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 セキュリティ 暗号理論に関する研究 山本博資 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 セキュリティ 情報セキュリティ 金子敏侶 東京理科大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学
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総括表

分野 細目 エ名 大学 学部等 学科等 文献 分冊 共 同 ・受8壬研 究研 究 、 マ

理槍 データ圧縮 ユニバーサルデータ圧縮に関下る研究 鈴木膿 大.反大学 理学部 数学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 ニューラル ネットワー

ク

.

ニューラルネットワークの応用に関する研

究

菅沼明 九州大学
1

工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 ニュー ラル ネットワー

ク

1

ニューラルネットワークの数理的性質に関

する研究

松本哲也 名古屋大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 ニュー ラル ネットワー

ク

1

ニューラルネットワークの医用画像処理
への応用に関する研究

松本哲也 名古屋大学
1

情報処理教育セン

ター
1

* 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

理論 ネットワー ク
1

分布・集中混在系の解析 ・構成に関する

研究

西哲生 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 ネットワー ク

1

グラフとネットワークの理論 大附辰夫 早稲 田大学
1

理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 ファジィ
1

ファジィグラフに基づく階層的クラスター分

析

宮本定明 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

理論 プアジイ ファジィ測度論 とその応用に関する研究 室伏俊明 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

理論 ファジィ ファジィ数演算の理論とその応用に関す

る研究

河口万由香 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総 覧

知能情報学

理論 ファジィ ファジィ数演算の理論とその応用 伊達惇 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 フアジイ ファジィ関係方程式に関する研究 宮腰政明 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧__一
研究者 ・研究課

題鍵 覧

計算機科学

理論 フルー エンシシステム フルーエンシシステム理論 寅市和男 筑波大学 電子・情報工学系 * 知能情報学

理論 モデリング 胚子立体構造 と発生モデルの可視化 小森優 京都大学 医学部附属病院 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

理論 モデリング データモデル理論 大堀淳 京都大学 数理解析研究所 計算機構成研究
部門

研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 モデリング 脳の神経回路モデル 福島邦彦 大阪大学 基礎工学部 生物工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデリング HC|に おけるダイアログのモデル化に関

する研究

都倉信樹 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 モデリング 情報解析による情報空間のモデル化 藤原穣 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデリング 連想記憶の神経回路モデル 森田昌彦 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデリング 免疫系のネットワークモデル 森田昌彦 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデリング 計算モデル 井田哲夫 筑波大学 電子・情報工学 系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 モデリング 生命システムのモデル化とシミュレーショ
ン

板野肯三 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学理論 モデリング リフレクティブ計算モデル 田中二郎 筑波大学 電子・情報工学系 *

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学理論 モデリング データモデル機能の開発 穂鷹良介 筑波大学 社会工学系 *

研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

理論 モデリング 社会的複雑性と社会数理モデリングの研
究

山本匡 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

*

理鍮 モデリング 情報システムモデリング 渡辺俊典 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学－A
理論 モデリング 並行システムのモデル化に関する研究 阿部公輝 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課 計算機科学1題総覧
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総括表

分野' 細 目 ㌃ 研究子一マ 氏名 大学 学部等 学科等 文献 分冊 共同・受託研究
理論 モデリング 運転員モデリングに関する研究 古田一雄 東京大学 大学院工堂研究科 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデリング 境界表現のための位相モデル 山口泰 東京大学 教養学部 自然学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデリング 確率的立体モデリング 山ロ泰 東京大学 教養学部 自然学科 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 モデリング 並列・並行計算モデル 米澤明憲 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 モデリング 発現的計算モデルの構築とその応用 高井昌彰 北海道大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

理論 モデリング 物理法則に基づいたオブジェクトモデリン
グに関する研究

高井昌彰 北海道大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題盤覧'

知能情報学

理論 モデリング 証拠に基づく信念形成モデル 村井哲也 北海道大学 工学部 共通講座(情報
図形艦 講座)

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデリング 情報探索の信念モデル 村井哲也 北海道大学 工学部 共通講座(情報

図形科学講座)

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデリング 企画情報のモデル化に関する基礎研究 関口恭毅 北海道大学 経済学部 経営学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム

学
理論 モデリング 意 味デ ータ・モ デル 渡辺豊英 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
理論 モデリング 書換型計算モデルに関する研究 坂部俊樹 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 モデル化 科学的発見のモデル化 植田一博 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 モデル推定 モデル推定手法に関する研究 鈴木英之進 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 ロポ ツト ロボット 溝口文雄 東京理科大学 理工学部 経営工学科 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

理瞼 暗号 耐タンパーモジュールを構築するための、
高度!鉋暗号技歯を開発する。

横浜国立大学 情報処理振興事
業協会

理論 暗号 楕円曲線に基づく安全性の高い暗号アル
ゴリズムに関する研究

中央大学 情報処理振興事
業協会

理論 暗号 離散対数に基づく暗号系の構造的複雑さ静谷啓樹 東北大学 情報処理教育セン
ター

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

理論 意思決定支援システ
ム

意思決定支援システムに関する研究 大田敏澄 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

情報システム

学
理論 意味論 様相理論の測度に基づく意味論 村井哲也 北海道大学 工学部 共通講座(情報

図形科学講座)

一-A

研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

理論 遺伝的アルゴリズム 遺伝 的アルゴリズムのMarkov連 鎖 的解
析

鈴木嬢 大阪大学 理学部 数学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 遺伝的アルゴリズム 遺伝アルゴリズムによる自動分類 宮本定明 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題雀覧

知能情報学

理論 遺伝的アルゴリズム 遺伝的アルゴリズム 狩野均 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総 覧__

知能情報学

理論 医療情報 医療情報学に関する研究 高橋隆 京都大学 医学部附属病院 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

理論 応用 関係集合論とその状況意味論,通 信分散
システム,知 識機構への応用

河原康雄 九州大学 理学部附属基礎情
報糎 施設
情報文化学部

*

自然情報学科

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 仮想現実感 仮想現実感に関する研究 安田孝美 名古屋大学 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

理論 仮想生物 仮想生物の進化とその応用 長尾智晴 東京工業大学 工学部 像情報研究施設 研究者 ・研究課

題総覧
知能情報学
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総括表

分野 ・
1層 汎 細 目 ご ・1

研 究 】デーマ.,..」 氏名㌧
": .　 大 学 学部等

.
全量 共同・受託研究

電掌篇義理槍 回像圧縮 画像のデータ圧縮 木本伊彦 名古屋大学 工学部 研究鶉 己
題総覧

情報通信工学

理論 画像記述 画像の記述および表現 木本伊彦 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 画像検索 画像検索 墨守 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 画像処理アルゴリズ
ム

統計的推定による画像処理アルゴリズム 工藤博幸 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 解析 透過過程の汎関数解析 小倉久直 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 解析 非線型システムに対する関数解析適解析
手法の開発

堀内和夫 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 回路 論理回路網理論 矢島脩三 京都大学 工学部 情報処理教育セ
ンター長

研究 者・研究課
題総覧

計算機科学

理論 回路設計 大規模集積回路の計算機援助設計に関
する研究

Moshny8ga,

Vasily

京都大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 確率 確率 佐藤泰介 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課

題総 覧

知能情報学

研究者・研究課

題総 覧

計算機科学理論 学習 計算論的学習理論 有川節夫 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

*

　 -

研究者・研究課
題総覧

計算機科学理論 学習 計算論的教示と学習の理論 篠原歩 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

*

F－ 一 一一

理工学部 工業経営学科 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学理論 学習 機械学習理論 松嶋敏泰 早稲田大学

理論 学習 ニューラルネットワークの学習法 橋本周司 早稲田大学 理工学部 応用物理学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 学習 形式言語 ・オートマトン理論 守屋悦朗 早稲田大学 教育学部 理学科 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

理論 学習 MDL原 理 に基 づくBayθsianNetw。rkの 学

習 に関 す る研 究

鈴木嬢 大阪大学 理学部 数学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 学習 ・推論に関する研究 馬場ロ登 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科
学研究部門

研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 成功確率によるプランニングと実行 のイン

タリーブ

山田誠二 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門一

知能システム科
学研究部門

研究者・研究課
題総覧

知能情報学

研究者・研究課

題総覧

知能情報学理論 学習 問題分布に適応できる効率化学習 山田誠二 大阪大学 産業科学研究所

研究者・研究課
題総覧

知能情報学理論 学習 機械学習理論による組織行動の分析 寺野孝雄 筑波大学 社会工学系 *

理論 学習 類推学習の計算モデルとその事例ベース
推論への適 用

寺野孝雄 筑波大学 社会工学系 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 学習 学習理論の生物情報学への応用 小林聡 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 機械学習における汎化性能の理論 高橋治久 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 脳神経系の学習機構の数理理論 中村清彦 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総 覧

知能情報学

研究 者・研究課

題総覧

情報システム

学
理瞼 学習 学習・認識システム 保原信 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

*

理論 学習 学習理論の研究 富田悦次 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科

電子情報学科

研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

理論 学習 オートマトン・係式言語理論に関する研究 若月光夫 電気通信大学 電気通信学部
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題総覧



総括表

分野 細目 研究テーマ 氏名 大学 学部等 学科等 文献 分冊 共同 ・受註研究

理論 学習 学習機構に関する研究 志村正道 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 学習 沼尾正行 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 学習の許容性 平林晃 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 統計的学習理論の研究 村田昇 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 機械学習 溝口文雄 東京理科大学 理工学部 経営工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学
ト

理論 学習 木オートマトンに関する研究 山崎克典 東京理科大学 理工学部 情報科学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 学習 計算学習理論に関する研究 淀本英二 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 学習 計算論的学習におけるロバスト推定の応

用に関する研究
塩谷浩之 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総 覧

情報通信工学

理論 学習 計算論的学習理論に関する研究 工藤峰一 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学 習' 計算論的学習理論 山本章博 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 学習 隠れマルコフプロセスの学習に関する研
究

杉野花津江 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 感性 感性情報処理 沼尾正行 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総.覧

知能情報学

理論 協調問題解決 四人将棋における協鯛 問題解決に関する

研究

伊藤毅志 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 教育 情報処理初心者教育 木村耕 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科
.

研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 教育 情報化組織のための情報技術教育の諸
問題

関 口恭毅 北海道大学 経済学部 経営学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

理論 曲検索 曲の感性検索 墨守 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 経営情報システム 経営情報システムの運用効果測定に関
する研究

住田友文 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム
学

理論 計算 指定的ラムダ計算及びトランスフォーメー

ション計算機

Garrigue,

Jacques

京都大学 数理解析研究所 計算機構研究部
門

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算
一

協調型計算 吉田紀彦 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 計算量理論 守屋悦朗 早稲田大学 教育学部 理学科
一

研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 計算メカニズムに関する研究 山本順人 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 記号計算 Middeldorp,

Aart

筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 回路計算量理論 西野哲朗 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 計算基礎論とその周辺 高橋正子 東京工業大学
・

大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 型 理 瞼 のinhabitation問 題 高橋正子 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 ラムダ定義可能な関数 高橋正子 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学
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総括表

分 野 細 目
一 研 究 テーマ ^氏 名

大学 学 部 等[= 学科等 文献 分冊 共同・受託研究

理論 計算 平均的な計算の複雑さの解析 渡辺治 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 オブジェクト指 向並列計算の研究 松岡聡 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

理論 計算 C。mputati。nal-Engine6ringの 研 究 開 発
1

村上周三

1

東京大学 生産技術研究所 第5部 全国大学研究機

関ガイドブック
富士通㈱

理論 計算 計算の複雑さ 丸岡章 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

理論 計算 計算論的学習理論 丸岡章 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 計算 並列計算 丸岡章
1

東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 計算 並行計算モデルに関する研究 渡辺慎哉 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 言召替 常識推論における推論の選択と文脈処
理への応用

富浦洋一 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 言語 名詞句「NPのNP」の意味構造の推定 富浦洋一 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 言8吾 確率文脈自由文法 のパラメタ推定法に関

する研究

冨浦洋一 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 言語 言語の近似極限同定理論 小林聡 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧___
研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 光 非線型光導波路の理論とその光集積回

路への応用

安元清俊 九州大学 工学部 情報工学科 情報通信工学

理論 構造推定 分子構造の推定法 大川剛直 大阪大学 工学部 情報システム工

学科

研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 仕様 ソフトウエア仕様化技術の開発 鳥居宏次 大阪大学 基礎工学部
L－

情報工学科 全国大学研究機

関ガイドブック

㈱SRA

理論 仕様 再利用指向仕様記述環境 西川博昭 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課
題総覧

計算機科学

理論 仕様 要求仕様からの形式仕様の合成 富樫敦 北海道大学 電気通信研究所 音響情報システ
ム研究 分野

研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 社会情報システム 社会情報システム学に関する研究 大 田敏澄 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

情報システム

学

理論 社会情報システム 社会情報システム論に関する研究 住 田友文 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者・研究課

題総覧

情報システム

学

理論 情報量 情報量の数理的構造と学習理論への応
用

塩谷浩之 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 情報量 情報量の位相的性質に関する研究 塩谷浩之 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 色彩学 色彩学における数理的アプローチ 小林光夫 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総 覧

知能情報学

理論 信念理論 信念論理に関する研究 山本幹雄 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総 覧

知能情報学

理論 人工生命 人工生命アプローチによる適応的行動獲

得

鈴木恵二 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 人工知能 人工知能における理論と推論 有川節夫 九州大学 理学部附属基礎情
報搬 施設

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 人工知能 応用人工知能 栗原正仁 北海道大学 工学部 * 研究者・研究課

題総 覧

計算機科学

理論 人工知能 分散人工知能 渡辺豊英 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報システム

学
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総括表

分野 細目 研究テーマ 氏名 大学 学部等 学科等 文献 分冊 共同・受註研究

理論 図的推論 図的推論に関する研究 植田一博 東京大学 教養学部 自然科学科 研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 数学モデル 意味の数学モデル 北川高嗣 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 数値解析 有限セル構造オートマトンの計算機実験
による挙動解析

河原康雄 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 数値解析 精度保証付数値解析 大石進一 早稲 田大学 理工学部 情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 数値解析 逆問題の数値解析 北川高嗣 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

理論 数値計算 数理計算理論 細野千春 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 数値計算 精度保証付き数値計算法の研究 等々力賢 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 数値計算 大規模数値計算 金田康正 東京大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧一_
研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 数値処理 ベクトル・並列計算機を用いた数値処理

アルゴリズムとその評価

坂 口瑛 筑波大学 電子・情報工学 系 * 情報通信工学

理論 数値処理 型つきλ計算 赤間陽二 東京大学 大学院理学系研究
科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 数値処理 数値流体力学 渡邊崇 名古屋大学 情報文化学部 自然情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 数理解析 OperationalandAxiomaticSemanticsof

Concurrency

Ulidowski,lrek 京都大学 数理解析研究所附

属数理応用プログラ
ミング施設

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 生産システム プロセス代数に基づく生産システムの基

礎研究

鈴木恵二 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 生体工学 生体1 山本光璋 東北大学 大学院情報科学研
究所

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

理論 生体工学 fゆらぎ現象の本質は何か 山本光璋 東北大学 大学院情報科学研
究所

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

塵除 生体工学 アミン系による神経回路網の安定化機構
に関する実験的 ・モデル諭的研究

山本光璋 東北大学 大学院情報科学研
究所

* 研究者 ・研究課

題総 覧

情報システム

学

研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学
理論 生体工学 痛みの定量化 山本光璋 東北大学 大学院情報科学研

究所

*

理論 生命工学 情報生命工学 土井淳多 東京大学 農学部 * 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 設計 代数的仕様記述を用いた設計支援の研
究

西川清史 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 設計 情報システム設計論の開発 穂鷹良介 筑波大学 社会工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 設計 ディジタルフィルターの設計に関する研究 川又政征 東北大学 大学院情報科学研
究所

* 研究者 ・研究課

題総覧
研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

知能情報学理論 設計支援 知的設計支援に関する研究 古田一雄 東京大学 大学院工学研究科 *

理論 組織 知的分散処理と組織化に関する研究 大田敏澄 電気通信大学 大学院情報システム
掌研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

理論 組織 組織の評価に関する方法論的研究 住田友文 電気通信大学 大学院情報システム

学研究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報システム

学

理論 知覚 人の知覚メカニズムに関する心理的研究 熊沢逸夫 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 知識 相関理論による知識の表現と推論 程京徳 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学
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総括表

分 野 層 間 旧 ・1騨'噛

画

欝 ・1大 学 学部簿 ・'学 科 等 文献 分冊..但w晃rr－ マ .名'脚 共同 ・受託研究

理槍 知識 ゲノムデータからの知識獲得方式 宮野悟 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学
ト

理論 知識
1

知識の共有・再利用のためのオントロ
ジーに関する研究

溝 口理一郎 大阪大学 産業科学研究所 知能システム科

学研究部門

研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 知識 広域知識 沼尾正行 東京工業大学 工学部
一

情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 知識 ATheoryofRevisionand

TransformationforTorminological

Knowledg6

原 口誠 北海道大学 工学部 * 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

理論 知能
1

オ ートマトン・言8吾理 論 の 研究 富 田悦次 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機料亭

理論 知能 高安全知能 亀山充隆 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 通信 カオス系列の統計的性質及び情報通信
への応用に関する研究

常 田明夫 九州大学 工学部 電気工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 通信 ディジタル変鯛方式に関する研究 笹瀬巌 慶応義塾大学 理工学部 電気工学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 通信 スプレット・アロハ通信方式に関する研究 高畑文雄 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 通信 情報伝送および処理のための情報通信
理論の開発

堀内和夫 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 通信 通信サービス 角 田良明 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 通信 自動再送要求方式の性能評価 小松雅治 大阪大学 工学部 応用 自然科学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 通信 通信方式 森永則彦 大阪大学 工学部 通信工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 通信 通信システムにおける同期問題 森田啓義 電気通信大学 大学院情報システム

研究科

* 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 通信 通信理論に関する研究 山本博資 東京大学 大学院工学系研究
科

* 研究者・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 通信 電気通信 赤池正 巳 東京理科大学 工学部第一部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 通信 ディジタル通信 宮内一洋 東京理科大学 工学部第一学部 電気工学科 研究者・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 通信 情報通信工学 岩垂好裕 名古屋大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 通信 スペクトル拡散方式に関する研究 片山正昭 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者・研究課

題墜 覧

情報通信工学

理論 通信 インパルス性雑音下における通信方式に関

する研究

片山正昭 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究 者・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 定量分析 老人介護の定量的分析 長瀬淑子 東京大学 医学部附属病院 中央医療情報部 研究者 ・研究課

題総覧
情報システム
学

理論 動画符号化 動画像符号化 橋本周司 早稲 田大学 理工学部 応用物理学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 認識 不整合な図面の認識 渡邊崇 名古屋大学 情報文化学部 自然情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

知能情報学

理論 非線型解析 非線形解析 大石進一 早稲 田大学 理工学部 情報学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 非線型理論 非線形最適化理論と画像解析 寅市和男 筑波大学 電子・情報工学系 * 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 評価 ソフトウエアプロセスの評価 藤野喜一 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学
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総括表

.、 　 分 野 　 　
　… 細 目 　 　 　 研 究 テ

ー マ 工名 大 学 　 ・ 学 部 等 学科等 　 文献 　 分冊
　 井 筒 ・受託 研 究 ・

理論 評価 情報システムの評価と監査 藤野喜一 電気通信大学 大学院情報システム
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

情報システム
学

理論 評価 属性文法の効率的評価法に関する研究 渡辺喜道 東京工業大学 大学院情報処理工
学研究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 符号化 画像の高能率符号化による高圧縮、復元

ソフトウエアの研究開発

庭藤義塾大学 情報処理振興事
業協会

株式会社コァ、慶応大学、株式会社アー

ク情報システム
理論 符号化 誤り訂正符号に関する研究 鴻巣敏之 早稲田大学 情報科学研究教育

センター

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 デジタル動画像符号化方式 富永英義 早稲田大学 理工学部 電子通信学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 ユニバーサル情報源符号 化 松嶋敏泰 早稲田大学 理工学部 工業経営学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 情報源符号化理論 川端務 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 符号化 代数的符号理論 阪田省二郎 電気逓倍大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 効率の良い誤り制御符号の構成と高速
復号についての研究

栗原正純 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 符号化 シストリックアレイ構造による符号の復号
についての研究

栗原正純 電気通信大学 電気通信学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 符号化 高符号化率畳込み符号 今井秀樹 東京大学 生産技術研究所 画像情報機器学 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 映像の構造化と知的符号化に関する研

究
金子正秀 東京大学 大学院工学系研究

科
* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 符号化画像の客観評価尺度に関する研
究

半谷精一郎 東京理科大学 工学部第一学部 電気工学科 研究者 ・研究課
題総覧

情報通信工学

理論 符号化 画像符号化に関する研究 川又政征 東北大学 大学院情報科学研
究所

* 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 ベクトル量子化を用いた音声符号化 小幡稔 東北大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 ニューラルネットワークを用いた音声符号

化

小幡稔 東北大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課
i古 傷s口ζ
肥H・蛤 見

情報通信工学

理論 符号化 伝送誤りに態勢のある音声符号化方式 小幡稔 東北大学 工学部 通信工学科 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 スプライン信号空間における標本化定理

とその信号処理への応用
岩城護 北陸先端科学

技術大学院大
学

情報科学研究科 情報処理学専攻 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 音声の時変時特徴の解析とその音声認

識への応用
岩城護 北陸先端科学

技術大学院大
学

情報科学研究科 情報処理学専攻 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 誤り酊正符号に関する研究 植松友彦 北陸先端科学
技術大学院大
学

情報科学研究科 情報システム学 研究者 ・研究課

題総覧

情報通信工学

理論 符号化 情報源符号化に関する研究 植松友彦 北陸先端科学
技術大学院大
学

情報科学研究科 情報システム学 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 符号化 フェージング環境下での符号 化変鯛方式 山里敬也 名古屋大学 工学部 電子情報学科 研究者 ・研究課

題総覧
情報通信工学

理論 文脈処理 常職推論における推論の選択と文脈 処

理への応用

日高達 九州大学 工学部 情報工学科 研究 者・研究課
●69'r、工
R臼4w兄

知能情報学

理論 文脈処理 名詞句「NPのNP」の意味構造の推定 日高達 九州大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学
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総括表
　

A直・

弓」¶マ司障

　 一 ・文 献 ・ 　

∴ 　 　 其 間 ・受 託 研 究分野__ w,_,《_各 八 字.、 、 分冊
理論 並行プログラム 並行プログラムの従属性理論とその応用 程京徳 九州大学 工学部 情報工学科 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 並列計算 並列計算の形式的意味論 佐藤周行 九州大学 大型計算機センター * 研究者 ・研究課

題総覧
計算機科学

理論 並列計算 並列計算量理論 宮野悟 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 並列処理 並列プロセスの理論とその応用 伊藤貴康 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 並列処理 並列記号計算の言言吾とシステム 伊藤貴康 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課
頸総覧

計算機科学

理論 並列処理 並列画像理解システム 伊藤貴康 東北大学 大学院情報科学研
究科

* 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学

理論 問題解決 区間解析による最適経路問題の解 につ
いて

藤井康雄 京都大学 情報処理教育セン
ター

* 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 問題解決 区間解析による動的問題の最適 化 藤井康雄 京都大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者・研究課
題纈

計算機科学

理論 問題解決 組合せ最適化問題に対する近似解法の
研究

柳浦睦憲 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧

計算機科学

理論 問題解決 異種分散協調問題解決系に関する研究 横 田一正 京都大学 工学部 * 研究者 ・研究課

題総覧
計算機科学

理論 問題解決 最短経路問題に関する研究 安留誠吾 大阪大学 情報処理教育セン

ター

* 研究者 ・研究課
一⇔v',、工
旭4ゆ 見

計算機科学

理論 問題解決 制約充足問題:そのアルゴリズムと応用 西原清一 筑波大学 電子 ・情報工学系 * 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 問題解決 組合せ最適化問題の研究 富田悦次 電気通信大学 電気通信学部 電子情報学科 研究者・研究課

題総覧

計算機科学

理論 問題解決 問題解決に関する研究 志村正道 東京工業大学 工学部 情報工学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 問題解決 類推に基づく問題解決過程に関する研究 永野三郎 東京大学 教養学部 基礎科学科第二 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 問題解決 情報処理的アプローチに基づく人間の問

題解麸過 程に関する研究

三輪和久 名古屋大学 大学院人間情報学
研究科

物質 ・生命情報
学専攻

研究者・研究課
題総覧

知能情報学

理論 問題解決 観察の概念に基づく照応解決法 山内毅 名古屋大学 工学部 情報工学系 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 問題表現 科学問題の表現と理解 渡邊崇 名古屋大学 情報文化学部 自然情報学科 研究者・研究課

題総覧

知能情報学

理論 類推 類推理論 廣渡栄寿 九州大学 理学部附属基礎情
報学研究施設

* 研究者 ・研究課

題総覧

知能情報学

理論 論理回路設計 論理回路の設計に関する研究 梶原誠司 大阪大学 工学部 応用自然科学科 研究者 ・研究課
題総覧

計算機科学
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付属資料2

分 野 と細 目の クロス集計





分野と細 目のクロス集計

データの個数:研 究テーマ 分野

細 目
インター

フェー ス システム
ネット

ワー ク 計算機 情報処理
知的
システム 通信 理論 総計

3D画 像処理 8 8

3D計 測 2 2

3D物 体認識 2 2

ATM 5 5

CAl 1 1

CASE 1 1

CG 7 1 8

CG基 盤システム 1 1

DB 5 1 1 7

DBMS 1 1

DSPコ ンパ イラ 1 1

lSDN 4 4

LAN 1 1

LSI 1 1

OR 1 1

OS 12 12

RDB基 盤システム 1 1

VLSl 4 4

アーキテクチャ 1 25 26

アルゴリズム 50 50

インター ネ ット 6 6

インタラクション 1 1

インタラクティブ・システム 1 1

エキスパートシステム 5 5

オブジェクトDB 1 1

オブジェクト指向DB 2 2

カード型機器 1 1

グラフ 3 3

グラフ変換システム 1 1

グループウェア 1 1

ゲノム解析DB 1 1

コミュニ ケ ー シ ョン 1 1

コンパイラ 5 5
コン ピュー タ ・ネ ットワー ク 1 1

コン ピュー タ・ビジ ョン 1 1

コンピュー タネ ットワー ク 1 1
コンピュー タビジ ョン 3 1 4

システム 2 2

システムログ 2 2

システム解析 1 1 2

システム監査 1 1

システム管理 1 1

シ ミュレー シ ョン 8 8

スー パ ー コン ピュー タ 7 7

セキュリティ 9 9

センサー 1 1

ソフ トウェア 17 17

ソフトウェアテスト 1 1

ソフトウェアプロセス 1 1

ソフトウェア開発 11 11

ソフトウェア開発プロセス 3 3

ソフトウェア開発保守 1 1

ソフトウェア設計 1 1

ソフトウェア評価 2 2

ソフトウェア理論 f 1

ソフトコン ピュー ティン グ 1 1

ディクテーションシステム 1 1

ディジタルフィルタ 2 2

データ圧縮 1 1

データ構造 1 1

1



分野と細目のクロス集計

データ処理 1 1

テキストDB 1 「

トランザクション処理 1 1

ニ ューラ ル ネットワー ク 2 2 1 3 8

ネットワー ク 2 2 4

ネットワーク管理 3 3

ハ ー ドウ エア 1 1

バイオコンピューティング 1 1

パターン処理 1 1

パターン認識 1 7 8

パターン理解 1 1

パ ノラマ 表 現', 1 1

ビジ ュアル インター フェー ス 2 2

ヒュー マン ・コン ピュー タ・イ

ンター フェー ス 1 1

ヒュー マ ン ・コン ピュー タ・イ

ンタラ クシ ョン 1 1

ヒュー マ ン ・フレン ドリー ・シ

ステ ム 1 1

ヒュー マ ンインター フェー ス 5 5

ファイル共有 1 1

プアジイ 1 5 6

ファジィ・エキ ス パ ー ト・シ ス

テム 1 1

ファジィDB 1 1 2

ファジィ知識 1 1

ファジィ理論 1 1

フォー ル トトレラン ス 1 1 2

プラットフォー ム 2 2

フルーエンシシステム 1 1

プログラミング 34 34

プログラミング可視化 1 1

プログラミング環境 1 1

プログラミング言語 24 24

プログラミング言語設計 1 1

プログラミング支援 1 1

プログラム監視システム 1 1

プログラム理解 1 1

プログラム理解支援 1 1

プロトコル 4 4

ベクトル処理 1 1

マイクロプロセッサ 5 5

マルチエージェントシステム 2 1 3

マルチメディア 2 1 1 2 6

マルチメディアDB 6 6

マルチメディアDBシ ステム 1 1

マルチメディアネットワーク 4 4

モーションキャブチャ 1 1

モデリング 25 25
_◆

モァル 1 1

モデル化 1 1

モデル推定 1 1

モ バ イル ・コンピュー テ ィン

グ 1 1

モ バ イル ・コンピュー ティン

グ 1 1

ユ ー ザ ー インター フェー ス 7 7

ルーティング 1 1

レスポンシブシステム 1 1

ロボ ット 1 1 2

暗号 3 3

位置計測 1 1
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分野と細 目のクロス集計

意思決定支援システム 1 1 2

意味論 1 1

移動 16 16

移動ロボット 2 2

移動体 1 1

遺伝アルゴリズム 1 1

遺伝子情報DB 1 1

遺伝的アルゴリズム 2 2

医学応用 1 1

医療環境 1 1

医療情報 1 1

映像伝送 1 1

衛星 6 6

援用 1 1

遠隔医療システム 2 2

応用 1 1

音楽処理 1 1

音楽情報処理 1 1

音響処理 1 1

音響生成 1 1

音響知覚 1 1

音場解析 2 2

ゴ=」=Ω=
日 戸コ 1 1

音声言語処理 2 2

音声合成 1 1

音声処理 5 18 23

音声対話 2 2

音声対話システム 2 2

音声認識 4 9 13

音声翻訳 1 1

音声理解 1 1

仮想現実感 4 1 5

仮想生物 1 1

可視化 4 4

画像 2 2

画像DB 2 2

画像圧縮 1 1

画像管理システム 1 1

画像記述 1 1

画像計測 1 1

画像検索 1 1

画像処理 1 29 30

画像処理アルゴリズム 1 1

画像情報圧縮 1 1

画像認識 1 3 4

画像復元 1 1

画像理解 1 5 6

画面DB 1 1

解析 2 2

回路 1 1

回路設計 1 1

確率 1 1

学習 3 28 31

学習システム 1 1

学習機械 1 1

学習支援 1 1

感性 1 1

感性情報処理 1 1

管理 1 1

管理システム 1 1

機械翻訳 1 1 2

記憶システム 3 1 4

共有メモリ 2 2
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分野と細 目のクロス集計

協調設計 1 1

協調問題解決 1 1

教育 1 2 3

教育システム 2 2

教育支援システム 1 1 2

曲検索 1 1

金融情報システム 1 1

経営情報システム 1 1

計算 16 16

計算機 1 1

計測システム 1 1
言 一五呈

.
口 4 4

呂 吾処理 12 12

ヨ
言語情報処理

1 1

言語理解 6 6

交通情報システム 1 1

交通量シミュレータ 1 1

光 1 12 1 14

光コンピューティング 1 1

工事管理システム 1 1

構造推定 1 1

航空通信 1 1

高速ネットワーク 1 1

三次元オブジェクト機能合

成システム 1 1

仕様 3 3

視覚情報処理 1 1

視覚代行システム 1 1 2

視覚認知 2 2

自己説明プロセス 1 1

自 然 言 一五口 2 2

自然言語処理 3 3

自然言語生成システム 1 1

自然言語理解システム 1 1

自動化 1 1

自動作曲 1 1

自律 ロボット 1 1

自律分散システム 1 1

社会情報システム 2 2

手術支援 1 1

手書きインターフェース 1 1

書籍読み上げシステム 1 1

情報システム 1 1

情報ベースシステム 2 2

情報化学システム 1 1

情報検索 .1 1

情報検索システム 1 1

情報量 2 2

色彩学 1 1

色彩情報処理 1 1

触覚ディスプレイ 1 1

信号処理 11 11

信念理論 1 1

診断支援システム 2 2

人工生命 1 1

人工知能 3 3

人物認識 2 2

図書館情報システム 1 1

図的推論 1 1

図面理解 1 1

推論システム 1 1

推敲支援ツール 1 1

数学モデル 1 1
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分野と細 目のクロス集計

数式処理システム 1 1

数値解析 3 3

数値計算 3 3

数値処理 3 3

数理解析 1 1

制御系開発支援 1 1

性能評価 1 2 2 5

性能評価システム 1 1

生産システム 2 1 3

生産情報システム 1 1

生体センサー 1 1

生体工学 4 4

生命工学 1 1

設計 1 8 3 12

皿
凱計支援

1 1

設計支援システム 1 1

設計自動化 1 1

組織 2 2

創造活動支援 1 1

多値回路 1 1

多値集積システム 2 2

知覚 1 1

知覚処理 1 1

知識 5 5

知識DB 1 1

知識ベース 2 2

知識共有 1 1

知識処理 1 2 3

知識表現システム 1 1

知的CAIシ ステム 1 1

知的DB 1 1 2

知的ヘルプシステム 1 1

知的ロボット 2 2

知的教育システム 2 2

知的検索システム 1 1

知的情報メディア 1 1

知的生産システム 1 1

知的通信 1 1

知能 2 2

知能ロボット 1 1

知能情報メディア 1 1 2

地域情報システム 1 1

地球1環境計測 1 1

地球環境DB 1 1

地球環境計測 1 1

地理DB 1 1

地理情報システム 1 1

聴覚情報 1 1

超音波位置計測 1 1

超音波画像処理 1 1

通信 14 14

通信ネットワーク 1 1

定量分析 1 1

適応情報システム 1 1

電子カルテシステム 1 1

電子図書館 1 1

動画処理 2 2

動画像 1 1

動画像処理 1 1

動画符号化 1 1

認識 1 1

配電システム 1 1

発想支援システム 1 1
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分野と細目のクロス集計

非言語コミュニケーション 1 1

非線型解析 1 1

非線型理論 1 1

表情認識 1 1

評価 3 3

病院情報システム 3 3

不確定情報処理 1 1

符号化 20 20

複雑システム 1 1

物体認識 3 3

分散DB 1 1

分散システム 2 9 11

分散ネットワーク 1 1

分散処理 8 1 9

文字コード 1 1

文字処理 1 1

文字認識 3 3 6

文書画像理解 1 1

文書作成支援 1 1

文書処理 1 1

文書認識 2 2

文書理解 2 2

文章推敲支援システム 1 1

文脈処理 2 2

並行プログラム 1 1 2

並列DB 2 2

並列コンパイラ 2 2

並列プログラミング 2 2

並列化コンパイラ 2 2

並列計算 4 2 6

並列計算機 1 1

並列処理 18 3 21

並列処理ソフトウェア 1 1

並列分散システム 2 1 3

並列分散処理 、 1 1

放送 5 5

無線 5 5

無線ネットワーク 1 1

毛筆文字生成 1 1

問題解決 11 11

問題解決システム 1 1

問題表現 1 1

離散システム 1 1

類推 1 1

連想記憶システム 1 1

論理回路設計 1 1

総計 52 107 46 257 197 40 56 302 1057

＼
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付属資料3

分野毎の細 目別研究テーマ件数





一

1分野 1インター フェー ス1

ユー 一インターフェース

音声処理

ヒューマンインターフェース

音声認識
文字認識
自然言語
マルチメディア

音声対話システム

音声対話
ビジュアル ン ーフェース

分野毎の細目別研究テーマ件数

1分野 1システム

マルチメァィアDB
DB

病院情報システム
記憶システム

並列分散システム
並列DB

分散システム
生産システム
診断支援システム

オブジェクト指向DB

情報ベースシステム
画像DB
遠隔医療システム

移動ロボット
エージェントシスーム

分 ネ ットワー ク

インターネット
ATM

マルチメディアネットワーク
lSDN

ネットワーク管理
性能評価
ニューラルネットワーク

コンピュータ・ネットワーク

無線ネットワーク

アーキテクチヤ
ファイル共有
マルチメディァ

LAN
ルーティング

移動

医学応用
管理
記憶システム

計算機

光
航空通信

高速ネットワーク
コミュニケーション

設計
通信ネットワーク

・・トワー



1分野 1計算機

N

ロ ラミン

アーキテクチャ
プログラミング言言吾

並列処理
ソフトウェア
OS

ソフトウェア開発

分散システム
分散処理

4

5

4
「

Ω
U

7
.

(∠

-

り
O

り
6

り
6

1

1

1
,

-

分野毎の細目別研究テーマ件数

1分野 1情報処理

処理

音声認識
3D画 像処理
CG
パターン認識

言語理解

◎
》

O
O

り
6

1

り
ふ

'1

1

1

1分野 1知的システム 1

エキスパートシステム

知的教育システム

知的ロボット
知識ベース

教育システム
発想支援システム
ヒューマン・フレンドリー・システム

ファジィ・エキスパート・システム
ファジィDB

ファジィ知識
フアジイ理論

プログラム理解支援

音声理解
学習機械
ニューラルネットワーク

教育支援システム

自己説明プロセス
自然言語理解システム

自律分散システム

設計支援システム
知識DB
センサー

知的CAIシ ステム
知的DB

知的ヘルプシステム
CG
DB

知的検索システム

知的生産システム
知能ロボット
知能情報メディア

ンステム



分野毎の細目別研究テーマ件数

1分野 極信 医野 1理論

移動
光
衛星
無線
放送
プロトコル
マルチメディア
画像
映像伝送
知的通信
分散処理

アルゴリ ム

学習
モデリング

符号化
計算

通信
問題解決
セキュリティ

ソミユレーンヨン
知識
フ ソ

0

8

5

(U

(0

4

1

【
∨

り
'
り
'
り
'

1

1

1
`

ω
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